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プロローグ




　気づいた時にはもう唇は塞がれていて、熱くてやわらかな感触が時間差で伝わってきた。

　やんわりと熱い胸板を押し返してもびくともしない。

　口づけは深くなる一方で、息継ぎをする暇を与えられなかった。

　あ、さすがにこれは……。

　頭がくらくらしてきた。足に踏ん張りがきかなくなり、すがるようにすぐそばにある彼の腕に手を置く。すると強い力で手首を掴まれ、壁に押しつけられた背中に硬くて冷たい感触を受けた。

　仁じんは器用に左手で私の手首を固定したままキスを続ける。口内に侵入してきた舌に執拗に追い回され、唇の縁から唾液が伝った。

「……んぅっ」

　自由を奪っていた私の手をやっと解放した彼の左手は、今度は私が着ていたシャツの裾をめくって直じかに肌に触れ、それからゆっくりとお腹から胸に移動してきた。右手は絡みつくように太腿を撫で上げ、徐々にきわどい部分に触れていく。

「花か帆ほ」

　熱を帯びた情欲的な声で名前を呼ばれ、きゅうっと胸が締めつけられる。

　仁の気持ちが分からない。求められるがままに身体を差し出してもいいのだろうか。

　仁は後悔しない？

　だってこんなの、持て余した感情を発散させるような触れ方じゃない。

「仁、待って……」

　ちゃんと聞こえているはず。それなのに仁はやめてくれない。

　それどころか私の両腿の間に自身の足をぐいっと押し込んで、さらに身体を密着させてきた。

　甘い香りに混じった汗の匂いを色濃く感じる。自分が抱いていた大人の男性のイメージが急に形作られた瞬間だった。

「あっ、や……」

　胸の谷間に顔を埋めた仁が舌を這わせた。

　ゾクゾクッと快楽の波が全身を突き抜けていき、その初めての感覚についに頭が真っ白になり、思考がぶつっと断たれた――。










お見合いします




　仁は私にとって、ずっと憧れの存在だった。

　仁の作る和菓子が大好きで、そんな和菓子を生み出す仁に憧れてここまできた。ただそれだけだと思っていたから、まさかこんなことになるなんて想像すらしなかった。

「結婚しよう」

　聞き心地のいい声でそう告げた仁から、怖いくらい真っ直ぐな瞳を向けられて、おもわず目を逸らした。

　う、嘘でしょ……。

　心臓の音が太鼓を打ち鳴らしているかのように激しく全身に響く。

「花帆に好きな人がいなければ、だけど」

　夢を叶えるためには、気遣うように優しくかけられた言葉への返事はひとつしかない。

　でも、どう返したらいいのか考えがまとまらず、浮かんでは消える言葉は喉をすぐには通り抜けていかなかった。

　とても真面目な人なので、安易な気持ちで私との結婚を決めるわけがない。きっと真剣に考慮してくれたはず。

「……えっと」

　声が掠れている。蒸し暑い八月の夏を感じさせないほど店内は冷やされているのに、恥ずかしさと緊張から身体中に嫌な汗をかいていた。

　額に滲んだ汗を手のひらでさりげなく拭った後、顔を上げて遠慮がちに視線を合わせる。

「よろしくお願いします」

　結局そのひと言を口にするのが精一杯で、気の利いた言葉ひとつ出てこなかった。

　返事を受け取った仁が、安堵して口元を緩めたように見えたのも束の間。

「よかったー！」

「今どきお見合い結婚なんてって文句を言われるだろうと思っていたけど、ふたりともなんだかんだ乗り気で安心したわ。それにお見合いと言ってもふたりは幼馴染だし、こういうのもアリよね」

　まず仁の母親、弥生やよいさんが歓喜の声をあげ、続いて私の母親である美み冬ふゆがうんうん、と大きく頷きながら勝手な持論を述べ始めた。

「花帆は仁くんに懐いていたし、仁くんも小さな花帆の面倒をよく見てくれていたわよねぇ。杏きょう汰たくんでもいいかなって思ったりもしたけど、杏汰くんは大学生だし、なによりまだ子供の花帆には、仁くんのような大人の男性が合っているわよね」

　杏汰とは仁の弟で、私のひとつ上にあたる二十二歳の美術大学に通う学生だ。

　そう、私のお見合い相手は元々朝あさ霧ぎり家の兄弟どちらか、という話で進められていた。

　事の始まりは私が将来の夢を両親に熱く語った数週間前に遡さかのぼる。

　仁こと朝霧仁は、創業六十年以上の老舗しにせ和菓子屋『朝霧菓か匠しょう』の跡取りで、現在三十一歳。

　母親と弥生さんは大学時代からの付き合いで、互いに親友と自信を持って言うくらい仲がいい。両家族合同でキャンプやバーベキューをしたり、楽しいイベントにはだいたい両親に加えて朝霧家の面々が揃っていた。

　ひとりっ子の私にとって、仁と杏汰は本当の兄のようで大好きな存在。

　仁と私は十歳も離れているので、先ほど母親が述べたように、杏汰と一緒になって仁にはなにかと面倒をみてもらっていた。

　ただ仁は朝霧菓匠の跡取りなので、幼少期から創設者である祖父の秋あき正まささんのもとで和菓子作りの勉強をしていた。それは年を重ねるごとに本格化し、仁が大学生になる頃には、多忙の彼と話をするのは難しいほど距離ができていた。

　こうして顔を見合わせて、ゆっくり話すのは本当に久し振りで。

　カッコいいのは昔からだけど、こんなに綺き麗れいな顔だったっけ……。

　気を抜くとすぐに見惚れてしまい、『俺の顔になにかついてる？』というような目を先ほどから幾度も向けられている。

　涼しげな切れ長の目、真っ直ぐに伸びた鼻び梁りょう、血色のいい唇。そのどれもが美しく整っていて美術品のようだ。

　そして年上だから常に私より背が高いのはあたり前だったけれど、まさか一八二センチまで伸びるとは思っていなかった。

　楽しげに会話をする親たちを尻目に、仁との会話の糸口を見つけられない私はテーブルに並んだ華やかな料理に手を伸ばす。

　最近オープンしたばかりのフレンチレストランは、窓の外に豊かな景色を望める落ち着いた雰囲気の建物だった。

　長く節くれだった色気のある指で、仁はオマール海老とあわびのローストを口に運ぶ。

　綺麗な所作だ。こういう時に、家柄のよさというのは滲み出るものだと実感する。

　寡黙で悠々たる仁とは真逆の性格である杏汰も、チェーン店の牛丼を食べる時ですらどこか品がある。

　あーあ。杏汰がいたらもう少し気軽に食事ができたのに。

　自由奔放で気ままな杏汰は、運悪く風邪を引いて今日はひとり家でお留守番らしい。

　母親たちの会話は、いつしか私と仁の結婚の時期にすり替わっていた。

　結婚ねぇ……。

　正直まったく実感が湧かない。だって、私と仁だよ？　あまりに不釣り合いすぎる。

　仁は大学で経営学を学んだ後、後継者として陣頭指揮をとって店を支え、誰からも認められている存在だ。正式に入社してから九年目だが、三年目にあたる年に店の看板となるヒット商品も生み出している。

　対する私は、二年制の製菓学校に通う学生だ。卒業の年を迎え、来年の春から朝霧菓匠で職人修業を始める。

　幼い頃から朝霧菓匠が身近にあり、和菓子が好きになった。幼い私にとってショーケースに並ぶ和菓子はまるで宝石みたいで、どれも美しく見えていた。なかでも仁が作る和菓子は、私の目にひときわ美しく映った。輝いて見えたのは和菓子だけではない。彼の仕事への真摯な姿勢は眩まぶしく、いつしか彼自身に憧れを抱くようになっていたのだ。

　仁のように和菓子が作れるようになりたい。その一心で、和菓子職人を目指してきた。

　そんな私が、製菓学校で基礎的な技術や知識を学んだ後、朝霧菓匠を就職先に望んだのは必然で。

　しかし、いざ面接に臨んでみると、仁も、仁の父親である社長もいい顔はしなかった。

　和菓子職人は華やかな見た目に反してとても過酷な仕事だ。離職率も高く、特に女性は長続きしないとされている。

　彼らは私のためを思って助言したのだろう。面接で放たれた言葉は無情で、けれど、それでも私の意思は変わらなかった。何度も頭を下げ、熱意を伝えたおかげでなんとか採用に至ったところまでは万々歳だったのだが。

「海外挙式もいいわよね」

「そうね。海外といったらハワイやグアムが定番だけど、イギリスの結婚式ってどういうふうなのかしら」

　お喋しゃべり好きの母親たちの会話はどんどん進んでいく。

「お母さん、さすがにイギリスは行かないよ」

　私が釘を刺すと、母親は「そりゃそうよねぇ」と笑った。

　来年の春、私の就職と同時に、父親の転勤に伴い両親はイギリスに移住する。期間は不明で、どんなに短くても二年は日本に戻ってこられないとか。

　そこで浮上したのが私の見合い話だった。

　ただでさえ重労働を強いられる朝霧菓匠に就職するのに、炊事洗濯など家事ができない私が、ひとり暮らしをしながら、重労働を強いられる朝霧菓匠に就職してやっていけるわけがないと、母親に止められたのだ。

　ようやく仁や社長に認められたというのに、今度は母親の反対にあい、一緒にイギリスに来いとまで言われた。

　たしかに今まで母親に頼りきりでお菓子しかまともに作れないけれど、そんな理由で将来の夢を諦められるわけがなく。

　両親は朝霧菓匠の面接を受けることに難色を示していなかったし、製菓会社への就職については反対していない。あくまで私の生活面を心配しているだけなのだ。

　だからとにかく必死に説得した。その結果、どういうわけか仁か杏汰どちらかと婚約関係を結び、朝霧家に入ってお世話になるという道筋ができあがっていたのだ。

　初めはお見合いの話はなく、ただ居候させてもらうだけの予定だったらしい。それが、弥生さんが唐突に『年頃の若い娘さんを、なんの約束もなく預かれない！』と言い出し、母親が『仁くんか杏汰くんがお嫁にもらってくれないかしら』と冗談めかして言ったせいで、話がどんどん発展して、最終的にお見合い話に辿り着いたそうだ。

　そんなめちゃくちゃな話があるかと思ったけれど、弥生さんと私の母親は自分たちの子供が結婚したらいいと密かに画策していたらしいので、なるべくしてなった結果だったのかもしれない。

　仁と杏汰を気に入っている父親も母親の暴走を止めてはくれず、婚約をするかイギリスに行くかどちらかに決めなさいと言う始末。

　高校まで門限があったし、なにかと親の許しを得なければいけない場面は多かった。周りと比べて過保護に育てられた自覚はあったけれど、まさか二十歳にもなって、生き方に首を突っ込まれるとは予想していなかった。

　なんにせよ、仁も杏汰も首を縦に振るはずがないと絶対的な自信があったし、高を括っていた。

　それなのに。

　先ほどのプロポーズとも言える台詞せりふを頭の中で反はん芻すうする。

　仁が私を好きという可能性は限りなくゼロに近いので、なにを考えているのかまったく分からない。

　春まで時間はたっぷりとある。仁と杏汰に見合いを断ってもらった後、母親をどう納得させるか、その方法を探すつもりでいた。

　このままだと本当に仁と結婚することになる。仁はそれでいいの？

　ぐるぐると思考を巡らせながら再び仁を盗み見ると、こちらを見ていたらしい視線と交わる。

　心臓がドキッと大きく鳴った。しかし仁は少しも表情を変えずに、お口直しにと出された手元のストロベリーソルベに目を移す。返事を聞いてから私に話しかけようとする素振りすらない。

　嫌われているわけではないはずだけど……。

　私が中学生になった辺りから、仁とは急速に距離ができた。小さい頃はあんなに仲がよかったのに。

　仁が私を避け、遠ざけているのはさすがに気づいた。私は中学生だったけれど、仁は大学生。恋人だっていただろうし、お酒を飲めるようになると社交の場も一気に広がる。

　まだまだ子供で、しかも異性である私の扱い方に困っていたのかもしれない。

　すべては憶測だけれど、きっとそう。

　十年を経て、あの頃の仁とようやく同じ年になった。そして仁は、三十代という一番脂が乗って魅力的に感じる年齢になった。

　いつまでも追いつけない。

「なにか頼む？」

　仁が私の空からになったグラスに視線を送って聞いてきた。

「あ、えっと、飲みやすいカクテルってあるのかな？」

　お酒が飲めるようになって日が浅いので、お酒の種類や名前を知らない。

「俺が選んでもいい？」

　こくこく、と頷く。仁は店員を呼び、私が聞いたことのないカクテルの名前を告げ、自分用にとワインを注文した。

　慣れた様子にカッコいいなと胸をときめかせる反面、自分が小さな子供になったかのような恥ずかしさを覚える。

「仁はお酒が好きなの？」

「ああ」

　返事、それだけ？

　そういえば昔から言葉数は少ない人だったと思い出す。

　それでも会話が成立していたのは、今のような緊張感もなく無邪気に話しかけていた過去の自分のおかげだ。

　でもなぁ。どう頑張っても昔みたいに接するなんて無理だよ。

　仁が頼んでくれたカクテルは、オレンジジュースのようでとても飲みやすかった。

「美お味いしい」

「それならよかった」

　仁は目も合わさずに淡々とした口調で言う。

　婚約したからといってすぐに籍を入れるわけではないだろう。ここはひとまず流れに任せてみるしかないか……。

　そう考えながら、もやもやしている胸をスッキリさせるため、私もソルベが盛られた冷たいグラスを手に取った。
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「それ終わったらこっちも洗っておいて！」

　お見合いの席でのやりとりを思い出していたところに声がかかって、洗い物をする手を動かしながら威勢よく返事をする。

「はい！」

　私、香こう月げつ花帆が勤めている老舗和菓子屋『朝霧菓匠』の工房では、今日も朝早くから従業員たちが忙しなく動き回っている。

　ここにいる全員が一人前の和菓子職人を目指し、重労働に負けず働いているのだと思うと自然と意欲がみなぎった。

　お見合いの席から季節は巡り、私は二週間前に無事、朝霧菓匠に就職した。

　入社したらすぐに和菓子の作り方を教えてもらえるわけではない。

　餡あん炊き三年、蒔炊き五年などと言われ、少なくとも八年は下積みに必要とされている。数年間は掃除や洗い物、配達などの雑用や、小豆あずきを洗うなど和菓子の材料の下処理といった仕事が中心になるのだ。

　製菓学校を卒業したばかりの私は、あたり前だが調理器具などの洗い物と掃除しかやらせてもらっていない。

　ずっと下を向いていたから肩が凝ってきた。頭を起こして首を後ろに反らす。少し離れたところで、先輩の阿あ久く津つ鷹たか哉やさんが欠伸あくびを噛み殺しているのが視界に入った。

　今日は木曜日。『遊ゆう茶ちゃ屋や』の営業日だ。茶屋といっても本格的なカフェではなく、工房の建物から歩いて一分もかからない場所に併設されている朝霧菓匠の店内に、カウンター席を設置して喫茶スペースを設けているだけ。でもカウンター越しに熟練の職人が生菓子を作る過程を間近で見られるので、人気が高くいつも予約でいっぱいだ。

　阿久津さんは今、その茶屋で使用する餡の下準備をしている。

　身長は一七六センチ。がっしりとした体格と、目鼻立ちがくっきりとした濃い顔が特徴的。

　顔のパーツもそれぞれ整っているので、好きな人は好きな顔なんだろうなぁ。

　私は仁のような、どこからともなく春風が流れてくるような、爽やかな人が好きだけれど。

「阿久津さん何時に出勤したんですか」

　私の質問に、阿久津さんは疲れ気味の目をぎゅっと瞑つむってから口を開く。

「四時」

「四時!?」

　驚きの声を先にあげたのは、隣で一緒に洗い物をしていた同僚の足あ立だち萌もえだった。

　今年朝霧菓匠に職人を希望して入社した中で、女性は私と萌しかいない。同じ年齢というのもあって私たちはすぐに打ち解けた。

　仕事の時は綺麗なはちみつ色のミディアムロングをひとつにまとめ、メイクは薄くファンデーションを塗って眉毛だけしか描いていないという姿。しかし定休日である月曜日に顔を合わせた時はきちんと化粧をしており、それはもう同性の私ですら胸がドキドキするほど色気が漂う美人だった。

　私も人並みに流行が気になるし、お洒落に興味がある。でも頑張って着飾っても、萌みたいな女性らしい雰囲気は醸し出せない。

　私は一五六センチだけれど、萌は一六二センチの身長ですらっとしている。

　もうそこからして負けている。いや、勝ち負けではないのだけれど。

　お見合いの席以来、仁との関係はなにも変わってはいない。正確には両親がイギリスに旅立った後から朝霧の家にお世話になっているけれど、相変わらず仁とはきちんと話せないまま。

　仁がどういうつもりで私と結婚しようと思ったのか、春先までに確かめなければと思っていたのに、卒業までなんだかんだ忙しくて、そのチャンスは巡ってこなかった。

　おかげで母親たちは嬉々として結婚の話を進めているし、式まで髪は伸ばしておきなさいと言われ、茶色く染めた鎖骨まである髪の手入れには気を使っている。

「阿久津さん倒れちゃう」

　心配そうに眉を下げた萌を、阿久津さんはおかしそうに笑い飛ばした。

「これくらいで倒れていたら、職人なんて務まらないって」

「そうなんですね……」

　萌は浮かない顔をして口を閉ざした。

　そりゃあ不安になるよね。

　私なんて面と向かってハッキリと仁に『やめたほうがいい』と言われたし。

　ひと昔前と比べて女性の和菓子職人は増加傾向にある。それでも男性の方が圧倒的に多く女性は一握り。

　学校で製菓を学んだ多くの女性は洋菓子の世界に進んだり、まったく別の仕事に就いて、趣味として菓子作りを楽しんでいるという現状がうかがえる。

　どうしてかというと、特に見習い期間中は力仕事が多く体力勝負だからだ。

　常に火を扱うため工房内はいつも暑く、早朝から一日中立ちっぱなしの作業はかなりこたえる。

　実際、入社四日目にして生理に見舞われた私は、何度も貧血を起こして倒れそうになった。

　表情を曇らせた萌に気づいたのか、阿久津さんは明るい声で言う。

「この餡ができあがったら店に届けるから。ふたりも一緒について来て」

「それって……」

　萌の声が期待に満ちている。

「今日は馴染みのお客さんだから実演を見学していいって、朝霧さんが」

「やったー！」

　さっきまでの憂いを帯びた顔はなんだったのかというくらい、萌は目をキラキラさせて歓喜した。

「楽しみだね、花帆！」

「そうだね」

　仁の話題に動揺しないようにしたつもりだったけれど、顔と声が強張ってしまったのか、速攻でふたりに突っ込まれる。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だよ。ただ見学させてもらうだけなんだから」

「そうだよ花帆。あの寡黙な朝霧さんだもの。新人を取って食うなんてしないよ。あっ、でも、朝霧さんになら食べられてもいいなぁ」

　仁は朝霧菓匠の常務取締役という立ち位置だが、堅苦しく常務と呼ばれたりせず、朝霧さんや若旦那と呼ばれている。

　うっとりと乙女の色を滲ませた萌を、阿久津さんは呆れた顔で眺めた。

「足立さん、まさかそんな不純な動機でここに入社してないよね」

「そんなわけないじゃないですか。ただのジョークですよ。でも、朝霧さんの作る和菓子には惚れていますけどね」

「うんうん、惚れちゃうよねぇ」

　頭を縦に振り、深く同意を示した阿久津さんに苦笑いがこぼれた。

「しかもその和菓子を作る朝霧さんもすっごくカッコいいし！　憧れるわぁ」

　阿久津さんはその屈強な見た目とは裏腹にとても乙女なのである。仕事中はなりを潜めていても、こうしたふとした瞬間におねえっぽい口調になるし、仕草が女性らしいなと感じることもしばしば。

　本人も自覚していて、姉三人に囲まれて育ったせいだと話していた。

　最初こそは戸惑ったものの、今ではすっかり慣れた。むしろとっつきにくい男の人より、乙女っぽい方が接しやすい。

「阿久津さん、本当に朝霧さんが好きですよね」

　萌が若干引いた顔をしている。

「そりゃあそうでしょ！　小学三年生の時から和菓子に触れて、それからずっと修行してきた人だよ？　反抗期も青春時代もすべて和菓子作りに注ぐって、並大抵の精神力じゃないし、強い意志がないと続かないんだから！」

　阿久津さんは仁への愛と敬意が感じられる口調で語った。

　入社五年目になる阿久津さんだが、年齢は私と萌のふたつ上である二十三歳。

　和菓子職人になる道は大きく分けてふたつあり、ひとつは和菓子の専門学校や製菓学校の和菓子コースを卒業後、和菓子メーカーや和菓子店に就職する方法。もうひとつは、高校卒業後、同様に就職するか弟子入りするという方法だ。

　私と萌は前者で、阿久津さんは後者。

　阿久津さんは仁を崇拝していて、仁の作る和菓子と人柄に惚れて高校卒業後に入社したと聞かされた。彼の仁への想いは本当に強く、同じ気持ちを持っている私は勝手に親近感を覚えている。

　それからしばらくして、遊茶屋で使う餡と皮を数種類、店頭に並べる和菓子の補充分を持って私たちは店へと足を向けた。

　朝霧菓匠の店内は横に長く、自動ドアから入って正面に生菓子が陳列されたショーケースがあり、右側に遊茶屋のカウンター席、左側に羊よう羹かんや外うい郎ろうなど棹さお物ものが並べられている。

　朝霧菓匠はこの本店と、少し離れた駅ナカのデパートに支店がある。駅ナカとは、日本の鉄道事業者が管轄下にある駅構内に展開する商業スペースの通称だ。

　朝霧菓匠は機械に頼らず、餡の製造・加工から、生菓子、焼き菓子、羊羹などの竿物をすべて工房で作っていて、味の質が落ちないようにあえて店舗数を増やさず、ネット販売も期間・数量限定の予約制にしている。

　仁の祖父、朝霧秋正が製菓学校に入学して和菓子の基礎を学び、十年の修行を経て三十歳の時に開店させた朝霧菓匠は、まだ老舗と名乗れるようになってから日が浅い。

　それでも熱狂的なファンが多く、和菓子業界ではここ数十年ずっと勢いのある店だと注目されている。

　当の朝霧秋正は今では滅多に店や工房に顔を出さず、別荘地で奥さまとゆとりのある生活を送っているのだとか。

　裏口から店内に入って、材料を置いたところでタイミングよく仁が姿を現した。

「おはようございます！」

　阿久津さんの気合いの入った挨拶を皮切りに、私と萌も大きな声で続ける。

「おはよう」

　仁は穏やかな声で返事をし、私たちの顔を見回して「元気がいいな」と呟つぶやいた。

　お見合いの様子を思い出して気恥ずかしくなり、鼓動が少しだけ速くなる。

　工房で働く人間は、動きやすさを重視したコックコートを着用している。仁もコックコート姿の時の方が断然多いのだが、お店に顔を出す際は着物で正装する。

　今日の着物は青みがかったグレーで、清涼感と上品さがある。そして同系色でまとめず明るく派手な金茶帯を差し色としているあたり、センスのよさがうかがえた。

「阿久津くんは、俺の手元だけでなくお客様とのやり取りも注意して見ておいて。そのうち俺に代わって立つかもしれないんだから」

「はい！」

　背筋を伸ばして真面目な顔になった阿久津さんだったが、かけられた言葉がうれしい内容だったからか、口元が緩んでいるのは隠しきれていない。

　阿久津さんすごいなぁ。期待されているんだろうな。

　ふたりの顔を交互に眺めていた私の横を、仁がすっと横切る。その時ほんの僅わずかだが肩が触れて、心臓が高鳴った。

　仁と一緒に暮らすようになってから二週間が経ったがまだ慣れない。お見合いの席でプロポーズとも取れる言葉をもらって、どうにも意識してしまうのだ。

　ドキドキと速いリズムを刻む胸に手をあてて小さく息をついた。

　茶屋で提供する生菓子は月替わりの常時三種類。お客様にサンプルを見せて、なにを作るか決めてもらう。

　今しがた訪れた老夫婦のお客様は、旦那さんが四月限定の桜、奥さんが菜の花をモチーフにした練り切りを注文した。

　仁は普段滅多に見せない笑顔でお客様と会話をしている。

　隣で萌が、誰にも聞こえないくらいの小さな声で「うわぁ、王子さまスマイルだぁ」と両手を口にあてて頬を赤らめていた。

　ご年配の方はだいたい若旦那と呼ぶが、若い女性のお客様からはスイーツ王子と呼ばれたりしている。

　以前阿久津さんが、『和菓子を見にきているのか、朝霧さんを見にきているのか分からない』と複雑そうにしていたけれど、私はどっちもなんじゃないかと思う。男前で素敵な仁も、美しい和菓子も、溜め息が漏れるくらいに魅力的だもの。

　家でもあんなふうに笑ってくれたらいいのに。

　見惚れつつも、自分には向けられない笑顔に、胸の奥で少しの寂しさを抱く。

　仁は手を水で濡らした後、生地の塊から必要な量を切り取る。丸めて手の上で潰し、こし餡を真ん中に置いて包み込んでいく。道具や指を使って形を整えたらあっという間に完成だ。ここまでの所要時間は僅か数分。

　速い。

　仁がやるから簡単そうに見えるけれど、たったこれだけの工程も素人が真似できるものではない。

　白色の菓子皿に盛られた練り切りに、クスノキ科の黒文字という木を素材に使った楊よう枝じを添える。和菓子だけでなく黒文字から漂う木の香りも楽しんでほしいと、仁がこだわった部分と聞いている。

　お抹茶も出せば、お客様の顔がぱあっと花が咲いたように明るくなる。

　仁の腕は一流だ。それは生まれ持った器用さも関係しているけれど、それ以上に彼の努力の賜たま物もの。

　幼馴染だからといってすべてを知っているわけではない。それでも仁がどれだけの時間と情熱を和菓子に注いできたのか、私はこの目で見てきた。

　仁に憧れを抱いたのはいつからか、と杏汰に聞かれたことがある。私は幼稚園の頃と答えた。

　後継者として祖父の秋正さんと過ごす時間が増えていた仁は、なかなか私たちの遊び相手をしてくれなくなった。それを寂しく感じ、ある日、杏汰とふたり、工房にこっそり忍び込んだ。その時ちょうど仁が和菓子を作っていて、一瞬にしてその姿に心を奪われた。仁の手から生み出された和菓子。それを作る仁が、一層輝いて見えたのだ。

　ふたつめの練り切りを完成させて、穏やかな表情でお客様と歓談する端整な顔を見つめた。

　私たちが幼馴染というのは職場のみんなが知っている。しかし婚約の事実はまだ伏せている。入ってきたばかりの職人希望の女が朝霧菓匠の跡取りの婚約者だと知ったら、みんなは戸惑い、気を使うだろうから。

　知られたらどんな反応されるのかな。特に阿久津さんの反応が怖い。幼馴染の特権を最大限に行使したと揶や揄ゆされるかもしれない。

　仁はカウンターの隅っこで直立していた私たちを不意に見る。視線が交わり心臓が跳ねた。

　口を一文字に結んだ私に、仁はほんの少しだけ口角を上げて微笑んだ。

　その瞬間、心臓があり得ない速さで鼓動する。

　今、私を見たよね？

　困惑する私の両隣で、萌と阿久津さんが声を潜めながらも興奮を抑えきれないといった様子で呟く。

「今のって、おまえも頑張れよっていう俺へのエール？」

「違います。可愛い新人にですよ」

　どうやらふたりも自分へ向けられた笑顔だと認識したらしい。

　恥ずかしい。私を特別視しているなんて思い上がりよね。

　ふたりの解釈が正しいかもしれないし、誰に対してとかではなく、意味のないものだったのかもしれない。

　それでも今日はとてもいい日だ。久しぶりに仁が和菓子を作る姿を間近で見られた。

　胸がいっぱいで呼吸が浅くなり、しばらくの間、心臓は落ち着きを取り戻してはくれなかった。




　遊茶屋の見学後は再び工房に戻って仕事をし、定時を迎えて着替えを済ますと朝霧菓匠のお店へと足を向けた。

　いいことがあった日は、朝霧菓匠の和菓子を食べると決めている。

　就業時間を過ぎてからも工房に残って和菓子の研究や試作をする先輩たちと違って、私が今できることなんてない。

　しっかりと身体を休めて、明日も朝から元気に働くのが一番だ。

「こんにちは」

　店舗スタッフに挨拶をしてショーケースを覗く。今日は売れ残りが少ない。

　お店の営業時間は十時から十九時。基本的にその日のうちに食べてもらわなければいけない生菓子は売り切れ次第終了となる。

　残りひとつとなった品もあり、どうしようかと迷った。

　売れ残るよりかは私が購入した方がいいだろうけれど、買ったせいでお客様の手に渡らなくなるという状況は避けたい。

　うーん、と悩んでいると、お店の扉が開いてご年配の女性客が現れた。邪魔にならないようさっと移動し、ショーケースの前をあける。

「四月の上生菓子はなにかしら？」

　常連客なのか、ショーケースを覗く前に慣れた様子でスタッフに聞く。

「零こぼれ桜ざくら、花ざかり、菜の花の三種類です」

　答えたのは見慣れない三十代と見受けられる女性のスタッフだった。『宮みや田た』と書かれた名札をつけている。

　三月いっぱいで大学生の女の子がひとり辞めたので、代わりに入った新しい人だろう。

　品名を伝えたきり宮田さんは口を閉ざす。

　大丈夫かなと不安がよぎったのと同時に、案の定お客様はぐっと眉間に皺しわを寄せた。

「中身はなにかしら」

「あっ……申し訳ございません。ええっと……」

　瞬時に顔を赤くした宮田さんは、きょろきょろと周りに視線を走らせた。もうひとりいるスタッフは長なが尾おさんという長年勤めている人で、私と同じくらいの孫がいるらしい、元気で気さくなおばあちゃんだ。あいにく今は接客中で手が離せないようだ。

　お客様は、目の前のスタッフは知識がないと判断したらしい。

「もういいわ」

　大きな溜め息をついて、ショーケースに背を向ける。

　まずい。

　咄嗟に「あのっ」と声をかける。

「はい？」

　ひどく面倒くさそうな目で見られた。それでも怯まずに、ショーケースに手をかざす。

「私に説明させてください。まず、この薄い水色と桜色の外郎を重ね、白餡をふたつ折りに包んだ生菓子が零れ桜です。表面に刷り込まれた桜の花は、名前の通り満開の桜がひらひらと舞い散り、こぼれていくようなさまを描き上げています」

　流れるような口調ですらすらと説明する。お客様は、あら、というように目の色を変えてこちらに近づいてきた。

「花ざかりは、桜の形に型抜きした桜色の羊羹を、丸くした白餡を芯にして、表面を花で取り囲んでいます。花の中心には金箔で花芯部分を表現し、淡い黄緑色の桜の葉が一枚添えられていて、バランスの取れた色合いになっています。一本の枝に盛り固まるようにして咲く桜を忠実に再現していて、美しくもあり儚げで、可憐さも表現したと職人から聞きました」

「とても綺麗ね」

　お客様は目を輝かせ、食い入るように花ざかりを見つめる。

　和菓子は味だけではなく、芸術品とも言われる繊細な美しさが魅力のひとつ。だからこそ色合いについてとにかくこだわっている零れ桜や、素人目でも分かる緻ち密みつさが売りの花ざかりは目を引く。

　これらは一人前になった者でも苦戦するくらい、綺麗に仕上げるのが難しい。

「あともうひとつが菜の花ですね。外側はその名の通り、菜の花をイメージした温かみのある黄色と緑色のそぼろで、中は小お倉ぐら餡です。そぼろの上に可愛らしく止まっている蝶は白餡の練り切りです。先ほどの華やかなふたつとは違って、素朴さが感じられますよね」

　ひと通りの説明を終えて、お客様の顔色をうかがう。中腰でショーケースを覗いていたお客様は上半身を起こして、にっこりと笑った。

「ひとつずつ貰えるかしら？　あと、道どう明みょう寺じ桜餅と、どら焼きをふたつずつ」

「ありがとうございます」

　頭を下げ、それから目をぱちくりさせている宮田さんにアイコンタクトを送った。

　宮田さんはまだ動揺を隠せずにいるけれど、丁寧な手つきで生菓子をお盆に載せる。お客様に数と品物の確認をしてもらった後、梱包作業に移った。

「あなたは店員さんなのかしら？」

「私は工房で働いている者です。といっても今年入社したばかりなので、まだまだ新人なのですが」

　今さらながら、出しゃばってしまったなと身をすくめた。

　これじゃあ宮田さんの立場もないし。

「あら、そうなの。若いのに知識が豊富なのね。あなたが作るお菓子を食べられるのを楽しみにしているわ」

「ありがとうございます……！」

　胸にじんときた。そこまで感動することでもないとは分かっていても、熱いものが込み上げてきて鼻の奥がツンとする。

　気持ちを落ち着かせようと視線を遠くに泳がせる。そこでショーケースの奥にいる仁の姿に気づいた。

　え！　仁!?

　いつ表に出てきたのだろう。カウンターの奥で静かに佇む仁の瞳は、真っ直ぐ私に向けられている。

　店員でもないのに勝手な真似をしたからよく思っていないのかも。

「ありがとうございました」

　宮田さんの声にハッとして、箱を手にしたお客様に慌てて頭を下げる。

「ありがとう。また来るわ」

　お客様は満足そうに微笑んで帰っていった。

　ふう、と息をついて仁へと顔を戻す。しかしそこにはもう人の姿はなかった。

「あの、ありがとうございました」

　宮田さんにお礼を言われて首を大きく横に振った。

「とんでもないです。関係ないのにしゃしゃり出てすみませんでした」

「いえいえ、パニックになっていたので本当に助かりました」

　そう言ってもらえて胸を撫で下ろす。そこへ接客を終えた長尾さんがやってきた。

「花帆ちゃんありがとね。宮田さん入ったばかりなのよ」

「あの、職人の方なんですよね？」

　長尾さんが私に親しく話しかけたのが不思議だったのか、宮田さんが首を傾げた。

「花帆ちゃんはここの常連中の常連で、特に桜餅が大好きなのよね。あと、若旦那の幼馴染なんだよ」

「へえええー」

　宮田さんと呼ばれた女性は感嘆の声を漏らした。

「どうりでお詳しいんですね」

「でも幼馴染で常連で、職人志望だからといって、誰でも詳しいわけじゃないんだよ。そこは花帆ちゃんの努力だからね」

　長尾さんがやたらと褒めてくるものだから、照れくさくなって意味もなく頭を掻いた。

「それで、今日はなにをお求めですか？」

　急に店員らしく敬語になった長尾さんに促され、ショーケースと睨めっこする。

「普通の桜餅と道明寺桜餅をひとつずつ。あと、粒さくらの十二粒入りをひとつと、今月の上生菓子をひとつずつお願いします」

　迷ったけれど、せっかく足を運んだのだし全種類買うことにした。今月の上生菓子はまだ口にしていないし、機会を逃して食べられなかったら後悔する。

　それに、私だって一応お客さんだもんね。

「本当に和菓子がお好きなんですね」

　宮田さんの言葉に「はい」と大きく頷いた。

　立春の頃から桜が散る頃までお店に並ぶこれらは、私だけではなく桜に弱いとされている日本人の心を掴んで離さない。

　特に桜餅は春の時期の売り上げに大きく貢献している。

　お店の近くにはお花見ができるスポットもたくさんあるので、普段和菓子店に足を運ばないお花見客も大勢訪れるのだ。

「今月いっぱいで食べられなくなるのは寂しいですね」

　宮田さんに相あい槌づちを打ちつつ、笑顔を作る。

「でも、夏も秋も冬も、いつだってここには美味しくて、綺麗な和菓子が並ぶんですけどね」

「たしかに」と、宮田さんと長尾さんが表情を和ませる。

　形が崩れないよう丁寧に入れてもらった化粧箱を胸に抱くと、帰ったら食べられるのだといううれしさから胸が躍る。無意識に早歩きになっているのに気づいたのは、視界に朝霧の家が入った頃だった。










きみを守りたい




　夕暮れの気配に包まれた茜色の空を眺めて、陽射しの眩しさに目を細めた。

　まだ明るいうちに帰宅する生活は健康的だな、としみじみ思う。

　花帆と暮らし始めて二週間。彼女と一緒に暮らす前は、夜遅くまで工房に残って作業をすることが多かった。意識して生活リズムを変えようとしたわけではない。ただ、家に花帆がいて、部屋でひとり過ごしているのかと考えたら、どういうわけか集中力が続かないのだ。

　それを見破られたのか、『花帆ちゃんがせっかくいるんだから、しばらく早く帰ったらどうだ』と、父親に言われてしまった。自分では変わらず仕事をしているつもりだったのに、やはり父親には気づかれていたみたいだ。

　加えて以前から、少しは気を抜いて仕事をした方がいいと言われていた。だから父親にとっては、丁度いい転機に映ったのかもしれない。

　だけど俺は朝霧菓匠の後継ぎだ。

　足早に歩きながら、ぐっと唇を噛む。

　六十年続く朝霧菓匠の後継者。中途半端な仕事をするわけにはいかない。いや、朝霧が先々代から続く老舗だからという理由だけじゃない。なによりそれが、俺が朝霧の家族にできる唯一の恩返しなのだから――。

　背後で自転車のベルの音が鳴り、ハッとして道の脇に寄る。すぐ横を自転車が颯さっ爽そうと通り過ぎていった。

　鞄を持つ手にはいつの間にか力が入っていたらしい。立ち止まって手のひらを見れば、びっしょり汗をかいていた。

「少しは気を抜けって、こういうところもかな」

　苦笑いしたところで、ふと、花帆のことを思い出す。

　閉店間際のことだった。裏で作業をしていた俺の耳に、店からスタッフの困惑する声が聞こえてきた。なにかあったのかと表に出てみると、花帆が和菓子の説明をしている最中だった。

　花帆が接客していた老婦人は最近よく見かける常連で、ベテランスタッフの長尾さんですらその対応に詰まる姿を見たことがあった。いざとなったら自分が代わりに対応しようと構えていたけれど。

　杞憂だったな。

　花帆の説明は細やかで正確。穏やかな話し方は柔和な印象を与えた。そしてなにより、和菓子について話す花帆はとても楽しそうだった。

　あの笑顔には自然と引き込まれる。

　昔から人懐っこい性格だったが、やはり接客に向いている。和菓子の知識も豊富だし、いつか遊茶屋のカウンターを任せてもいいかもしれない。

　幼馴染というひいき目があるわけではなく、いち経営者として純粋にそう感じた。

　それにしても……。

　俺が見ていたことに気づいた時の、花帆の驚いた顔が思い出される。

　楽しそうな花帆から目が離せなくて、見入っていたのを気づかれた。俺は普段あまり店に顔を出さない。店頭に立つ俺を見て、変に思われたかもしれない。

　見合いの席から比べれば、それなりに会話が成立するようになってはきた。それでもまだ、よそよそしさは残っている。

　十歳も年上と結婚するんだ、あたり前か。

　溜め息をつきながら俺は再び歩き始める。

　花帆は日本に残り、和菓子職人になる夢を叶えるために俺との結婚を承諾したにすぎないのだろう。

　好きでもない幼馴染と婚約させられた花帆に対して、申し訳ないという想いがあるにもかかわらず、どうしても上手く優しくできない。びくびくさせているのは透けて見えている。

　幼い頃から近くにいた彼女の、嘘偽りない人柄はよく知っているつもりだった。けれど、面接で見せた和菓子への情熱には、正直驚かされた。こんなに熱いエネルギーを秘めていたのかと。

　同時に、花帆の願いは絶対に叶えてやりたいと思った。女性には厳しいと言われる和菓子の世界に飛び込んでくる彼女を、支えて守っていきたい。できることなら俺の手で。それは衝動ともいえる感情だった。

　だが、いまだに花帆との距離は縮められないまま。こんな俺が花帆を幸せにできるのだろうかと、不安に苛まれることもある。

　花帆と顔を突き合わせるまでは、もしかしたら昔のように話ができるのではないかと淡い期待を抱いていた。

　緊張から顔を強張らせ、怯えた小動物のようにチラチラと俺の顔色をうかがう花帆を目の当たりにして、なんとも言えない切なさに駆られたのは今思い出してもこたえる。

　おかげで俺も、いつも以上に口を閉ざしてしまった。

　親同士がお喋りなものだから、当事者である俺たちのぎこちなさが余計に際立っていたな……。

　今日も今日とて、結局、花帆のことばかり考えている。そんなふうに思いを巡らせるうち、気づけば家の前に着いていた。

　門扉を開けて敷地内に入る。母親が丹精込めて手入れをしている庭には目もくれず、母おも屋やも素通りする。そして数メートル離れた場所に建てられた、離れの玄関に辿り着くと足を止め、大きく深呼吸をした後にインターホンを押した。

　いつもならすぐに開けられる扉は、今日はしばらく経っても閉じられたまま。

　このまま結婚することに少なからず迷いがあるというのに、花帆に迎え入れてもらえるのがいつの間にか楽しみになっていた。そんな自分に気づくと同時に、閉じられたままの扉に少しばかり気落ちする。

　とうとう愛想をつかされたか。

　小さく息をついてからドアノブに手をかけた時だった。反対側からものすごい勢いで扉が押された。

「わっ！　ごめん！　大丈夫？」

　扉の角が俺の足にぶつかったのを見て、花帆は焦った声をあげてオロオロしている。

「大丈夫だよ」

　やんわりと言ったつもりだったが、耳に届いた自分の声は相変わらず温度が感じられなかった。

　これじゃあ委縮させる。もとはといえば、俺がさっさと中に入らなかったのが悪い。鍵だって持っているんだし。

　ちらりと花帆を盗み見る。困ったように眉を下げ、「本当にごめんね」と弱々しく呟いた。

「……夕飯は？」

　空気を変えようと、リビングへ移動しながら話題を振る。

「七時にみんな揃って食べようって、弥生さんが言ってたよ」

「そうか」

　基本的に食事は母屋のリビングでとる決まりになっている。離れにもキッチンはあるのだが、料理ができない花帆と作る時間がない俺には使い道がない。

　物置小屋と化していた離れを建て直して一年。

　当初ここは、生涯独身でいいと考えていた俺が、ひとりで暮らす場所としていた。だから寝室と書斎がひと部屋ずつと、十分な広さがあるリビングに、水回りが揃ったシンプルな間取りとなっている。

　左手で大きなスーツケースを引きずり、右肩にボストンバッグをかけた花帆がやってきた引っ越しの当日。母屋でみんなと生活するものだと勘違いしていたらしい花帆は、この離れで俺とふたりで生活すると知って顔に驚きょう愕がくの色を浮かべた。それからすぐに動揺を隠しきれずに目を泳がせていた。

　あの時の顔を思い出すと溜め息がこぼれる。

　そんなに俺とふたりきりになるのが嫌だったのだろうか。

「手伝おうとしたんだけど、今日のメニューがロールキャベツとなんだかよく分からないグラタンだったから、あっこれは無理だって、退散してきた」

　おそらく母親が好んで作る豆乳のグラタンだろう。マカロニは使わず日によって具材を変えているので、花帆からしたらたしかによく分からない料理かもしれない。

　花帆は苦笑いをして頬をぽりぽりと掻く。

「もっと単純な工程じゃないと、私のレベルでは難しい」

　引っ越してきて以来、花帆は積極的に料理を覚えようと頑張っている。

「それに弥生さんが身体を休めなさいって言うの。料理ができるようになりたいのになぁ」

　今のところ花帆に目立った疲労感は見られない。だがうちの仕事は体力勝負だと母親も十分承知しているので、とにかく花帆の身体を労いたわろうとしているのだ。

　そもそも花帆がうちにきた理由がそれなのだし。それなのに向上心が強い花帆は、料理だけにとどまらず家事の手伝いもしようとする。

「別にできなくても困らないだろう」

　俺なりに気を使って放った言葉だったが、花帆は表情を曇らせた。

「だって、一応、仁の奥さんになるんだし……」

　一応という言葉に、石を詰め込まれたかのように胸の辺りが重たくなったけれど、仁の奥さんというパワーワードにかすかな満足感を得る。

　花帆といると感情が掻き乱されて心の中はいつも忙しい。

「俺も作れるし、母さんだっている。ここを引っ越したとしても、人を雇えばいいだろう」

「そうかもしれないけどさ」

　納得がいかないといった不満気な顔に、せっかくやる気になっている気持ちをぞんざいに扱ったのだと気づいた。

　どうフォローしようかと頭を悩ませていると、花帆が上目遣いで俺を見る。

「私の手料理には期待していない？」

「そういうわけではないけど」

　どんなに不味くても、俺のために用意してくれるのならなんでも食べられる。

「じゃあいいよね？」

　わざとやっているのか分からないが、おねだりするような甘えた声音にグッと詰まる。

「無理のないように」

　そう伝えると、花帆は満足げに顔をほころばせた。

　可愛いな。

　あどけない笑顔に見入っていると、にっこりと上がった口角の縁に、茶色っぽいなにかがついているのを見つける。

「なんかついてるぞ」

　手を伸ばして親指の腹で拭う。

「餡か？」

　しっかりとこびりついていてなかなか取れない。なるべく力を入れないように優しくこすっていると、唇に指が触れた。

　やわらかいな。血色がよくて綺麗な赤色だし。

　もっと触れたい。

　そんな感情から花帆の唇に見入っていたが、俺はなにを考えているんだ、と急に正気に戻った。

　花帆に視線を戻すと、そこには耳まで真っ赤に染め上げた顔があった。

　彼女は初々しいし、この関係をなるべく壊さないようにしたいと一番に考えてきた。けれど一緒に暮らし始めてから、触れたいという衝動に駆られる場面が多々あり、俺自身かなり戸惑っている。

　花帆を幸せにできるのか自信ないくせにな。

　自分で自分をあざ笑うかのような皮肉な笑みがこぼれるのが分かって、俺は花帆から目を逸らした。

「ついさっき桜餅を食べていたの。だから玄関の扉を開けるのが遅れちゃって……」

　花帆はそんな俺の様子には気づかず、どうして餡が口についたのか説明をする。

　桜餅を頬張る花帆の姿を想像して心がふわっと和んだ。

「急かして悪かったな」

「ううん」

　首を振った花帆は、まだ赤い顔を隠すように背を向け、パタパタとスリッパの音を響かせながらキッチンに向かう。

「夕ご飯までまだ時間あるね。なにか飲む？」

　俺が触れたせいで照れたんだろうか。花帆の後姿を見ながら想像を膨らませる。うれしさに似た感情が、胸の奥から湧き上がってくるのが分かった。

　かぶりを振る。

　そんなはずない。きっと、〝俺〟というより〝男〟だから。

「ビールってあったよな」

「えっ、もう飲むの？」

　気持ちを落ち着かせようと咄嗟に放った言葉に、花帆はおかしそうに笑いながら缶ビールとグラスを用意した。

　なんでもない穏やかな時間。花帆と過ごすようになって心がすごく癒されているのを日々実感している。

　まさか長らく疎遠になっていた幼馴染と、再びこんな関係を築けるとは夢にも思っていなかった。

　初めて会ったのは花帆が新生児の頃。母親と杏汰と共に、子供が生まれたという香月家を訪れたのが始まりだ。

　まだ一歳だった杏汰も可愛い弟ではあったが、やはり異性である女の子というのは別格で、花帆はまるで天使のように見えた。

　杏汰と花帆は年が近いのもあって常に行動を共にしていたので、俺が親に代わってふたりを見守る機会は多かった。

　本当の妹のように思っていたし、俺を信頼してくれるのも、懐いて甘えてくれるのもうれしかった。俺を必要として、俺の存在意義を見出してくれたから。

　当時の俺は小学生ながらにしていろいろと悩みを抱えていて、誰にもさらけ出せない鬱うっ屈くつとした感情と闘っていた。

　はたから見れば花帆が俺につきまとっているように見えただろうけれど、実際のところ、屈託のない笑顔に何度も救われ、いつしか心の拠り所にしていたのは俺の方だった。

　花帆から向けられるそれらの好意は、高校生になって、周りの女子たちが友情以上の感情を持った視線を送ってきたり、媚びたような猫撫で声で寄ってくるのとはわけが違う。

　華やかなものが好きな彼女たちの目には、老舗和菓子屋の御曹司というブランドを持っている俺は、無条件でよく見えたのだろう。

　人見知りをする性格だったし、人付き合いが不得意な俺にとって、無遠慮にパーソナルスペースを侵害してくる同年代の彼女たちは、アレルギー反応を起こすかのごとく苦手な存在だった。

　次第に女嫌いが加速していったが、花帆だけは特別で。どれだけ『仁、仁』と後を追いかけてきても、鬱陶しいどころか愛おしかった。

　あのままの関係でいられたら、今頃どうなっていたんだろうか。

　花帆と暮らし始めてから、幾度となく過去を振り返っては後悔の念に駆られている。

　中学生になり、真新しい制服をまとうようになってから、花帆は急速に大人びていった。なにげない仕草や目線を妙に色っぽく感じるようになって、激しく男の部分を揺さぶられた。

　それまでは美冬さんに似て色が白く、もちもちとした肌は大福のようだな、くらいにしか思っていなかったのに。

　一度意識してしまってからは感情のコントロールができず、そんな自分が嫌で、可憐な花帆を穢けがしてしまう気がして距離を置くようになった。

　花帆は急に冷たい態度を取るようになった俺から次第に離れていき、一年振りに顔を合わせて家族のみんなと食事をした時には、俺に対してすでに他人行儀になっていた。それ以来、俺たちはずっと表面上の付き合いを続けてきた。

　注いでもらったビールを飲みながら、正面に座ってにこにこしている花帆の顔を眺める。

「相変わらず好きだな」

　食べるわけでもなく、化粧箱を広げて和菓子を見つめていた花帆は「ん？」と首を傾げた。

「なにが？」

「この時期だけは、飽きもせずにこればかり買っているだろう」

　花帆は大きくて愛くるしい目をさらに見開き驚いた。

「え！　どうして知ってるの？」

「長尾さんが言っていた」

　さらっと答えると、花帆は両手で顔を隠して「うわぁ……」と呻うめき声を出す。

「恥ずかしいなぁ」

　手をどけて露わになった肌はほんのり桜色に染まっていて、心から照れている様子だった。

「恥ずかしい？」

「だって、食べすぎじゃない？」

「食べたいなら食べればいいんじゃないか？」

「そ、そうだよね。でも、いつも食べているわけじゃないんだよ？」

　なにをそんなに必死になっているんだ？

　昔は手に取るように理解できた花帆の心情は、成熟した女性となった今ではまったく分からない。

「これもたぶん食べきれないから、杏汰と半分こするつもりなの」

　どうしてここで杏汰の名前が出てくるんだ。

　チリッと胸を焼くような痛みが走り、ビールを腹に流し込む。

　杏汰と花帆はとにかく仲がいい。俺とは婚約するまでろくに目も合わさなかったのに、杏汰とはふたりきりで食事に出かけたり、母屋のリビングで楽しそうに喋っている姿を幾度となく目にしている。

　だから、花帆の見合い話が浮上した時、両親はあたり前のように杏汰の名前をあげた。

　それに十歳も離れた俺より、一歳違いの杏汰を選ぶのは自然な流れだろう。

　でも、頭では理解できても心が納得してくれなくて、後先考えず、『できれば俺が見合いしたい』と口走っていた。

　お見合い相手に名乗りをあげただけだ。それだけなのに両親は意味深な笑みを浮かべていた。

「大丈夫？　疲れてる？」

　いつの間にか物思いに耽っていたらしく、眉尻を下げた顔に覗き込まれた。

「溜め息ついていたけど」

「ああ……いや、なんでもない。それより花帆はいつまでそれを眺めているんだ？」

　缶ビールはもう空になったというのに、花帆はテーブルに肘をついて和菓子を眺めるという体勢から変化していない。

「好きなんだよねぇ」

　俺の質問に、花帆は表情をやわらかくして答える。

「桜餅が？」

「桜餅は鉄板だよね。でもそれだけじゃないよ。全部好き」

　上生菓子は基本的に俺と父親がメインで考えている。自信作を好きと言ってもらえて、まるで俺自身を好きと言われたような錯覚を起こす。

　花帆が特に好む桜餅は、朝霧菓匠創立当初からある商品で祖父が考えたもの。一般的に関東風と呼ばれ、さっぱりとした生地に、上品で甘さ控えめの小豆こし餡が包まれている。

　それともうひとつ、俺が新たに商品化した関西風の道明寺桜餅。

　こっちはお米の食感が残るつぶつぶとした皮と、丸みを帯びたフォルムが可愛らしいので、若い世代の女性が好む見た目だと思い商品化に至った。

「粒さくらは、口の中でふわっと溶けるのがなんとも言えない」

　ふふふっと笑った花帆の頬っぺたは、粒さくらと同じくらいやわらかそうに見える。

　粒さくらは一口サイズの求ぎゅう肥ひだ。求肥とは和菓子の材料のひとつで、白玉粉または餅粉に砂糖や水飴を加えて練り上げたもの。

　粒さくらの求肥には桜の葉の塩漬けが入っており、これによって桜餅のような風味を醸し出している。そして特に重要視したのが口の中でとろけるような食感だ。

　花帆は、俺が目指したものを的確に言い当てている。

　花帆はとにかく勉強熱心で、和菓子に対して強い情熱を抱いている。だからこそ応援したいし、いつか一人前の職人として成功してほしい。

「こんな素敵な和菓子を作っちゃうなんて、仁は本当にすごいよ」

「……ありがとう」

　熱の入った口調から、花帆の想いが伝わってきて柄にもなく照れる。

　花帆が和菓子職人を志すようになったのは、間違いなく身近に朝霧菓匠の存在があったからだ。

　だから跡継ぎである俺との結婚も承諾したんだよな。俺に気があるわけないし。

　好きと言ってもらえるのは自分自身ではなく自分の作り上げた和菓子。

　分かっていたはずなのに、なんともいえない気持ちに包まれて、空になったビールの缶をぐしゃりと握りつぶした。




　十九時を迎えたリビングには両親と杏汰の姿があった。花帆はすぐにキッチンに向かい配膳の手伝いに取りかかる。

「この時間に杏汰がいるの珍しいな」

　美術大学に通う杏汰は夜遅くに帰ってくるのがほとんどだ。課題も多く、制作に時間を取られるし、友人たちとの付き合いもあるのだろう。

「花帆が早く帰ってこいっていうからさ」

　ソファに寝転びながら「ふあぁ」と欠伸あくびをして眠たそうに目をこする杏汰は、中身も外身も俺とは真逆のタイプ。

　パーマをかけ、金色に染めた髪は光が透過してキラキラしている。服装も最近の若者らしくお洒落で、人懐っこく天真爛漫な杏汰の雰囲気によく合っている。

「仕事帰りに和菓子を買ったはいいけど食べきれないから、一緒に食べようってさ。ほんと和菓子バカだよな」

　やっぱり花帆は、俺とではなく杏汰と食べたいのか。

　再び胸にチリッとした痛みを感じながら、作った本人は誘いづらいよな、と自分に言い聞かせる。

　五人掛け長方形のダイニングテーブルに足を向けると、料理はもうほとんど並んでいて手伝うまでもなさそうな状態だった。

　手前にふたり、奥にふたり、間の誕生日席となっている席は、誰がどこに座るという決まりはない。

「仁はビール飲むの？」

　手前の右側に座ってすぐに、料理を運んできた花帆に聞かれて「そうだな」と頷く。

「俺も」とソファから飛び起きた杏汰に続いて、「じゃあ父さんも」と、部屋の隅で新聞に目を落としていた父親が立ち上がった。杏汰は俺の正面に座り父親は誕生日席に腰を落とす。

　こうなると花帆がどこの席を選ぶか気になって落ち着かない。杏汰がいない場合が多いので、いつもは自然と夫婦である両親が並んで腰かけ、対面に俺と花帆が座るといった構図になるのだが。

　先に男性陣でビールをお酌し合う。お茶が入ったグラスを持ってきた花帆は、俺の隣にストンッと腰を下ろした。内心ホッとする。

　母親が杏汰の隣に座ってみんなの顔を見渡した後、パンッと音を鳴らして手を合わせた。

　それを合図に声を揃えて「いただきます」と言い、次いで「かんぱーい」と軽快にグラスをぶつけ合う。

　さっき杏汰に珍しいと言ったけれど、俺自身も和やかな家族団らんからはしばらく遠ざかっていた。

　こういうのもいいよな。

　仕事に熱中するあまり、人間らしい生活というのを忘れていた。

「花帆ちゃんが来てから食卓が賑やかになってうれしいわ。仁はいつも仕事でいなかったし、杏汰もいたりいなかったりだから」

　母親が顔をほころばせる。

「え？　そうなんですか？」

　花帆はキョトンとして俺を見た。

「花帆ちゃんがいるから、早く帰ってくるようになったのよね」

　意味ありげに含み笑いをする母親は、この状況を完全に楽しんでいる。

　他人事だと思って気楽なものだな……。

「もしかして気を使わせてる？」

　花帆が眉を八の字に下げる。

「気なんて使ってないよ」

「でも……」

「仁の行動は至って普通だよ。両親がいる家に、婚約者ひとり置いておけないでしょ」

　花帆の声を遮って杏汰はさらっと発言する。花帆は杏汰に目をやった後、『そうなの？』という眼差しを送ってきた。

「まあ、そうだな」

「そうそう。婚約者との時間を大切にする優しい男なんだって。ていうか、婚約者になったからってかしこまりすぎ」

「別にかしこまってないよ」

「ふーん？」

「なによ、その言い方」

　おどけた様子の杏汰に口を尖らす花帆。相変わらず仲がいい。

　軽口を叩き合うふたりの姿をこれでもかと目の前で見せつけられている間、ただ黙ってビールを飲んでいるしかなかった。




　それぞれが食事を終え、両親はすでにソファへ移動してテレビを見ている。

「あー、食った食った。ごちそうさま」

　さすが二十二歳。おかわりをして最後まで食べ続けていた杏汰がようやく箸を置いた。

「和菓子も、もう食べる？」

　花帆の問いかけに「うん」と杏汰は返事をする。

　まるで阿あ吽うんの呼吸だな。こういう姿を見せつけられると、俺より杏汰と結婚した方が花帆は幸せになれるんじゃないかという気持ちが拭いきれない。

　俺より先に杏汰が見合い話を聞いていたら、杏汰はなんと返事をしていたのだろう。

　俺が花帆と結婚する意思があると伝えた時、特に目立った動揺もなかったし、そもそも学生の俺が結婚とかありえないだろうって呆れていたけれど。

「あったかいお茶入れる？　さすがにビールとは合わないでしょ」

「そうだね」

　テーブルに置いた化粧箱を広げながら、杏汰が気のない返事をする。

　さて、俺はどうしたものか。

　このまま居座っていいのかと思案していると、目の前に湯呑みが置かれた。

「仁もよかったら」

「ありがとう」

　俺の分のお茶があるのだから、ここにいていいんだよな。

　入れてもらったばかりのお茶を、火傷しないように慎重にすすりながら一息ついた。

　箱の中を覗いた杏汰が首を傾げる。

「道明寺桜餅だけ食べたんだ？」

「そうなの」と言いながら、先ほどまで父親が座っていた場所に花帆が座る。

「じゃあこの桜餅は食べていい？」

　そう言いながら、杏汰はなぜか俺を見る。

「なんで俺に聞く？」

「え？　仁も食べるんじゃないの？」

　どうやら杏汰は初めから三人で食べるつもりでいたようだ。

「ふたりが食べきれなかったら食べるよ」

　餡であれ求肥であれ、滅多に味見しないといっても、長年和菓子に触れていた身としてはあえて食べたいとは思わない。新作発案中は嫌というほど食べなければいけないし。

「まあそうだよな。俺はたまにしかやらないからいいけど、仁はさすがに飽きるよな」

　のらりくらりしている杏汰だけれど、すでに就職先は決まっている。朝霧菓匠とも昔から関わりのある、大手企業のパッケージデザインなどを手がける会社だ。

　美術大学に通うだけあって手先も器用だしセンスもある。しかし残念ながら、本人が和菓子職人になるのを希望しなかった。

　繁忙期など、人手が不足している時に作業を手伝ったりしていたが、その度に自分には向いていないと言っていた。

「そもそも、食べきれないのにどうしてこんなに買うんだ？」

　純粋に不思議だった。俺の問いに、花帆は可愛らしく微笑む。

「だって、コロンとしたフォルムも、優しい色合いも、こうして寄り集まると可愛さが増すじゃない」

　俺に対して常に緊張感を持っているのに、たまにこうして、不意打ちで気の抜けた顔を見せる。

　頭を撫でたい衝動に駆られ、気を落ち着けるために湯呑みを手にした。

「写真撮ったんだよ」

　花帆はスマートフォンを見せてくる。最近は撮影した写真をＳＮＳに投稿するのが流行っているので、今回の春のお菓子も、とにかく若い女性が好きそうな和菓子というテーマを掲げた。

　おかげで朝霧菓匠の集客力も上がったし、花帆も気に入ったのなら頑張った甲斐があるというものだ。

「毎年同じ写真撮ってるじゃん」

　杏汰が呆れた声で言う。

　毎年桜餅を買う話は知っていたが、写真に収めているというのは初耳だ。

　まただ。俺の知らない花帆を杏汰は知っている。

　まだ二週間しか共に暮らしていないのに、こういうシーンは何度もあった。

　花帆は杏汰の小言を聞き流して和菓子に手を伸ばす。

「仁、本当にいらない？」

　いらない、というのが本音ではあるけれど、せっかくの厚意を無下にしたくないという気持ちもある。

「時間が経過して、味や食感がどれくらい変化しているかは気になるけど」

「じゃあひと口だけ食べる？」

　花帆は細い指で摘んでいた零れ桜を、ずいっと俺の前に突き出した。

　えっ。これを食べろと？

　半信半疑でチラリと花帆の横顔をうかがう。

「これじゃない方がいい？」

　花帆がかまわないというなら俺は気にしないけれど。

「それでいい」

　華奢な手首を掴んで口元に引き寄せ、半分ほど噛みちぎった。自分から俺に食べさせてきたというのに、花帆は分かりやすく硬直した。

　……引かれただろうか。やめておけばよかった。せっかく和やかな雰囲気になっていたのに。

　杏汰は俺たちのやり取りに目もくれず、ズズッと音を立ててお茶をすすっていた。




　のんびりと過ごしていたら、離れに戻った頃には二十一時を回っていた。

「お風呂、仁が先に入ってね」

　花帆はいつも俺の後に入りたがる。自分が入った後の風呂に俺が浸かるのが嫌らしい。

「昔は一緒に入っていたくらいなのに、なにを言ってるんだ」

「もうっ。そういうのも恥ずかしいの！」

　子供のように拗ねる姿が愛らしいなと密かに思いながら、要望を受け入れて先に入る。

　入れ替わりで花帆が風呂に入り、寝る前の身支度を整えたらようやくふたりきりの時間だ。

　ゆっくりしたいところだが、俺たちの仕事は朝の七時から。なるべく早く休ませてあげたい。

「とりあえず部屋に行くか」

　何度も欠伸をしている姿を横目に寝室に向かう。花帆はしずしずとついてきた。

　寝室にはクイーンベッドとサイドテーブルしか置いていない。元はダブルベッドを使用していたのだが、花帆が来る前に買い替えた。

　クイーンサイズだとどうしても密着度が高くなるが、部屋の広さに対してキングサイズはあまりに大きい。シングルベッドをふたつ並べる選択もあったけれど、母親が『そんなの寂しいじゃない！』といって、猛反対し、それに押される形でクイーンサイズを購入した。

　もし花帆から文句を言われたらその時に考えよう。そう思っていたけれど、今の状況からすれば、あながち悪い選択じゃなかったのかもと心変わりしている自分がいた。

　シングルベッドふたつにしていたら、花帆との間には心理的にもっと距離ができ、同じベッドで眠る日など一生訪れなかったかもしれない。

　あまりに殺風景なので、花帆は引っ越してすぐに観葉植物をテーブルの上に飾った。それだけで景色が華やかになり、加えて花帆のシャンプーやコンディショナーの香りが部屋に漂って心地いい。

「仕事、少しは慣れたか？」

　寝転びながら、なんとなく声のトーンを落として会話をする。

「ちょっとはね。阿久津さんいい人だし、萌が一緒だから心強いかな」

　体力面もそうだが、精神面をやられて辞めていく人間は多い。

　気持ちにまだゆとりがあるならよかった。

「でも……働かせてもらえてうれしいけど、茶屋に行けないのは寂しいかな」

　遊茶屋をオープンさせてから、花帆は最低でも月に一度、多い時は週に一度のペースで来店していた。

　就職してからは時間の都合がつきにくいのだろう。

「工房で働いていれば、和菓子を作っているところなんていくらでも見られるだろう。もう行く必要はないんじゃないのか？」

「うーん……そういうことじゃないんだよなぁ」

　歯切れが悪くなった花帆の表情をうかがおうと、横向きになって片肘をついた。花帆はチラリと俺を見て、布団に顔を隠そうとする。すかさず布団を下へ引っ張り阻止した。

「和菓子じゃなくて抹茶が目当て？」

「それもそうだけど」

　やけにもったいぶる。余計に気になるじゃないか。

　いつまでも口を割らないので、返事をもらうのを諦めて上体を起こし、部屋の照明を落としてアッパーライトだけにした。やわらかなオレンジ色の明かりが部屋のあちこちに影を作る。

「仁が」

　不意に発せられた声に「ん？」と花帆を振り向く。

「仁が和菓子を作るところを見られないのが、寂しいというか、残念だなって」

　花帆の言う通り、茶屋で顔を突き合わさなくなってから、作業している姿は見られていないかもしれない。

　仕事中、俺と花帆の持ち場は離れているし、そもそも作業内容が違う。数年して和菓子作りの練習を始めたとしても、彼女の指導係は俺ではないのはたしかだ。

　だからといって。

「それは残念がるようなことなのか？」

　花帆は急に真剣な眼差しになる。

「仁が和菓子を作っている姿、好きだから」

　ドクッと心臓が激しく跳ねた。

　うわ、ちょっと待ってくれ。不意打ちでこれは……。

　俺を動揺させた本人は、言うだけ言って布団に潜り込む。

　衝動を抑えきれなくて、気がついたら花帆の身体を後ろから抱きしめていた。

「えぇ!?」と素っ頓狂な声を花帆にあげられて、腕に込める力が強くなる。

「褒められていると受け取ればいい？」

　耳に息がかかるくらいの距離で囁ささやくと、「そうだよっ」と焦った声が飛んできた。

　これくらいでこんなに心を揺さぶられる。会社の人間や顧客に称賛されても心は動かないのに、純真な彼女の言葉だからこそこんなにも突き刺さるのか。

　花帆を守りたい。俺の手で。

　自分のものとは思えないほどの、激しい愛おしさが込み上げてくるのが分かった。

　花帆は今、どんな顔をしているのだろう。

　花帆はされるがまま、俺の腕のなかで身を小さくしている。

　子供の頃と比べて、あたり前だが大きくなった。だけど、たやすく押し潰してしまえるほど女性の身体は細くてやわらかい。

　なんて抱き心地がいいのだろう。

　安心感。十歳も下の花帆がそれを与えてくれる。幼い頃から彼女の人となりを知っているからだろうか。

　互いに手探り状態だけれど、少しずつでいい。花帆に近づきたい。

　これが結婚する、家族になるってことなんだろうか。

　そう考えたところで、ふと、記憶の片隅に追いやっていた〝あの人〟の姿がはっきりと脳裏に現れた。

　泣き腫らした瞳、崩れていく姿――。

　すがるように、花帆のうなじに顔を寄せる。

　このまま寝てもいいだろうか。嫌なら嫌と言うよな？

　自問自答して、艶つややかな髪から香る甘い匂いと、肌から伝わる温もりを感じながら、過去を振り払うように目を閉じた。










好きに変わる




　この前のあれはいったいなんだったのだろう。

　仁は私を抱きしめたまま離そうとはせず、私も嫌じゃなかったから抵抗しなかった。

　そして気づいたら朝になっていた。どちらが先に眠りについたのかも分からない。

　思い出すと足をバタつかせたくなるほど恥ずかしい。

　朝起きたら私は仁のお腹にぴったりとくっついて、あろうことか背中に腕まで回していたのだ。

　今まで一度だって自分から仁に触れたりしなかったのに。

　先に目を覚ましたのが私だったからよかったけれど、仁だったら……。

　羞恥心が込み上げて叫びたくなる。

　あの一件から数日。仁から再び触れてくることもなければ、私が無意識下でふしだらな行動をとることもなかった。当たり障りのない日常を送っている。

　だけど正直なところ、仁の温もりと感触があまりにも心地よかったので、物足りなさを感じている。

　だからこそ、前々から確かめなければと思っていたことを、今こそはっきりさせる必要がある。

　仁はどうして結婚しようって言ったんだろう。

　本当はすぐにでも明らかにさせなければならなかったのに、ズルズルとここまで来てしまった。

　仁の態度を見る限り嫌われてはいないはずだけれど、好かれている自信もない。

　私の両親は仲がよく、いつまで経っても、こっちが恥ずかしくなるくらいの相思相愛っぷりだった。そんな彼らを見ていたから、私もいつしか、こんなふうに心から愛し、愛され、支え合える夫婦になりたいと憧れを抱いていた。

　はからずも仁と婚約したけれど、少なくとも今の私は、仁の奥さんとして朝霧菓匠を背負う仁を支えたいと思っている。そのためにも苦手な料理や家事にどんどん挑戦していきたい。

　お見合いの席から、仁の心情を私なりに推測してみた。

　仁は体裁上の妻、つまり結婚しているという事実を、朝霧菓匠の跡取りとして必要としていたのではないだろうか。だとすれば、都合よくお見合い話が上がってきた私と結婚を決めた、というひとつの答えに辿り着く。そういうわけで、周囲には仲のいい夫婦だと認識させておき、実際は幼馴染の関係のまま。干渉せず、過度のスキンシップは避け、いわゆる仮面夫婦の形を私に求めているのかもしれない。

　でも、昨日の様子はそんなふうに見えなかった。もしかして私と同じように、本当の夫婦になりたいと思っているのかな。それともあれは気の迷いが起こした出来事なのかな。

　でも〝あの〟仁だしなぁ……。

　仁との関わりが絶たれてからも、私は事あるごとに杏汰から彼の情報を聞き出していた。

　そこで得た中で今でも私を悩ませているものがある。それは、仁が一生ひとりでもかまわないと公言していたという事実。

　あからさまに仁に避けられているのは分かっていて、杏汰に『仁に嫌われているかもしれない』と相談した。そしたら、『仁は女嫌いだから』と説明された経緯がある。

　聞かされた時は、私だけを拒否しているわけではないのだと安堵した。でもそれと同時に、ショックを受けた。それがなぜなのか分からないけれど、きっと、責任感の強い仁にも寄りかかれる存在があればいいのに、と心配する気持ちの表れだと思う。

　やっぱり一度、きちんと話し合った方がいいよね。どういうつもりで私とのお見合い話を受けたのか、今後どういう夫婦関係を望んでいるのか。

　仁は私の婚約者である前に、朝霧菓匠の跡取りだ。間違っても、私が彼の邪魔になるようなことはあってはならない。

　聞くなら次の休みである月曜日がいい。

　もし仁が普通の夫婦関係を望んでいなかったとしても、私は朝霧の人間として、仁と朝霧菓匠を支えたい。




　五連勤を終え、迎えた月曜の朝。私たちは揃って泥のように眠り、いつもよりかなり遅めの時間に起床した。

　急いで化粧をしようと洗面台の鏡と睨めっこをする。

　平日は仕事があるからベースメイクしかしていない。だからこそ休日は完璧にしたい。

　ドレッサーはないので化粧をする時はいつもここ。やりづらいけれど、あのシンプルな寝室に大きな私物を設置するのは気が引けた。

　今日は、どうして私と結婚すると決断したのか問いただすつもりだ。面と向かって話をするのだから、自分を勇気づけるためにもやはりきちんとしておきたい。

　気合いを入れて鏡に映る幼い顔と対峙していると、不意に鏡の中に端整な顔が映り込んだ。驚いて振り返る。

「ごめん、ここ使う？」

　仁は訝しげな表情だ。

「後でかまわないけど……花帆はいつもそこで化粧をしているのか？」

「そうだけど」

　今さら？

　工房に出勤する日は、化粧下地を塗って、眉毛を描くくらいだから数分とかからない。だからこれまで一度も、私が化粧している姿を見かけなかったのかもしれない。

「ドレッサーは使わないのか？」

「実家にはあるよ」

　二年以上留守にするとはいっても、また両親が戻ってくる実家はそのまま残している。定期的に掃除する人を頼んでいるそうだ。だから私の物もいろいろ置きっぱなしにしてある。

「どうしてこっちに運び込まない？」

「邪魔になるかなって」

　そう言うと、仁はなにやら考え込む。

　なにが言いたいのかな。というか。

「まだ化粧の途中なの。中途半端な顔を見られるのが一番気まずいなぁ……なんて」

　あはは、と苦笑いをこぼした。

　私の顔になんて微塵も興味がないのは分かっているけれど、こちらとしてはできれば晒したくない。

　それなのに仁は、私の顔をまじまじと見て言う。

「花帆はいつだって可愛いよ」

　一瞬、凍りつく。まさか仁の口からそんな言葉が飛び出すなんて。

　え？　どういう意図？

　わけが分からない。お世辞だろうか。

　いつもの生真面目な態度で言われては、『嘘ばっかり～』みたいな軽い返しができない。

「悪い、邪魔したな」

　何事もなかったかのように仁がリビングへ戻っていっても、頭は混乱し、心臓が激しく脈打っているせいで化粧が上手くできなかった。

　のんびりと支度する仁を尻目に母屋へと急ぐ。休みの日くらい洗濯を手伝いたかったのに、洗面所にある大きなドラム式洗濯乾燥機はすでにぐるぐると回っていた。

「すみません弥生さん。ほんと役立たずで……」

　慌ててリビングに駆け込むと、ソファに座る弥生さんの向かいに、ネイビースーツに身を包んだ男性が座っていた。

　初めて見る顔だ。どうやら来客中だったらしい。

「あら、花帆ちゃんおはよう」

「すみません。お客様がいると思わなくて……」

　予想外の展開に急いで髪を撫でつけ、ささっと身だしなみを整える。そんな私の様子もおかまいなしに、弥生さんが朗らかに私を手招きする。

「花帆ちゃん、こちら遼りょう平へいくん。仁の大学時代の同級生なの」

　ソファに座る男性は、そう紹介されるとにこやかに笑った。

　仁の友人に会うのはこれが初めてだ。

「初めまして。きみが仁の婚約者なのかな」

「はい、あの、香月花帆と申します」

「花帆ちゃんの分のコーヒーを入れてくるから、ちょっと待っていてね」

「あ、弥生さんそんな」

　引き止める前に弥生さんはキッチンへと入っていった。

　男性は戸惑う私を見て一層目尻の皺を深くした。

「座らないの？」

「……失礼します」

　先ほどまで弥生さんが座っていた場所に腰を下ろす。

「改めて自己紹介させてもらおうかな」

　男性はスーツのポケットから取り出した名刺をすっと私に差し出した。

「ありがとうございます」

　受け取った名刺には、『長は谷せ川がわ遼平』という名前の上に『フローリデホテル経営企画室　室長』と書かれている。

　フローリデホテルは、ラグジュアリーホテルとして全国に名が知られている。

　これって、結構上の立場の人なのでは。

　ギョッとしながらも身なりのいい長谷川さんを見つめる。

　かなりカッコいい。

　切れ長の奥二重の瞳が綺麗で妙な色気がある。すらっとした体型はモデルみたいで、仁と同じくらいの身長があるんじゃないかな。

「今日は仁に用事があっていらしたんですか？」

「そうだよ。あと、仁の可愛い婚約者を見てみたかったんだ」

　ナチュラルに、サラッと「可愛い」発言をしたところを見ると、それなりに女性慣れしていそうだ。

　けれど私はそんな言葉をもらい慣れていない。どう返していいのか困惑し、咄嗟に目を伏せる。

　今の私、真っ赤になっているんだろうな……。

　恥ずかしい気持ちに押し潰されそうになっていると、長谷川さんがふっと笑ったのが分かった。

「花帆ちゃんは、やっぱり可愛いなぁ。仁のお気に入りだけある」

「え？」

　長谷川さんの言葉に耳を疑う。

　驚いて長谷川さんを見てみれば、彼は変わらずにっこりと微笑んでいる。

「仁のお気に入りなんて、それはないと思いますけど……」

　まさに今日、仁の気持ちを確かめようとしているのだ。そんなふうに思えるわけがない。

　自分の口から想像以上に自信なさげな声が出て、ますます気持ちがしぼんでいく。そんな私をジッと見つめてから、長谷川さんは思わぬ告白をした。

「本当は一度だけ、仁と花帆ちゃんが一緒にいるところを見たことがあるんだ」

「え！　いつの話ですか？」

「うーん……去年の年末くらいだったかな？」

　長谷川さんはコーヒーカップを片手に考え込む。

　去年の冬はすでに仁と婚約関係にある。

「いつだろう、たぶんクリスマスの周辺だったと思うんだけど……フローリデホテルの近くを通らなかった？」

　そういえば。去年は、『婚約して初めてのクリスマスなんだから、ふたりで出かけてきたら？』と、例によって母親ふたりの勢いに押される形で、仁とふたり、ディナーに出かけたことがあった。その時のお店が、フローリデホテルの近くだった気がする。

　あの時も、仁の気持ちを確かめなくちゃと思っていたけれど、結局は言い出せなかったんだよね。

　ぼんやりと考え込む私に、長谷川さんは続けて言う。

「花帆ちゃんと一緒にいる仁、同級生の誰にも見せない優しい顔をしていた。特に仲よくしている俺ですら見たことない表情だったよ。その時はあの女の子が花帆ちゃんだって知らなかったけど、ああ、あの子は仁にとって特別なんだって思ったな」

　それ、本当に私？

　首を傾げたくなる。たしかに仁は優しいし面倒見がいい。けれど私が特別というのは違うはずだ。

「あいつはなにをやらせても完璧な優等生だったけど、人間関係はそうでもなかった。どこか他人とは線を引いている印象をみんな受けていたんじゃないかな。俺だって、こうやって今も付き合いはあるけど、どこかでそれを感じるんだよ」

　長谷川さんの瞳に悲しげな色が浮かんで見えた。

　それは私も同じだ。昔は違ったかもしれないけれど、今の私は長谷川さん同様に壁を作られている。

　そう伝えようと口を開きかけたところで、リビングの扉が開いて仁が入ってきた。私たちに目を留めて眉をひそめる。

「よっ。邪魔してるよ～」

　長谷川さんは右手を軽く上げて愉快そうに笑ったが、仁は深い溜め息をついた。

「なにをしているんだよ」

「なにって、可愛い花帆ちゃんとお喋り」

「花帆にちょっかいをだすな」

　仁がここまで不機嫌さを隠そうとしないのは珍しい。

「少しくらいいいじゃん。余裕のない男は嫌われるよ」

「おまえよりはマシだ」

「言うよねぇ～」

　長谷川さんはおかしそうにケラケラと声を立てる。

　この僅かなやり取りからでも、ふたりが気心の知れた間柄なのだと伝わってきた。

　それにしても、なんて華やかな友人関係なのだろう。老舗和菓子屋の跡取り息子と、一流ラグジュアリーホテルの経営企画室の室長だなんて。

「来るなら連絡くらいしろよ」

　仁は言いながら私の隣に座った。ちょうど弥生さんがコーヒーを持ってきたのだが、仁に気づいて苦笑いをこぼす。

「次は仁のコーヒーを入れなくちゃね」

　私はすかさず立ち上がる。

「私が入れます。弥生さんは休んでいてください」

「花帆ちゃんはそこにいて～」

　弥生さんはくるっと回れ右をして戻っていく。そういうわけにはいかないと、後を追いかけようとしたところで、仁が私の手をくいっと引いた。

「気にしなくていい」

　そう言われても気が引ける。それに、せっかく旧友が訪ねてきたというのに、関係のない私がここにいたら邪魔になる。

「仁もこう言っているし、花帆ちゃんにもかかわりのある話だからここにいたらどうかな？」

「かかわりのある話、ですか？」

「選定会の進捗状況を確認しに来たのか」

　仁がすっと表情を引きしめた。

「そうそう。というのは口実で、花帆ちゃんにご挨拶をね」

　口角を上げてニヤリとした長谷川さんを、仁が目を細めて睨みつける。

「おまえが挨拶をする必要はないだろう」

「冷たいなぁ」

「おまえは本当に口から生まれたような男だな」

「仁はもうちょっと愛想よくなった方がいいよ。俺みたいに」

「遠慮しておく」

　言い合いながらも楽しそうだ。

　仁って友達の前ではよく喋るんだなぁ。

「選定会で出す茶菓子の開発は問題なく進んでいる」

　仁が仕事モードで会話を始めると、長谷川さんも顔つきを変えて前のめりになった。

「頼むよ。俺のデビュー戦でもあるんだから」

　弥生さんが仁の分のコーヒーを運んでくると、ふたりは本格的に仕事の話を始めた。聞けば、長谷川さんはつい最近まで別の企業で武者修行をしていて、この春、父親が経営するフローリデホテルの経営企画室に、満を持して配属になったそうだ。

　フローリデホテルで新しく茶室をテナントとして入れることになっていて、そこで扱うお菓子の選定会が近づいているらしい。

　阿久津さん経由で小耳に挟んでいたけれど、詳しい内容を聞かされたのは今日が初めて。

　味の質を守るため、手広く商売はしないようにしている朝霧菓匠にしては珍しいと思っていたけれど、そっか、長谷川さんが関係しているからなのね。

　ここ最近の仁は、これといって遅くまで残業はしていないみたいだし、言葉の通り、準備は順調に進んでいるのだろう。

　朝霧菓匠が選ばれるといいな。そうしたら朝霧のお菓子が多くの人々の手に渡り、これまで以上にその美味しさや見た目の美しさを知ってもらえる。

　私がひとり、そんな未来を想像してニヤけていると、コーヒーを飲み終えた長谷川さんがカップをテーブルに置く。

「じゃあそろそろ行くわ。仕事抜けてきたんだよね」

「真面目に仕事しろよ」

「仁の大事な子、見られてよかったよ」

　第三者から大事な子と言われてなんとも言えない感情が胸の中で渦を巻く。

　普通であれば気持ちがないのに婚約などしないだろうし、当人同士の想いは通じ合っているものだ。けれど私たちの関係はとても脆く、こうしてからかわれると、仁に対して申し訳なさを強く感じる。

　仁は小さく息をつく。

「満足か？」

　長谷川さんは問いかけに返事はせず、くるっと私に向き直るとポケットから万年筆を抜き取る。

「花帆ちゃん、名刺に書いてある電話番号は仕事用だから、プライベートの番号を書かせてもらっていい？」

「え？」

「気が向いたら連絡してよ」

　これはどうすれば。

　硬直する私の手の中にある名刺を仁が横から素早く奪う。

「油断も隙もないな」

　眉間にぐっと皺を寄せて長谷川さんに名刺を突き返した。

「ただのジョークなのに」

「趣味の悪いジョークだな」

「お堅い仁にはこのセンスが伝わらないかぁ」

「いいから早く仕事に戻ったらどうだ」

「はいはい、そうだね」

　長谷川さんは軽口を叩きながら立ち上がる。

「じゃあね、花帆ちゃん。また会おうね」

「表まで送っていく」

　スタスタと先に廊下に向かう仁を追いかけながら、長谷川さんはチラッと振り返って手をひらひらと振る。頭を下げて再び顔を戻した時には、ふたりはもう出て行った後だった。

　台風みたいな人だった。

　緊張を解いてソファの背にもたれかかる。残ったコーヒーで一服していると、今しがた長谷川さんが座っていた場所に、万年筆が落ちているのを目にして飛び上がる。

「忘れもの！」

　万年筆を引っつかみリビングを出てふたりの姿を捜す。長い廊下の先にある曲がり角の向こうから人の声が聞こえた。

　よかった、まだいる。

　そのまま追いかけていこうとしたところで、ふたりがなにやら話し込んでいるのに気づく。一度足を止めて、そろりと歩み寄った。

　……また仕事の話をしているのかな。

　ふたりの声音はどこか真剣だ。

「いろいろと事情があるんだよ。杏汰が結婚相手だったらかわいそうだろう」

　聞こえた会話にびくりと心臓が跳ねた。

　これって私の話だよね。

　盗み聞きはよくない。でも今話しかける勇気はないし、引き返すのも……。

「杏汰はのらりくらりとしているだろう。マイペースで真面目とは言いがたい」

　ダメだと分かっていても話の続きが気になる。

「内定が決まっているとはいえまだ学生だし、社会人になると生活環境は大きく変わる。そんな杏汰との結婚話は花帆が不安になるだろうし、俺から名乗りをあげた」

　そうだったんだ。たしかに想い合っている同士ならまだしも、お見合いで学生結婚は無理がある。それになにより杏汰には彼女がいるし。

　私の不安材料をなくして、杏汰の気持ちを大切にした結果。仁らしい優しい判断だ。

　仁のその考えはストンッと胸に落ちて納まった。

「花帆ちゃんと杏汰くんのためにというのは分かった。じゃあ仁の気持ちは？　これまでも馴染みのある会社の孫娘とか、そういった相手からの縁談が舞い込んでいただろう。それを蹴って、花帆ちゃんを選んだ理由は？」

　縁談。聞き慣れないワードに、改めて仁は老舗和菓子屋の跡取りなのだと実感する。

　それにしても長谷川さん、聞きづらい部分にもおかまいなしに切り込んでいく。

　たくさんの感情が入り混じる胸に手を置いた。さっきから心臓がすごい音を立てている。

「花帆ならいいと思ったんだ」

「どうして？」

「付き合いも長いし、信頼しているから」

　信頼、か。やっぱりそうだよね。女の人が苦手だと言っているのに、私だけ特別なわけがない。

「でも強制じゃないから、誰とも結婚しないという方法もある」

「まあそうだな。でも、これでも跡継ぎだから。俺の代だけじゃなく、次のことも考えないといけない」

　一瞬、頭が真っ白になった。

　次って、子供について言ってる……？

　まだ式を挙げる場所も日取りも具体的に決まっていないし、私は名ばかりの婚約者だから、それについて深く考えてはいなかった。

「それって、子供ってこと？」

　私の気持ちを代弁するかのように、長谷川さんが仁に問いかける。しかし、その先は、私も予想しない言葉で。

「妹みたいに見ている花帆ちゃんと、そういう行為ができるのか？」

　長谷川さんはきわどい質問を投げかける。仁は即答した。

「問題ない」

　うれしさよりも悲しさが勝った。仁は好きでもない相手とできるんだ。

　だから少しずつ慣れていこうと、この前私を抱きしめたんだと解釈すればいい？

　仁は昔から、私に興味なんて持っていないんだよね。

「問題ないっておまえ……」

　現実を突きつけられて胸が苦しくなる。ふたりに気づかれないように忍び足で引き返し、万年筆は落ちていた場所にそっと戻しておいた。
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　仁の本心が聞けたらなにかが変わると思っていただけに溜め息がこぼれてしまう。

　仁は、結婚によって朝霧家を安心させるため。私は、日本に残り、朝霧菓匠で和菓子職人になるという夢を叶えるため。きっとそういうふうに、同じ目的を持った同志と思っているに違いない。

　私への気持ちはないのだし、仁は優しいから婚約破棄を願い出たら簡単に「いいよ」と言いそうだ。

　駅の改札口から流れ出てくる人の波を眺めながら項うな垂だれた。

　杏汰から相談があると言われて、今日は外で一緒に食事をすることになっている。

　仁に話したら『それなら俺は残業して帰る』と言われた。

　食事の相手が自分の弟だからといっても、少しはヤキモチを焼いてほしかったな。

　そんな不満を抱きながら突っ立っていたせいか、目の前まで歩いてきた杏汰に、開口一番「顔ヤバいんですけど」とドン引きされた。

　落ち着いた場所で話がしたいからと、昔から馴染みのある、パスタが美味しい地元の洋食屋に場所を移した。

　窓際の席に通されて注文を済ませると、すぐに杏汰が口を開く。

「それで？　般はん若にゃみたいな顔をしていた理由はまた仁なの？」

「般若って酷くない？」

「今度から外で考えごとする時は、鏡を見ながらにした方がいいよ」

「……私の話は後でいいよ。お察しの通り仁が原因だし。今日は杏汰の話をするんでしょ？　相談ってなに？」

　私が本当に般若のような顔をしていたのか分からないけれど、杏汰の顔もそれなりに険しい。

「彼女と別れた」

「え!?」

「二股かけられていた」

「ひどっ！」

「一応俺が本命だったらしいけど」

「えー……」

　杏汰の彼女には会ったことがないけれど、写真を見る限りかなり可愛くてアイドルみたいな子だった。

「許してほしいって泣きつかれたんだけど、どう思う？　仁に二股されたら許す？」

「仁は不誠実な真似は絶対にしないし、もしもの話でも想像できない」

　真面目に答えると、杏汰は「はいはい、そうですかー」と投げやりに言葉を放った。

　だって本当にそう思うんだもん。

「でもそうやって聞くくらいだから、杏汰にとって彼女の存在は、とても大切なんだよね？」

　私が尋ねると、杏汰は「うーん」と低く唸る。

「許せない、顔も見たくないってわけではないなら、今すぐに決断をせずに様子をみてもいいんじゃない？」

　押し黙ったままの杏汰の顔を見つめる。

　今の彼女と付き合って二年くらいだったはず。情が移っているだろうし、そう簡単に割り切れるものではないのかもしれない。

「二股の期間はどれくらいだったのかな？」

「ここ一ヶ月くらいの話らしい。本当かどうか知らないけど」

　口振りからして、もう彼女を信じられなくなっている気がした。

「私は杏汰に苦しんでほしくないよ」

「……うん。もうちょっと考えてみる」

「ひとりでいるのがキツくなったらいつでも呼んで。話し相手くらいにはなるからさ」

「ありがとう。さ、ご飯が冷める前に食べよう」

　それからはしばしお喋りを中断して、運ばれてきたカルボナーラが伸びる前に口にせっせと運ぶ。

　さっきはああ言ったけれど、もし本当に仁が浮気をしたら私は許してしまうんじゃないかな。

　仁は私に気持ちがない。となると、浮気相手が本当に好きな人でしょ。私は邪魔者だ。

「また怖い顔してる」

　杏汰に指摘されて、パスタが喉にグッと詰まった。

「仁となにかあった？」

「実はね……」

　この前、仁と長谷川さんの会話を盗み聞きした内容を、包み隠さず話した。

「なるほどねぇ。それで花帆はショックを受けたわけだ」

「だって、愛がなくてもそういう行為ができるんだよ。そんなの虚しいじゃない」

「愛があればいいわけ？　仁に好きだと言われたら受け入れるの？」

　すぐに返事ができなかった。

　受け入れるのかな。自分の気持ちが分からない。

「そんなに落ち込むってことは、花帆は結局仁が好きなんだよ」

「私は……仁が作るお菓子が好きなだけ」

「本当にそうだったらそんなに落ち込まないって。ずっと昔から、花帆は仁が好きなんだよ」

「そうなの……？」

　杏汰は呆れた顔をする。

「自分の気持ちに鈍感すぎるだろ」

　仁は私の憧れ。この気持ちに好きという名前をつけるのなら、私はもう何年も仁を好きだったことになる。

「好きってなに？」

　この歳になっても、みんながあたり前のように芽生えさせる感情を共有できずにいた。

「友達や家族に対する愛情の延長線上にあるものだろうけど……。明らかに違うのは、その人に触れてキスをしたり、それ以上の行為をしたいって思うことじゃない？　そう思ったら、それは好きなんだよ」

　仁と私がキスを……。

　ぶわっと羞恥心が膨れ上がった。想像するだけで恥ずかしい。

「仁とキスできるでしょ。むしろしたいんじゃない？」

「へっ、変なこと言わないでよ！」

「照れまくりじゃん」

　杏汰はからかうわけではなく諭すように言う。

　そうか、これが好きという感情なのか。

　自分の心に確認するように、自問自答を何度も繰り返す。そうしているうちに仁への長年の想いがどんどん色づいて、とても大切なものだと自覚した。

　初恋すら訪れない私は、なにかが欠落しているのではないかと悩んだ時期もあった。

　なんだ。あんな小さな頃から人を好きになれていたんじゃない。

「それに、仁も花帆が好きだと思う」

　杏汰の言葉を即座に否定する。

「好きなわけないよ」

「どうして？」

「じゃあ逆に聞くけど、仁が私を好きになる要素がどこにあるっていうのよ」

　杏汰は虚こ空くうを仰いでしばしの間無言になった。

「ほら、ないでしょ」

「いやいや、そうでもない」

　飄ひょう々ひょうとした態度で言うけれど、フォローのひとつ出てこないところからして説得力がない。

「花帆は大事にされてるよ」

「それは分かるよ。でも妹としてでしょ」

「本気で妹と思っていたら結婚なんてしないって」

「そ、そうかな」

　仁に最も近い関係の杏汰に言われると、まんざらでもないというか。

　ちょっとだけ自信を取り戻せた気がする。

「兄弟だしあんま野や暮ぼなことは聞きたくないんだけど、なにもないわけ？　毎晩同じベッドで寝て」

「ぎゅってされた」

「ハグ的な？」

「うん」

「それだけ？」

「うん」

「ふーん……」

　微妙な空気が流れた。

「やっぱりダメ？　脈ナシ？」

「いやあ、どうだろう。でも健全な三十代男性とは言えないな。俺だったらいずれ結婚する相手なんだから、愛を深めるためにもスキンシップは重要視する」

「だよねぇ」

　やっぱり私が妹のような存在で、そういう気が起きないのかな。

　そんな状態でどうやって子供を作るつもりでいるのだろう。

「まあ、焦るな。花帆だって今さっき気づいたばかりで、お互いさまだろ」

「そうだよね」

　まずは自分の気持ちを整理して、仁との関係を今後どうしていくのかが先だ。子供云々についてはおいおい考えていこう。

「結局いつも通り、私が話を聞いてもらっちゃったね」

「そうでもないよ。花帆に話せて少し気持ちが落ち着いたから」

「そう？　あんまり無理しないでね」

　仁とタイプは違うけれど、杏汰もかなりのイケメンだ。望めばすぐに違う女の子と付き合えるだろうし、彼女の後釜を狙っている子だって絶対にいるはず。

　それでも杏汰は今の彼女がいいんだろうな。恋愛って難しい。

　恋愛経験がまったくない私が語るのもなんだけど。

　帰ったら仁とお喋りする時間はあるのかなぁと考えながら家路についたけれど、その日は待てど暮らせど仁は帰ってこなかった。




　一晩水に浸けた大量の小豆を洗いながら、離れた場所で作業をする仁を見つめた。

　近いようで遠い。仁と私の心の距離はまさにこんな感じだ。

「朝霧さんがどうかした？」

　作業の様子を見にきた阿久津さんが、私の視線を辿って仁に目を向ける。

「なんでもないです」

　ただ、昨日は何時に帰ってきたのかなって思っているだけです、と心の中で返事をする。

　目が覚めても仁の姿はなかった。布団や枕の位置がズレていたから、そこで仁が寝ていたのは間違いないのだけれど、離れにも母屋にも姿はなく、社長や弥生さんに聞いても、いつ帰ってきていつ家を出たのか分からないと言われた。

　阿久津さんは私と仁を交互に眺めて不思議そうな顔をした後、「そういえば」と目の色を変えて声を弾ませる。

「朝霧さん、新作を考えているみたいだよ。昨日も遅くまで作業していたし」

「そうなんですか」

　知らなかった。仁もそういう話はしていなかったし。

　フローリデホテルの選定会は今日が中間審査だと聞いている。あっちは一段落しただろうし、また違うものなのかな。

「怖いくらい真剣な顔で作業していて、それがまたかっこよかったなぁ」

　自分の知らない仁の情報を、阿久津さんから聞かされただけで心がモヤッとする。

　仁を意識しはじめた途端こんな独占欲を抱くなんて。困ったな……。

「そういえば昨日チラッと見ちゃったんだけど」

「なにをですか？」

「香月さんと男の子がご飯を食べているところ」

「えっ。見たんですか」

　窓際の席に座ったからといって、そう簡単に知り合いが目撃できるものではない。偶然ってすごいな。

「彼氏？」

「違いますよ。朝霧家次男の杏汰さんです」

　阿久津さんは目を丸くした。

「あれって杏汰さんだったの？　久しぶりに見たからか全然分からなかった」

　杏汰は繁忙期に朝霧菓匠の手伝いをしているので、阿久津さんも顔は知っているようだ。

「気分で髪型とかすぐに変えちゃう人なので、雰囲気が前とは違うからじゃないですか」

「そうかも。イケメンだなとは思ったけど、そっか、杏汰さんか」

　同性の目にも朝霧兄弟はイケメンに映るらしい。

　まるで自分について言われたように鼻高々な気分になる。

「幼馴染だし、やっぱり仲がいいんだね」

「そうですね。歳も近いし、兄妹のような感じです」

「あれ？　じゃあ朝霧さんとは？」

「それなりに……でも、歳が離れていますから」

　職場では仁とほとんど会話をしていない。プライベートでは花帆、仁、と呼び合っているのもみんなは知らないはずだ。

　私たちが婚約関係にあるなんて、誰も想像すらしないだろう。それはそれで助かってはいるのだけれど、少し寂しい部分もある。

　あのかっこよくて素敵な人が未来の旦那さまなのだと、たまに自慢したくなる。

　そんなふうに思って、私はとっくに仁と結婚するつもり満々だったんだな、と自分で自分がおかしくなった。

　お見合いの席では、どう婚約解消しようかと考えていたというのに……。

「いいなぁ。俺も朝霧さんと幼馴染だったら、どれほどよかったか」

　阿久津さんは、恋する乙女のようなうっとりした目で仁を見ている。素直な性格が羨ましい。

　杏汰に言われて自分の気持ちに気づいたけれど、私には自分から一歩踏み出す勇気はない。今の関係を崩したくない。

「こっちはこれで終わりだね。次は、洗いものが溜まっているからやってもらえる？　俺は足立さんの様子を見てくるから」

「はい。分かりました」

　萌の方に向かうがっしりとした広い背中を目で見送っていたら、こちらに振り向いた仁と視線が絡み合った。

　機嫌が悪そうな鋭い目つきをしていて、心臓がひゅっと縮こまる。

　阿久津さんと無駄話をしていたのがいけなかったのかもしれない。

　不真面目だと思われたかな。

　顔を曇らせた私を一瞥して、仁は再び作業に没頭した。

　仁に幻滅されたかもしれないと考えただけで、地面にめり込みそうなほど気落ちする。

　仕事も恋も、もっと頑張らないと。

　気合いを入れ直したところで、バタバタと騒がしい物音と共に見知った姿が工房になだれ込んできた。長谷川さんだ。

　以前見せていた爽やかで人懐っこい笑顔はどこにもない。怖いくらい真剣な表情で、仁になにやら耳打ちしている。そこへすぐに社長が加わり、三人で工房の隅に移動した。

　腕組みをした長谷川さんは何度か首を振り、受け答えしている仁と社長は厳しい面持ちでいる。

　どうしたんだろう。中間審査の件でなにかあったのかな。

　みんなもチラチラと三人の姿を盗み見ている。気になるけれど、首を突っ込みすぎない方がいいよね。

　切れた集中力を取り戻して、そこからは無心で作業に打ち込んだ。










そばにいてほしい




「朝霧菓匠の和菓子が盗作された」

　血相を変えて工房に乗り込んできた遼平に耳打ちをされた瞬間、喉に異物が詰まったように息苦しくなった。

「……なんだって？」

「『夢ゆめ花はな堂どう』とまったく同じだったんだよ」

　動悸がする胸に意識的に空気を送り込む。社員の手前取り乱したくはない。

　ただならぬ気配を感じ取ったのか、作業の手を止めて父親が様子をうかがいにきた。

「どうかしたのか」

　父親の顔を見て今度は胸がざわつきはじめる。

　今回の選定会は、祖父が築き上げ、父親が守ってきた店の今後を大きく左右する。

　下が育ち、従業員の数も増えてきたので、そろそろ事業を拡大してもいい時期に差しかかったと思っていた矢先に、今回の話は舞い込んできた。

　選ばれる自信もあったし、もしダメだったとしても次に繋げるチャンスだったのに。

　このままでは朝霧の名前に傷がつく。

　俺のせいで……。

「遼平くん、詳しい話を聞かせてもらえるかい？　ふたりともこっちに」

　皆に話を聞かれぬよう工房の隅に移動して、詳しい説明を遼平から受けた。

　今回の選定会は、フローリデホテルにとって重要案件なので中間審査が行われた。その内容は、朝霧菓匠を含めた四社が、テーマに沿ってオリジナルの和菓子を作るというもの。

　ホテル側から提案されたのは『手て毬まりの和菓子』だ。手毬は日本の古きよき時代から愛されており、和菓子の世界では、昔から手毬をモチーフにしたものがたくさんある。

　様々な手法があり、手毬のデザインは無限大とも言える。

　それが被っただと？　あり得ない。

「少し似ている、くらいは想定の範囲内だったけど、そっくりそのままだったんだよ。だから問題になった。これを見てくれ」

　遼平はスマートフォンを操作して一枚の写真を画面に表示させる。そこには、手毬の和菓子がふたつ並んで写っていた。ひとつは紛れもなく俺が作った和菓子、そしてもうひとつは、色彩こそ違うけれど瓜ふたつの和菓子だった。

　絶句する。

　証拠がどこにもなくても、盗作以外に考えられないほど酷似している。

　お客様に喜んでいただけるよう、一生懸命作った菓子を少しも悪びれず盗用するだろうか。本当にそうだとしたら、夢花堂にはプライドというものはないのか。

　そうまでして茶室に菓子を出す権利がほしい？　俺には到底理解できない。

　いや、決めつけるのはよくない。でもそう思わないと、この行き所のない感情が溢れて爆発しそうだ。

「うちの社員たちは、朝霧菓匠か夢花堂のどちらかがアイデアを盗んだと結論付け、二社とも選考から落とす判断を下した」

　俺はギリッと奥歯を噛みしめる。

「もちろん仁がそんな真似をするはずがないのは分かっているけど、潔白の証明ができないし、公平な立場にいるべきである俺が仁に肩入れすれば、余計に朝霧の立場が悪くなるだろう」

　一度深呼吸をして、苛立つ気持ちを落ち着かせる。

「となると、必然的に残りの二社が最終審査に進んだのか？」

「こうなったからには仕方ないからな。後日正式に決定する手はずになっている」

「新しく作ったものを出させてもらえないか」

「えっ……」

　遼平は目を丸くして固まった。

「無実の証明がしたいわけではない。ただもう一度チャンスがほしい。頼む」

「いや、でも」

「朝霧の名誉がかかっている」

　被っている帽子を取り、深々と頭を下げる。従業員の目がなければ土下座したいくらいだった。

「私からも頼む。この通りだ」

　父親も俺と同じように頭を下げた。

「ちょっと！　ふたりとも！」

　遼平の焦った声が飛ぶ。

「分かった、分かったから！　社に戻ってかけ合ってみるよ」

「ありがとう、遼平」

「言っておくけど絶対はないからな」

　期待はするなと、再度念押しする遼平にお礼を言って送りだす。

　なんとか首の皮一枚繋がった。

　従業員たちに余計な心配はかけたくないので、現段階での報告は避ける判断を下した。父親もそれに納得してはくれたけれど……。

　本当に情けない。

　お前はいったん頭を冷やしてこい、と言い残して仕事に戻っていった父親の言葉通り、店の裏でひとり壁に寄りかかって唇を噛む。

　これから朝霧菓匠を引っ張っていく立場の者が、こんな頼りない人間で誰がついてきてくれるというのか。




　定時を過ぎても遼平から連絡は入らなかった。

　やはり説得は難しかったのだろうか。

　仮にチャンスをもらえて新しい和菓子を作るとなったらどうするか。父親と遅くまで話し込んだが、いい案は浮かばなかった。

　俺が一番いいと思ったのを形にしたのだ。それを超える発想が簡単に生まれるわけがない。

　フローリデホテルは外国人も多く利用するし、日本らしさを表現したかった。

　そこで俺が着目したのは色彩だ。

　鮮やかで華やかなイメージのある手毬を、日本の伝統色で彩ろうと考えた。

　紫系の江え戸ど紫むらさき、緑系の千歳ちとせ緑みどり、黒系の玄げん、これらの色に染めたつなぎと白餡を混ぜ合わせて八等分にし、三十二本の筋を細かく入れた。

　落ち着きのある雰囲気は、朝霧菓匠の甘みを抑えたこし餡によく合う。自信作だった。

　夢花堂の手毬は俺のものよりほんの少しだけ明るい色味だったが、紫、緑、茶を使っていて、姿形はまったく一緒。

　どうしてだ？

　夢花堂といえば歴史的に朝霧菓匠とそう差異はない。ただ朝霧と比べて人の出入りが激しいせいか製品に一貫性がなく、時に斬新なアイデアで驚かされたりもした。

　人の出入りが頻繁……。

　そういえば。

　あることがよぎり、ハッとしたところでスマートフォンが鳴った。遼平からだ。

　耳にあてて口を開く前に、遼平の弾んだ大きな声が鼓膜をキーンッと震わす。

『やったぞ仁！　明日だ！　明日の正午までに新しいお菓子を用意できたら、もう一度審査対象に入れてもらえる！』

「本当か」

　胸のつかえが取れ、やっとまともに息ができた気がした。

『も～俺めちゃくちゃ頭下げたんだぞ。この貸しは大きいからな』

「ありがとう。本当に感謝する」

『ちなみに夢花堂もだからな。これで公平だろう』

「そうだな。恩に着る」

『なあ、淡々としているけど、本当に喜んでる？』

「もちろんだ」

『わっかりにくいなぁ』

　遼平の声音から、やれやれ、といったふうに笑っている顔が目に浮かぶ。

『とにかくだ。絶対に仕上げてホテルまで持ってこい。待ってるからな』

　語尾に力強さを感じて、丸まっていた背筋をしゃんと伸ばす。

「遼平が作ってくれたチャンスを無駄にしないよう、全力を尽くすよ」

『期待してるからな』

　通話を終えて、はあ、と大きく息をつく。

　普段から感情が表に出ないせいか、遼平は俺にずけずけとものを言う。これまで別にそれで困ったり嫌な思いをしてこなかったけれど、今回は違う。

「期待している、か」

　正直プレッシャーで押し潰されそうだ。

　こんな短期間で一から和菓子を作り上げるのは初めてだな。できるだろうか……いや、やらなければならない。

　ふたり揃って帰りが遅くなったら家族に心配をかけるからと、父親は一足先に家に戻っている。

　時間はないが、さっきから一向になにもひらめかない。

　自宅の本棚にはお菓子にまつわる大量の本や資料がある。そこからヒントを得られるかもしれない。そう思って、帰路に就くことに決めた。

　歩き慣れた道には夜の暗さが広がっている。暗闇に目を慣らしながらも手毬について考えたが、どうしても集中できない。

　先ほど脳裏にちらついた考えが、あれからずっと肩に重くのしかかっているのだ。

　三月に従業員がひとり辞めた。腕はよかったが、内向的であまり周りと馴染めずにいる印象だった。

　彼は夢花堂に入ったと誰かが話していなかったか？

　記憶違いかもしれない。だが、もし彼がこの件に絡んでいるとしたら……。

　だったらなんだって言うんだ。過ぎたことに気を取られていないで、新しい手毬のデザインを考えなければいけないのに。

　頭では分かっていても、一度悪い方へ思考が向かうとずるずると引きずられていく。

　このところ、花帆との関係について頭がいっぱいになっていて、気が抜けていたのかもしれない。

　すべて自分の責任だ。朝霧菓匠の後継者として情けない。

　俺を信じて現場を任せてくれている両親に申し訳が立たないし、嫁いでくれる花帆に申し訳ない。

　ダメだ。どんどんどつぼにハマっていく。

　今最も優先すべきなのは和菓子だと、さっきから何度も自分自身に言い聞かせているっていうのに……。

　ああでもないこうでもないと悩んでいるうちに家の前まで来ていた。

　花帆に出迎えてもらうのが最近の楽しみになっていたのに、まさか顔を合わせたくない日が訪れるとはな。

　夕食の時間はとうに過ぎている。花帆は母屋にいるだろうか。

　しばらく逡巡して、離れへ向かった。




　もう二十一時を回っている。いつものようにインターホンを鳴らす気が起きなくて鍵を使って中に入った。

　靴を脱いでいると、パタパタとスリッパの音がしてすぐに花帆が出迎えてくれた。すでに風呂を済ませた後らしくパジャマ姿だ。

「おかえりなさい」

「ただいま」

「遅かったね。夕飯こっちに運んであるんだけど、どうする？　お風呂も沸いているよ」

　にこにこしながら俺の返事を待つ花帆の顔を見つめた。

　なんだかんだ言っても花帆の顔を見るとホッとする。

「新婚みたいだな」

「え……えっ!?」

　ただ思ったままを口にしただけなのに、花帆は顔を赤くしてあからさまに狼狽うろたえた。

「先に風呂にする。ありがとう」

「う、うん」

　目をあちこちに泳がせる花帆を可愛らしく思いながら洗面所へ向かった。

　違うことをすれば少しは気分転換になるかもしれないと期待していたが、風呂に入っても食事をとっても頭がスッキリしない。

　気持ちが焦るばかりで、いい案は浮かびそうにない。

　まいったな。明日の朝までにある程度形にして、試作に取りかかりたいのに。

　リビングに置いてある本棚の前に胡坐あぐらをかき、本に目を通しながら溜め息をついた時だった。

「仁、ちょっといいかな」

　ソファで本を読んでいた花帆がおずおずと言う。

「なに？」

　花帆は、俺のそばまで移動してきてストンと腰を下ろした。

「なにかあった？　急にこんな調べものをするなんて初めてだよね」

「急ぎの案件があるんだ」

「ホテルの茶室に出すお菓子に、なにか問題があったとか……？」

　工房で遼平の姿を目にしているので、なんとなく察しがついているのだろう。

「私もなにか手伝えないかな？」

「いいから放っておいてくれないか」

　つい語気が強くなった。花帆の表情が曇る。

　花帆にはカッコ悪い姿を晒したくないというのと、上手くいかないもどかしさで、自分でも気づかないうちに苛立っていたようだった。

　すぐに後悔の念が激しく襲いかかる。

　こんなの八つ当たりだ。

「悪い」

　花帆はキツく唇を噛んでしばらく黙り込んだ後、真剣な表情を作った。

「仁、今から大切なことを言うから聞いてくれる？」

　花帆のただならぬ様子に胸がざわつく。

「私たち結婚するんだよね？」

　唐突に放たれた結婚の話題に困惑しつつ、ゆっくりと頷いた。

「……ああ、そうだな」

「私は結婚したら、仁と一緒に朝霧菓匠を支えていきたいと思ってるの。頼りないし、私にできることなんて限られてるのは分かってる。でも、ひとりでなんでも抱え込んでほしくない。少しでいいから、私を頼ってほしい……」

　花帆の落ち着いた声音が胸の奥に深く刺さる。いつも柔和な態度でいる花帆の、真摯な姿に心底驚いた。

「仁の助けになりたい。夫婦ってそういうものじゃないの？」

　花帆の方がよっぽど大人だ。俺は男として跡取りとして、妻となる彼女を守らなければいけないのだと勝手に気負っていた。

　支え合う。そんな考え方は一度もしてこなかった。

「お、怒った？」

　さっきまでの凛とした姿はどこにいったのか、眉を下げて困った表情をしている花帆に首を横に振る。

「怒っていない。むしろ感心した」

「感心？」

　花帆の両手を取って立ち上がる。硬くて冷たい床にいつまでも座らせておけない。

「ソファに移動しよう」

　花帆は驚いて目を大きく見開いた。表情がころころ変わる。

　素直だな。花帆のいいところのひとつだ。

　順序立てて事の経緯を説明し終わると、花帆は大きく頷いた。

「明日のお昼までまだ時間はある。一緒に考えようよ」

「そうは言っても……」

「珍しく弱気だね」

　痛いところを突かれてグッと詰まった。

「私、仁のお菓子大好きだよ。また新作が見られるんだよね。ワクワクする」

　目をキラキラさせている花帆は、嘘をついているようには見えない。

「ワクワクか。喜んでもらえたり、感動してもらえたらうれしいとは思っても、ワクワクしてもらえたらなんて発想はなかったな」

「ねえ、フローリデホテルには茶室以外にも、飲食ができるテナントは入っているよね。その数ある中から茶室を選ぶ理由ってなにかな」

　俺は顎に手をあてて視線を遠くに走らせた。俺の答えを待たずに花帆は口を開く。

「私は特別感だと思う。ちょっと休みたい、喉が渇いた、小腹が空いた、そんな理由であれば誰でも入りやすいカフェを選ぶだろうし、宿泊者だけでなく、茶室だけを利用するために外から来るお客様もいる」

　一語一句聞き逃さないよう花帆の声に耳を傾けた。花帆はどこか緊張した面持ちでいる。

「一流ホテルでのひと時。上品で優雅な雰囲気を、朝霧菓匠のお菓子と一緒に味わってもらいたい」

　焦点は違うけれど、俺も同じところに目をつけていた。だから日本の伝統色を用いた手毬にしたのだ。

「今の意見を踏まえて、花帆ならどういう和菓子を作る？」

　張りつめていたものがふっと解けたように、花帆がやわらかく微笑む。

　あどけなさが残る、でも綺麗で魅力的な表情だ。

「私は、いいことがあった日って和菓子を買って帰るの。でもそういう時って普通はケーキを買う人が多いんじゃないかな。コンビニやスーパーでも売られていて、手に入りやすいし。だから、ケーキを真似てみたら面白いんじゃないかな」

「ケーキ？　和菓子で？」

「最初からカットされているケーキと違って、和菓子は中身が見えないよね。こし餡かな、粒餡かなって予想したり、栗や苺が入っていてびっくりしたり、そういうのが私の言うワクワクだよ」

「なるほど……」

　俺は立ち上がると、チェストの引き出しから紙と色鉛筆を取り出してテーブルに広げた。

「たとえばさ」

　そう言って、紙に絵を描いていく。俺が走らせる鉛筆を、花帆は食い入るように見ている。

「こういうイメージかな」

　描き上げた絵を花帆に手渡す。

「すごい！　仁って絵も上手いんだね！」

　花帆は興奮した様子で声を弾ませる。

「ね、こうなったらとことん可愛くしたい！　上に花を載せるのはどう？」

「こんな感じか？」

「わあ、イメージ通り！」

「待てよ、だったらここはこうした方がいいんじゃないか」

　花帆と共に絵を描き始めると、今までの苦しみが嘘だったかのように、俺の頭にもイメージがどんどん溢れてくる。

「待って、ドキドキ感で言うならプレゼントもいいよね。包装紙を真似たデザインに、リボンを合わせて……」

　完全に自分の世界に入っている。花帆はすごい。俺にはない発想が次々と飛び出してくる。

　白い紙の上に色鉛筆を走らせながら、ふと、白い歯を見せて楽しそうにする花帆を見やる。隣で無邪気に笑う彼女が、この上なく愛おしいと思った。

「……花帆も描いてみたら？」

「え!?　私は無理だよ！　学校でも絵が下手だって有名だったんだから」

　花帆は自信なさげに眉を八の字にした。愛らしい表情に、守ってあげたいような庇護欲が掻き立てられた。

　頭の上に手をポンッと置いて、優しく撫でる。

「ここは学校じゃないし、俺しか見ないんだからいいだろう」

　返事はなく、急に静けさが漂った。

　反射的に動いてしまった手のやり場に困り、そろりと下ろしながら花帆の表情をうかがう。頬を赤く染め上げているのを見る限り、嫌がっているわけではなさそうだ。

「……じゃあ、一枚だけ」

　花帆はおずおずと手を伸ばして色鉛筆を取る。しばらく逡巡した後、ゆっくりと、新しい紙に色を塗りつけていった。

　花帆の描く手毬の絵はふんわりとした雰囲気をまとっていて、女性らしさが感じられる優しさがあった。

　本来、手毬柄には子供の幸せを願う親の想いが込められている。子供が丸々と育ちますように、何事も丸く収まりますように、という厄災を退ける意味もある。

　俺は親心なんて分からない。けれど花帆の絵からは、誰かを思いやる気持ちが滲み出ているようだった。

「これ、いっそのこと花帆が作った方がいいんじゃないのか」

　ぽつりと呟く。すると光の速さで反論された。

「なにを言ってるの。私が作れるわけがない。これは仁の持っている技術を前提に考えているんだからね」

「そうか」

　気圧されて、目を瞬かせる。

「仁は何色が好き？　市松模様をチェック柄に見立てるのも面白いかも。ね、仁、そっちに描いてみて」

「……花帆は」

　手を止めた花帆が不思議そうに顔を上げた。その目から逃げるように、視線をテーブルに落とす。

「こんな俺を情けないと思わないのか？」

「情けない？　どの辺りが？　私は仁とお菓子の話ができてすごくうれしいよ。少しは仁に近づけたかなぁ」

　目を弓なりに細めて笑う花帆を見ていたら、さざ波立っていた心が凪いでいく。

　俺からしたらかなり不甲斐ないところを晒しているつもりだ。

　年上だから男だからとカッコつけていたけれど、花帆は別にそれを求めてはいないのだろうか。

　あんなに不安で焦燥感に駆られていたのに、花帆に打ち明けたら急に胸が軽くなった。

　花帆は……花帆だったら、どんな俺でも受け入れてくれるかもしれない。

「仁も考えようよ」

　子供が遊びに誘うような口調につられて俺も微笑む。

「そうだな」

　ああでもないこうでもないと話し合いながら過ごす夜は楽しくて、ようやく新しい手毬の練り切りの形が決まった頃には、空が明るみ始めていた。

　まともに睡眠が取れなかったので、今日の出勤は午後からにしたらどうかと提案したのだが、花帆は首を縦には振らなかった。

　小一時間だけ仮眠を取るという花帆を残して工房に向かう。

　一睡もしていないのにもかかわらずちっとも眠たくない。むしろ高揚感が高まって頭がやけに冴えている。

　更衣室でコックコートではなく着物に着替えて襷たすきをかけた。これならフローリデホテルに向かう時に着替えなくて済むし、ギリギリの時間まで作業ができる。

　誰もいない静まり返った工房に一歩足を踏み入れた。いつもより小豆の香りが強く感じられ、それが心を落ち着かせてくれる。

　花帆とふたりで描いたデザイン画を作業台の上に広げた。今からこのイメージを一番いい形に仕上げていくのだ。

　さて、やるか。

　胸いっぱいに空気を送り込んで、背筋を真っ直ぐに伸ばした。




　遼平から連絡をもらったのは十六時を少し過ぎた頃だった。

　作業中だったので急いで手を洗う。その間もスマートフォンは鳴ったり止まったりを繰り返していて、邪魔にならないように壁際に寄ってからかけ直した。

　がらにもなくスマートフォンを持つ手が震えている。

「もしもし」

『朝霧菓匠の和菓子も最終選考に進めるぞ』

　胸がよく分からない感情でいっぱいになり、上手く呼吸ができない。心臓がドッドッと大きな音を立てて全身に響き渡った。

『おーい。聞いてるか？』

「あ、ああ」

　なんとか返事をして呼吸を整えようとする。無意識に胸を手で押さえていた。

『もしかしてビックリしてる？』

「驚きよりかは安堵の方が大きい」

『意外だな。持ってきた時は自信満々って顔をしていたのに』

「自信はあったけど、不安にならないほど無神経ではない」

『あははっ。そりゃそうか。よかったな、おめでとう』

「ありがとう。遼平が取り計らってくれたおかげだ」

　だいぶ心が落ち着いてきた。会話を続けながら花帆の姿を目で探す。

『仁の実力だろ』

「そうでもない。今回は花帆に手伝ってもらったんだ」

『花帆ちゃんに？　どうりで仁にしてはラブリーだったのか』

　ふたりで考えた練り切りは、朝霧の品のよさを残しつつ、可愛さに重点を置いたものだった。こし餡を淡いエメラルドグリーンで包み、細やかな筋を入れた。その上にピンク色を始めとした、黄色と白の花を置き、金箔をのせて華やかさを際立たせた。花帆が最初にイメージしたケーキのようであり、包装紙に包まれたプレゼントのようであり、花のブーケにも見える手毬だ。それは見た者の受け取り方によっていくらでも姿形を変える。

「可愛かっただろう」

　熱心に鍋を掻き混ぜていた花帆が俺の視線に気づいた。目が合い、花帆に伝わるように大きく頷く。すると花帆は弾けるように目を輝かせた。

『可愛かったよ。女性社員からの支持が高かったけど、男性社員からも高評価だった。俺はあれを見て、好きな女の子にこれを食べさせてあげたいって思ったな。正直なところ、騒動があったせいで、朝霧菓匠の和菓子を見る目はかなり厳しくなっていたんだ。それでもゴーサインが出たのは本当にすごいよ』

　うれしいことを言ってくれる。

　遼平の褒め言葉と、花帆の笑顔につられて俺の顔も緩んだ。従業員たちに見られている気がしたがかまわなかった。

『それと、夢花堂は出してこなかった。それまでの実力だったんだろう』

「……そうか」

『盗用されたのか調べてみるか？』

「いや。過ぎたことに労力はかけたくない。ただ二度とこういう事態を招かないように、今後は試作段階から、関係者以外の目に触れないように管理する」

『あんまり頭ガッチガチにならないようにな。仁は真面目すぎるから』

「俺はこれくらいが丁度いい」

『えー、全然よくないって』

　遼平の軽口が心地いい。肩の荷が下りて疲労感が急激に押し寄せてきた。口元に手をやって欠伸を噛みしめる。

『後日改めてそっちに伺うよ』

「よろしく」

　通話を終えて、取引先に直接お菓子を届けに出ている父親に連絡を入れた。花帆に手伝ってもらった経緯をまだ伝えていないので、夕食の時に花帆を交えて話そう。




　その後、作業を早々に切り上げ、気もそぞろで家路を急いだ。

　父親と早く話がしたくてすぐに母屋へ向かう。花帆は支度を手伝うと言って一足先に離れを出ていた。

　美味しそうな匂いが漂うリビングに足を踏み入れると父親の姿はなく、代わりに杏汰の姿があった。

「最近は家で食べるんだな」

　不思議に思って声をかける。

「うーん……まあ、彼女と別れたから」

「彼女？」

「そう」

「彼女、いたのか」

　知らなかった。いや、普通に考えれば、杏汰の見た目で恋人がいない方がおかしいのかもしれない。

「は？　今さら？　二年も付き合ってたんだけど」

「二年？」

「仁ってマジでそういうのに興味ないよなぁ」

　杏汰は呆れたように言う。

「興味がないわけではないけど」

「そうなの？　意外」

　なにが意外なんだ。

　そもそも男兄弟で恋愛話なんてしないだろう。……普通はするのか？

　そっち方面に関して情報がなさすぎてよく分からない。

　そういえばホテルの一件で頭からすっかり飛んでいたけれど、少し前に杏汰と花帆がふたりで出かけていたよな。もしかして彼女についての相談を、花帆に持ちかけたのか？

　杏汰と食事に行くと聞かされたあの日、余裕ぶって送りだしたけれど、本心では行かせたくなかった。だから、顔を合わせたら余計なことを言ってしまいそうで花帆を避けた。

　急な案件でもないのに、夜遅くまで工房に残って作業をして、気を紛らわせていたんだよな……。

　ホッとしたのも束の間、そんな赤裸々な話をするくらいふたりは仲がいいのかと胸の辺りがモヤモヤとする。

「俺に彼女がいたってだけで、そんなに驚く話でもないだろ。いつも飄々としているくせに、珍しく固まっちゃって変なの」

「ああ、いや」

　首の後ろに手をやって目を逸らし、杏汰から距離を取ってソファに腰かけた。

「彼女がいるしお見合いなんてはなから興味なかったけど、フリーになったし、花帆との結婚に乗り気じゃないなら俺が代わってあげてもいいけど？」

「……なんだそれ」

　かなりでかくなったけれど、今でも杏汰は可愛い弟だ。だけどこの発言は聞き流せない。

「花帆の気持ちをなんだと思っているんだ」

　自分でも驚くくらい低い声が出た。杏汰は少し目を丸くする。

「それって、花帆の気持ちは理解しているって解釈でオッケー？」

「そうじゃない。婚約相手をあっちにしたりこっちにしたり、ころころ変えて振り回すのはかわいそうだと言いたいんだ」

　溜め息を漏らすと、杏汰は探るような目でジッと見てきた。

　なんだっていうんだ。

「それは花帆に確認してみないと分からないんじゃない？　仮に花帆が、仁じゃなくて俺にするって言ったらどうするの？」

「どうするもなにも……」

　すんでのところで声が喉を通っていかなかった。

　花帆の気持ちを尊重する。それが正解だ。

　だけどふたりが結婚して、仲睦まじい姿を一生見させられるのかと思ったら、呼吸が止まりそうな窒息感に襲われた。

「ウソウソ。花帆はそんな中途半端な真似するような奴じゃないって」

　杏汰は涼しげな笑みを浮かべて手をひらひらと振る。

「でも仁って意外と花帆を気にかけているんだね」

「あたり前だろう」

「婚約者だから？　それとも幼馴染だから？」

「どっちも――」

「ああ、間違えた。好きだから？　だ」

　直球な問いかけにグッと詰まった。

「ハッキリしないなぁ」

　杏汰がまた呆れた顔をする。

　九つも下の弟にこんな扱いを受けて情けない。それでもどう答えるのが正解なのか分からない。

「ご飯できたよ～」

　気まずい空気を切り裂くように、花帆の陽気な声が響いた。

　杏汰は「はーい」と返事をして立ち上がり、俺を労わるように肩をポンポンッと叩いて通り過ぎる。

　遅れてやってきた父親を交えて食事を進めながら仕事の話をしたのだが、杏汰に言われた言葉がずっと引っかかったままだった。




　風呂から上がった花帆が、リビングに入るなり腰に両手をあてて「うーん」と上体を後ろに反らした。

「腰が痛いのか？」

「そうなの。負担がかからないように、姿勢には気をつけていたんだけど」

「昨日無理したせいかもしれないな。かなり痛む？」

「ちょっと気になるくらいだから大丈夫だよ」

「腰痛を甘くみない方がいい。急にギックリ腰になったりするから。ちょっと待ってろ」

　眉を下げて弱りきった顔をする花帆の脇をすり抜け、リビングチェストから湿布を取り出す。

　俺はあまり腰を痛めないが、よく手首が腱けん鞘しょう炎えんになったりするので、湿布は切らさないように常備している。

「そこに寝転がって」

　突っ立ったままの花帆に指示すると、花帆は「え!?」と大袈裟なくらい驚いた。

「自分じゃ貼れないだろう」

「そっか……そうだね」

　渋々といった様子で床にうつ伏せになった花帆の全身を改めて眺めた。

　今夜は上下同じ水玉柄のパジャマを身に着けている。その上に遠慮なく跨またがった。

　半袖から伸びる白くてやわらかそうな腕は、触れてみるとほどよく筋肉がついて意外と締まっている。

「な、なに？」

　花帆の声は上擦っている。

「腕とかは筋肉痛になっていないのか」

「なってないよ」

「そうか」

　服をぺらっとめくった。

「どの辺り？」

「えっと……ここら辺かな」

　花帆は自分の指で、痛みのある個所をぐりぐり押す。

「貼る前にほぐしておこうか」

「え、いいよ！　仁まったく寝ていないでしょ？　疲れている人にそんなことさせられない」

「昼休憩の時に少し寝たし、それを言うなら花帆もだろう」

　花帆は困っているようだったが、最終的に頷いた。

「じゃあ、お言葉に甘えてお願いします」

　両手のひらで腰全体を包み込むようにしながら、親指の腹で弱めに押してみる。

「あ、もうちょっと強い方がいい」

　遠慮なく肌に触れたので動揺するかと思ったのに、意外と乗り気だ。それほどまでに身体が疲れているのだろう。花帆の体調には気を使っていたのに、昨晩は俺のせいでかなり負担をかけた。

「これくらい？」

「うん。あと、もう少し右」

　遠慮なく細かな指示を出してくる。希望通りに腰をマッサージすると、花帆は気持ちよさそうに「生き返る～」と気抜けした声を出した。

　うちの仕事は体力勝負だ。女性には過酷な現場だろう。

　弱音も文句も吐かず、本当に毎日頑張っているよな。

「これくらいにしておくか」

「ありがとう。気持ちよかった」

　花帆に指示された場所はくびれのラインからお尻にかけて。そこに湿布を貼るとなると、ズボンと下着を下にずらさないといけない。

「……下げるぞ」

　うん、と、蚊の鳴くような声で答えた花帆から緊張感が伝わってきて、ごくりと喉を鳴らす。

　本当にいいんだよな？

　ドギマギしながらズボンと下着の両方に指をかけてずり下げる。

　女性らしい身体のラインが露わになり、心臓がバクバクと激しく鳴った。

　丁寧な手つきで湿布を貼る。冷たかったらしく、花帆は「ひゃっ」と声をあげた。

　最後にぐっぐっと湿布を肌に押しつけてから服をもとの位置に戻し、花帆の身体からどいた。

「ありがとう」

　花帆は起き上がると、はにかんで頬を赤らめた。

「ついでだから肩もやろうか？　凝っているだろう」

「いいの？」

「ああ」

「じゃあ、お願いしちゃおうかな」

　へへっと笑いながら俺に背をむけると、鎖骨まで伸びた髪を左側に流した。

　露わになったうなじが色っぽい。それに洗いたてのさらさらな艶髪からは、甘い香りがして鼻をくすぐる。

　まいった。花帆の色気にあてられて頭がくらくらしてきた。

「綺麗な首筋だな」

「そ、そう？」

　思ったままの言葉を口にすると、花帆は少しだけ動揺した。

「着物でもドレスでも似合うだろうな」

「そうだといいんだけどなぁ」

　結婚式の話は、これまで意図的に避けてきた。俺が花帆を幸せにできるのか不安は常にあったし、そんな状態で話をするのは憚はばかられた。

　けれど昨日の一件で、そんな不安を凌りょう駕がするくらい、彼女と共に歩んでいきたいと思った。未来への恐れがあるなら、それを超えるくらいの努力をすればいい。なにがあっても絶対に花帆を幸せにすると誓えばいいんだ。

「そろそろ式場と日程を決めないとな。花帆は気になっている式場はあるのか？」

「私、式場とか全然分からなくて。だからここがいいとか、ないんだよね」

「よさそうなところのパンフレットを請求したから、時間がある時に目を通してみて」

　いつまで経っても結婚の準備に取りかかろうとしない俺に、痺しびれを切らした両親がはっぱをかけてきたので、幾つか探してみたのだ。

「え！　ありがとう！」

　うれしそうな表情を浮かべているのが後ろからでも確認できた。

「やらなきゃって思っていたんだけど、どこから手をつけていいのか分からなくて。ごめんね」

「できれば暑くなる前に挙げたいんだけど」

「暑くなる前って、もうすぐ五月だし、あと二ヶ月くらいしか猶予がないよ？」

「そうだな。でも親族とごく親しい友人だけでいいし、日程さえ押さえられれば無理な話ではないはず。それとも花帆は友人をたくさん招きたい？」

「うーん……仁は少人数がいいんだよね？」

「どちらかというとそうだけど、合わせるよ」

「それなら親族だけでいいかな。そこまで友達が多いわけじゃないし」

　無理して俺に合わせているのかもしれない。

　そう感じて顔を覗き込んだのだが、俺の心配をよそに花帆はにこにこしていた。

　よかった。不満はなさそうだ。

　本音を言えば結婚式すらやりたくない。でもそれは花帆に失礼だし、花帆のウエディングドレス姿を見てみたい気持ちは少なからずある。

「じゃあそうしよう。大々的にやるとなると、お世話になっている仕事関係の人間を呼ばなければいけないし、そうなると日程に余裕を持たせないといけなくなるからな」

「逆に、そういう方々をお招きしなくて問題ないの？」

「まったく問題ない」

「ふーん。そういうものなんだ」

　花帆は不思議そうにした。

　朝霧菓匠の繁栄を思えば、宣伝もかねて大々的に披露宴をした方がいいに決まっている。

　踏み切れないのは紛れもなく俺の過去が関係しているのだけれど、これについては花帆にいつ話せばいいのか決めかねている。

　入籍する前に伝えないとな……。腰を据えて話さないといけないから、時間がある時にしよう。

「ごめんね。疲れたよね」

　過去を思い出して無意識に溜め息がこぼれていた。勘違いした花帆は焦った様子で俺の手に自身の手を重ねて肩から退かそうとする。

　その手を掴み、首筋に顔をよせた。

　鼻腔を刺激する甘い香りが強くなる。

　ずっと不安だった。あの人みたいにいなくなってしまったら。

　大切な人を作ると失った時の悲しみに耐えられない気がした。だから人との距離を詰められずどこかで線引きをして、もう二度と心が壊れないようにしてきたんだ。

　でも、花帆なら大丈夫かもしれない。

「仁？」

「ちょっとだけ」

　そう言って、なめらかな肌に口づけた。驚くほどしっとりしている。

　首筋にキスをされた花帆は石のように固まった。

　唇をそっと離し、今度は耳のすぐ後ろに触れる。

「きゃっ」

　小さな声と共に華奢な肩が跳ねた。その様子がまたなんとも可愛らしく感情が揺さぶられる。

　驚いてはいるが嫌がっている素振りはない。

　まだ入籍をしていないから俺のものというわけではないし、どこまで俺を受け入れてくれるのだろうか。

　まともに会話すらしない時期もあったけれど、花帆はこれまでずっと俺のそばにいてくれた。今回の出来事で花帆の内面の強さを知れたし、彼女ならあの人のように、俺から離れていかないのではと期待してしまう。

　確証はどこにもない。けれど信じたいし、なにより俺自身が花帆とずっと一緒にいたいと思ってしまった。

　そう思うってことは……俺は花帆が好きなんだな。

　花帆へ抱いている気持ちがハッキリした瞬間、恋情が胸いっぱいに広がった。

　一生大切にしたい。子供もいらないと思っていたけれど、花帆が望むのなら努力して、我が子にも精一杯愛情を注ぎたい。

　花帆も少しは同じ気持ちでいてくれているだろうか。

「花帆」

　耳元で囁く。

　花帆の耳は赤く色づいていた。

　顔だけ振り向いた花帆の瞳は困惑の色を浮かべていて、眉は情けなく下がっている。それがまた愛おしく感じた。

「大事にする」

　本当に。心から思っている。

　ゆっくりと顔を近づけて、ひたりと唇を合わせた。

　このまま時が止まればいいのに。

　名残惜しさを胸に抱きながら、唇を離して花帆と視線を合わせる。花帆はすぐにさっと目を伏せて、唇を真っ直ぐに結んだ。

「嫌だった？」

　急速に不安が込み上げてきて焦りが胸を支配する。

　花帆は俯いたまま顔を横に振って、口をもぞもぞと動かした。

「言いたいことがあるならハッキリ言ってほしい」

　まったく余裕がないのに、喉から上がっていった声はいつも通りに落ち着いていた。

　ポーカーフェイスでよかったと心から思う。

　花帆は時間をたっぷり使ってから、遠慮がちに口を開く。

「私、男性経験がまったくなくて。だから、今のがファーストキスで」

　花帆が杏汰以外の男と一緒にいるのをこれまで見ていないし、あまり経験豊富ではないのは知っていたけれど。

　可愛いし、周りが放っておかないだろうから、初めてとは思いもしなかった。

「……悪かった。せめてもっと雰囲気のある場所がよかったよな」

　ベタだけれど、夜景の見えるレストランとか、観覧車の中とか、ロマンチックな演出をするべきだった。

「ううん。そういうのはいいの。ただビックリしただけだし」

「いや、よくはないだろう」

「本当にいいの。……初めての相手が仁でうれしいから」

　両腕で自身を抱きしめるような体勢になった花帆は、言いながらどんどん肩をすぼめて身を小さくしていく。

「それは、光栄だけど」

　どう反応していいか迷って変な返事になる。

　俺はなにを言っているんだ。

　花帆は遠慮がちにチラッと俺を見て微笑む。

　あー……可愛い。

　こんな天使のような子を、俺の手で大人の世界に引きずり込んでいいのだろうか。

「私たちって婚約関係を結んでいるから、結婚するまでは恋人っていう認識でいていいのかな？」

「……そうだな」

　澄ました顔で受け応えてはいるものの、内心かなり動揺している。

「今さらだけど、よろしくね」

　花帆ははにかむように笑って言う。

　弾力のある頬に手をのばす。親指の腹で唇をなぞると、花帆は薄っすらと口を開けて熱っぽい瞳を向けてきた。

　誘いに乗ってくれた花帆の顎を掴んでキスをする。先ほどよりも強く押しつけると、「んっ」と短い声が吐息混じりにこぼれた。

　得体の知れない感覚が背中を這い上がっていく。ぞわぞわと肌が粟立ち鼓動が速まった。

　慎重に、だけど強引に花帆の口をこじ開ける。僅かな隙間から舌を入れて、逃げ惑う花帆の舌を絡め取った。

　いやらしい水音が頭の奥に響き、理性を壊そうとしてくる。

　花帆が俺の腕を掴んだところでハッと我に返り、噛みついていた熱い唇から離れた。

　無意識に手が花帆のパジャマの中に侵入して、吸いつくような滑らかな肌をなぞっていた。

　危ない。順番を間違えていろいろやらかすところだった。

　虚空を仰いで気持ちの昂りを落ち着かせる。

「今後、こういうのを、嫌じゃなければしたいんだけど」

「ど、どうぞ、ご自由に」

　カチコチに固まった花帆はおかしな返事をして、真っ赤な顔を両手でパタパタと扇いだ。

　少女のようであったり、大人の女性らしい色気を出したり、不思議な魅力がある子だ。

「それなら好きにさせてもらう」

　花帆の言葉をありがたく受け取ると、花帆はこくこくと何度も頷いて、やっぱり身を小さくしていた。










甘酸っぱい夜




　仁にキスをされた。しかも、あんな濃厚なものを。

　心臓がありえない速さで激しく鳴り、卒倒しそうになっている。余裕のない私とは裏腹に、仁はいつも通りのクールでカッコいい表情を崩していない。

　もしかしてキスの最中も涼しい顔をしていたりする？　確認したくても、キスをしている時に目を開けるなんて高度な技は使えない。

　キスもだけれど、仁が結婚式の話題に触れたことにもすごく驚いた。

　仁がこの結婚を望んでいるのか分からなかったから、うかつに式の話なんてできなかったんだよね。

　それなのに仁から切り出してくれるなんて。

『やらなきゃって思っていたんだけど、どこから手をつけていいのか分からなくて』なんて誤魔化したけれど、うれしさが抑えきれず、にやついてしまう。

「今日は早く寝よう」

　仁に言われて「うん」と頷く。

　和菓子職人の朝は早い。仁はテレビを見たり雑誌を読んだりする時間は最小限にとどめ、いつも時間に余裕をもってベッドに入る。

　昨晩はトラブルがあってほとんど眠れなかったけれど、普段は睡眠不足にならずに健康的な生活を送らせてもらっている。私ひとりで暮らしていたらこうはならなかっただろう。

　湿布の匂いが気になるだろうから、ベッドの上でいつもより仁から距離を取った。

「どうしてそんなに離れているんだ？」

「湿布が臭いから」

「気にならないから、こっちにおいで」

　胸を一突きされたかのごとく、息ができなくなった。

　なにその台詞。かっこよすぎない？

　実際に胸を手で押さえながら仁に近寄った。すると腕を掴まれて優しく抱きすくめられる。

　え!?　仁どうしちゃったの!?

　これまでの仁とあまりに態度が違いすぎて、なにかあるのではないかと心配になる。

「熱でもある？」

　恐る恐る聞いてみる。

「ないはずだけど。どうして？」

　耳元で囁かれて背筋がゾクッとした。

「スキンシップが多いから」

「スキンシップが多いと熱があるのか？」

　ふっと空気を震わすような声がして目を見開く。

　今笑ったよね？

　熱はなくても機嫌はいいのかも。

「ご自由にって言われたから」

　うん、言った。

「これからは遠慮せずにさせてもらう」

　そ、そうなんだ。

　どうしてだか声が出せない。仁の胸の中は温かくて居心地がいいけれど、それ以上にドキドキして落ち着かない。

　もぞもぞと身じろぎをすると、仁の手が腰からお尻のラインをなぞった。

　ドキドキなんて表現じゃ足りない。心臓が口から飛び出そうだ。

「長引かずに治るといいな」

「あ、ああ、うん」

　そっか。腰を気遣っているんだね。

　やましい考えを一瞬でも浮かべた自分を殴ってやりたい。

「さすがに疲れたな。今日はよく眠れそうだ」

　そうだね、と共感しつつ、こんな幸せな状況で眠れるわけがないと思う。というかもったいなくて眠りたくない。

　だけど仁は寝不足だから、迷惑をかけないように私も早く寝なくちゃ。でもやっぱり眠れる気がしない。

　羊でも数えようかと思案していたら、仁が落ち着いた声で話し始めた。

「少しだけ話をしてもいいか？」

「もちろん」

　顔が緩みそうになるのを必死で耐える。仁が寡黙なのは分かりきっているのだけれど、それでももっといろんな会話を交わして、今の仁を知りたいと前々から思っていた。

「前にドレッサーが実家にあると言っていたけど、こっちに運び込まないのはこの部屋が狭すぎるせいか？」

　急に現実的な話を始めたので面食らった。

「ええっと、そうじゃなくて。別になくても困らないし、運び込むタイミングを逃したというか」

「それなら今度、花帆の家に物を取りに行こう。まだ持ってきていないものはあるだろう？」

「あるといえばあるけど、それって仁が運ぶの？」

「そうだけど」

「怪我でもして、仕事に影響が出たら嫌だよ」

　もしもの可能性に不安を覚える。

「そこまで軟弱じゃない」

「それは分かってるよ」

　頬に当たっている胸は厚いし、私を抱きしめる腕は硬くてがっしりしている。

「遠慮しているなら、そういうのはいい加減いらない」

　どこか不機嫌そうな声だったので、そっと仁の顔色をうかがった。

　パチッと目が合う。

「頼ってほしいって意味だ」

　黙って見つめていたら、仁はばつが悪そうに言った。

「……ありがとう。それならお願いしようかな」

　言われた通りだ。私は仁に対してかなり遠慮しているし、嫌われたくないから迷惑をかけないように気をつけている。

　そういうのが他人行儀になっていたのかな。

　元々面倒見がいい人だし、もしかして誰かに必要とされたいタイプ？

　仁との思い出は子供の頃のものばかり。記憶がおぼろげだから、仁について知っているようで知らない。

「それと、ふたりで出かけたい」

「式場の見学？」

「そうじゃない。いや、それもあるんだが」

　これはもしやデートのお誘い？　え、本当に？

　半信半疑で期待を口にする。

「どこでもいいの？」

「国外は無理だけど」

「あははっ。パスポート持っていないからその心配はご無用です」

　仁は胸から私を引き剥がして顔を覗き込んだ。

「海外に行ったことないのか？」

「ないよ」

　そんなに驚かなくても。

　仁はお菓子作りの勉強もかねて、いろいろな国に行っていると杏汰から聞いている。もちろんその海外旅行には仁の父親である社長や、芸術方面に興味がある杏汰も一緒。そして必然的に弥生さんも同伴するので家族旅行と変わらない。

　朝霧家は仲がよく理想の家族だ。

　そういえば、仁は海外の美女にすら目もくれなかったと、杏汰から報告を受けたこともあった。

「そうか。じゃあ新婚旅行は海外にするか」

「本当に!?　やったー！」

　声を弾ませると、仁はとろけるような笑みを浮かべた。

　その顔は反則だよ！

　甘すぎて、かなりいい意味で胃もたれしそう。

「やるべきことがたくさんだな」

「そうだね。式場を探して、新婚旅行の場所を決めて、ドレッサーを運んで、デートして、あとは……」

　あとはなにがあるかな。楽しい予定がいっぱいで胸が躍る。

「あとは、恋人らしい付き合いをする」

「え？」

　あっ、と声をあげる前に唇を塞がれた。

　あまりに突然の出来事だったので目を閉じる暇すらなく。視界いっぱいに仁の顔が映って、そのあまりの近さにパニックに陥った。

　えええええ。どうしてこんな……そうだ、あとはなにをするかという話をしていたわけで……。

　それがどうして私は仁にキスをされているの。

「こんな時に考えごと？」

　キスをしながら仁は器用にお喋りをする。

「んっ、うぅ」

　私はあたり前に会話なんてする余裕はなく、言葉にならない声を漏らした。

「可愛い」

　甘ったるい声で囁かれて、背筋をゾクゾクっと得体の知れないものが走り抜ける。

　可愛い？　なにが？　どこが？

　完全に冷静さを失った私は、それ以上思考を巡らすことができなくて。

　ただただ注がれる熱い口づけに溺れ、溶けていくように身体から力が抜ける。

　気持ちいい。

　頭の中をそのひとつだけの感情が支配する。

　いつの間にか後頭部に仁の手が添えられていて、腰の辺りにあった手は私の手を握りしめていた。

　私も仁に触れたい。

　本能のままに仁の頬に手を添えた。

　女性の肌のようにきめ細やかでつるつるの肌は、とても触り心地がいい。うっとりとした夢心地でいると、後頭部から移動してきた手に捕まった。

　仁は色っぽい目つきで私を見据えたまま、頬から引き剥がした手のひらにキスをする。

　それからゆっくりと指先に移動して、人差し指を食べるように舐めた。

　耐えきれず、「あっ」と声がこぼれ落ちる。

　自分の声なのに、初めて聞くような情欲的な声音に恥ずかしくなり、咄嗟に手を引っ込めようとした。

「逃げないで」

　そう言って仁は私の指を甘噛みする。身体の芯が痺れて疼うずくような感覚に襲われた。

　もうダメ。頭がおかしくなる。

　目をぎゅっと瞑って快楽の波に身を任せようとしたところで、チュッと音を立てて指から熱が消えた。

　こわごわと目を開けると、すぐに仁に強い力で抱きしめられる。

「悪い。怖がらせたな」

「怖くはなかったよ」

　即座に否定する。

「怖く〝は〟？」

「え、う、あのっ」

　しどろもどろになる。怖いという感情はまったくなかったけれど、その他の感情について説明するのは抵抗がある。

　気持ちよかったとか、そんなの口が裂けても言えないよ。

「さすがに眠たいよな」

　仁は苦笑しながら私の頭を優しく撫でる。

「行きたいところがあれば教えて。俺もいろいろ調べておくから」

　深追いされなくてホッとしたけれど、本心を聞いてほしかった気もする。

　なんて面倒くさい女なの……。情けなく思いながらも笑顔を作った。

「分かった。楽しみだね」

　返事の代わりに頬にキスをされる。

　こんなの絶対に眠れない。

　これまで長年片想いしていた相手と、一緒に暮らしているにもかかわらず平穏な日々を送れていたのは、幼馴染という立ち位置から抜け出せずにいたからだ。キスをして、初めて気がついた。




「おはよう」

　目が覚めて視界に最初に飛び込んできたのは、寝起きとは思えないほどスッキリした表情を浮かべた仁の顔だった。

　いつから起きていたのだろう。片肘をつきながら私を見つめている。

「お、おはよう。早いね」

　どぎまぎしつつ時計を見やると、アラームをセットしている時刻まで二十分もある。

「まだ寝てていいよ」

「仁は？」

「俺は花帆を眺めてる」

「そんなの眠れるわけないじゃんか」

　仁は楽しげに口元を緩めた。

　手を合わせて拝みたくなるほどの美貌に、息をするのを忘れそうになる。

　朝から贅ぜい沢たくすぎる！

　両手で顔を覆って密かに悶もだえた。

「どうした？」

　肌に吐息がかかる距離で呟かれ、うなじの辺りがゾクッとする。

「なんでもないよ。もう起きようかな」

　これ以上は心臓に悪い。早くこの場から逃げ出そうと上半身を起こしたところで、背後からぎゅっと抱きすくめられた。

「どど、ど、どうしたの？」

　突然の抱擁に驚いてめちゃくちゃどもった。

「いや、ちょっと」

　仁は猫のように首筋に顔を擦りつけてくる。

　ちょっと、なに!?

　数秒もの間、謎のスキンシップを取った仁の腕の力が弱まり、無事に解放してもらった。

　今度こそ本当に逃げるようにしてベッドから這い出る。

「顔洗ってくるね！」

　仁と顔を合わせられない。きっと真っ赤になっているはず。

　洗面所に駆け込んで歯磨きをして、それから冷たい水を顔面に勢いよくかけた。

　静まれ！　心臓！

　心臓が暴れるように激しく脈打っている。

　冷えた顔にタオルをあて、目を瞑って呼吸を整えた。ふうーっともう一度深い息を吐いたところで仁が廊下から顔を覗かせる。

「あ、仁も使う？」

　仁は短く返事をして歯ブラシに歯磨き粉を載せる。その様子を横目でチラチラ見ながら私は化粧水などで肌を整えた。

　こうして並んで朝の支度をするのは初めてだ。

　いつもは私が洗面所にいる間は入ってこないのに。これじゃあ化粧ができない。

　化粧をしている時って顔が変になるから見られたくないんだよね。まだ時間に余裕があるし、仁の支度が整ってからにしようかな。

　静かにその場から立ち退こうとする。すると頭の辺りに仁の手が伸びてきたので、咄嗟に避けるように後ずさりした。

　仁は一瞬驚いたような顔になる。

　しまった。今のは感じが悪かったよね。

「ごめん、なにかな？」

「背中にゴミがついていたから」

　そう言って背中からなにかを摘んだ仁の手には羽毛があった。たぶん布団から出たのがついたのだろう。

「ありがとう」

　ぎこちなさが抜けぬまま、そそくさと廊下に出て深い溜め息を漏らした。

　仁の言動にいちいち過剰に反応しちゃう。だって一日にして距離感が縮まりすぎなんだもの。

　こうなるのを望んではいたし、仲が深まってもちろんうれしい。けれどあまりの変わり身の早さに気持ちが追いつかない。

　それからリビングに入ってきた仁と入れ替わるように洗面所で支度の続きをし、弥生さんのお手伝いをすると言って母屋にやってきたのだが、すぐに手持ち無沙汰になった。

　ソファに座ってスマートフォン片手にネットニュースを確認していると、綺麗に身なりを整えた仁がやってきて隣に座った。

　ちなみに朝霧家のカウチソファは五人掛け。体温が伝わってきそうなほど近い距離に座る必要はどこにもないわけで。

　落ち着かない。

　さっと立ち上がってキッチンにいる弥生さんのもとに駆け寄る。

「あら、どうしたの？」

「作業するところ見学していいですか？」

「鍋を掻き混ぜているだけよ？　あっちで仁と一緒にゆっくりしていて」

　弥生さんは邪気のない笑顔を振りまいた。

　ううっ。ゆっくりなんてできないからこっちにきたのに。

　渋々引き返して、人ひとり分空けてソファに座った。仁はチラッとこちらを見たが、なにも言わなかった。




　一夜明けて客観的に物事を考えてみると、また見えてくるものがある。

　仁が私を恋人として扱い、妻にしようとしているのは疑うべくもない。もちろん簡単な気持ちではなく真剣に。

　でもそこに気持ちは伴っているのかな。こっそり聞いてしまった長谷川さんと仁の会話が、どうしても頭から離れない。

　私はどんどん欲張りになっていく。

　仁への恋心を認識したばかりでも、事実だけ見れば、私は長年好きだった人と結婚できるのだ。そしてその相手も、自分と真剣に向き合ってくれている。

　それだけでも十分なはずなのに、仁の心がほしいと思ってしまう。

　仁は優しい。だからこそ私の気持ちに気づいていて、無理やりにでも私を好きになろうと、必死になって昨日のようなスキンシップをはかってきたのだとしたら。

　なんとも言えない気分だ。

　寝入る前まで幸せ絶頂だったのに、今では絶望感に襲われている。

「浮かない顔してどうしたの？」

　更衣室でコックコートに着替えていると、すでに着替え終わって髪をまとめている萌が首を傾げた。

「浮かない顔してる？」

「してるしてる」

　萌は私の顔を穴が開きそうなほど眺めた後、両手をパンッと合わせて「よしっ！　今日はどっか寄って帰ろう！」と提案した。

　このままでは考えが悪い方ばかりに向かうし、せっかく誘ってもらったのだから乗らないという選択はない。

「和菓子以外の甘いものが食べたいなぁ」

「いいね！　そうと決まれば今日も一日頑張るぞ～」

　拳を天井に突き上げて「えいえいおーっ」と大声を出した萌を見ていたら、もうだいぶ気持ちが晴れやかになっていた。




　慌ただしい一日の業務を終えて、萌が前から行きたかったというカフェへふたりで歩いて向かった。

『syusyuシュシュ』という赤色のお店のロゴがベージュのオーニングに映えていて、ヨーロッパのカフェのような雰囲気が可愛らしい。

　実は私も前から気にはなっていたけれど、あまりにお洒落な外観に気後れして行けずにいたのだ。

　内装もこだわられていて、心なしか店内にいるお客さんもみんな垢抜けているような気がする。

　この店が一番自信を持って売り出しているホイップボンボンを揃って注文した。

　カップの容器部分に、チョコレートソースとクランチが入っている。その上にひんやり濃厚なソフトクリームが載っていて、それを山盛りのホイップクリームで包み込んでいる。

　私はクリーミーなホワイトホイップ、萌はコクのあるチョコクリームのフレーバーを注文した。

　四人掛けのテーブル席に座って、胸を弾ませながらホイップクリームをスプーンですくって口に運ぶ。

　美味しい！

　あまりの美味しさに目を閉じて幸せを噛みしめる。

　これはホイップクリームに相当自信がなければ作れない商品だ。かなりのボリューム感なので食べきれるか不安になったけれど、甘みが適度に抑えられているのでどんどん食べられる。中に入っているソフトクリームとの相性も抜群だ。

　味わいながら黙々と食べ進めていたのだが、「おつかれ～」という馴染みのある声で現実に引き戻された。

　ガラガラッと音を立てて椅子を引き、どすっと豪快に私の正面に座ったのは阿久津さんだった。

「あれ？　どうして阿久津さんが？」

　キョトンとすると、阿久津さんが「ええっ」と目を剥いた。

「ごめん！」と萌が顔の前で両手を合わせる。

「阿久津さんも誘ったって言い忘れてた！」

「あっそうなんだ」

「俺来ちゃいけなかった？」

「いえいえ、とんでもないです！　一緒に味わいましょう！」

　慌てて否定すると、阿久津さんは気にした様子もなく、ホイップボンボンをスプーンから落ちそうなくらいすくってかぶりついた。

「なにこれ！　美味しい！」

「ですよね！」

　阿久津さんと萌がキャッキャと騒ぎ始める。

「和菓子もいいけどやっぱり洋菓子もいいよねぇ」

　阿久津さんの言葉に萌は大きく頷いて、ご機嫌な笑顔を浮かべた。

　美味しいものを食べるだけで幸せな気持ちになる。そしてスイーツ好き同士と共感しながら食べると、いつもの何倍も心とお腹が満たされる。

　仁は甘いもの好きなのかな。

　和菓子を作っているからといって好きとは限らない。ましてや仁は家業を継いでいるわけだから、自らの意思で和菓子職人を志したここにいる三人とは違う。

　杏汰に聞いても『よく分からない』としか言わないし。

「またぼーっとしてる」

　隣に座る萌に肩を小突かれた。

「年頃だからねぇ」

　フォローしているのか、阿久津さんがお姉っぽさ全開の口調で言う。

「いっぱい悩みなさい。そうやって人は成長していくんだから」

「阿久津さんまだ二十三歳なのに達観していますね」

　萌がクスクスと笑う。

「なんてね。口先だけならなんとでも言えるし、実際のところ俺も長らく相手がいないんだよねぇ」

　阿久津さんは冗談めかして言う。

　阿久津さんと付き合う女性ってどういうタイプなんだろう。阿久津さんよりも中身が乙女な人なのかな。

「ぼーっとしているといえば、朝霧さんも最近様子がおかしいよね」

　阿久津さんの口から仁の名前が飛び出したので、私の心臓も危うく飛び出そうになった。

「どんなふうにですか？」

　萌がクランチを突きながら聞き返す。

「思い悩んでいるように見える時もあれば、険しい顔つきの時もあったり、いつもクールなのに、ここ最近は感情がもろに顔に出ているんだよね」

「よくそんな微妙すぎる変化に気づきますね。もしかして阿久津さん、本気で朝霧さんを好きなんじゃ……」

　萌の声がどんどん尻すぼみになって消えた。顔には悲愴感を漂わせている。

　そうか。阿久津さんの好きになる人が、必ずしも女性とは限らないんだよね。

　私の顔も相当なものだったのか、阿久津さんが眉間に皺を寄せて不機嫌そうに言い放った。

「そんなわけないでしょ。俺の恋愛対象は女の子だから」

　よかった。同僚がライバルにならなくて。

「あ～、びっくりした」

　私と同じくらい安心しきった顔になった萌は肩から力を抜いた。それからなにか面白いことを思いついた子供のように、口角を引き上げてニヤッと笑う。

「もしかして朝霧さんも恋の悩みだったりして」

「それ、ありえるかも。あのカッコよさで彼女がいない方がおかしいくらいだよね。でも朝霧さんの浮いた話って聞いたためしがないんだよなぁ」

「花帆は知らないの？　幼馴染なんだし」

　なんてきわどい質問。

「知らないよ」

　何食わぬ顔で答えたけれど、ぶわっと嫌な汗が噴き出してきた。

「朝霧さんが選ぶ女性ってどんな人だろう。きっとすごく美人だろうね」

　悪意のない萌の発言がグサグサと胸に突き刺さって痛い。

　私だって不釣り合いなのは自覚している。立場だけでなく外見的なものまで格差がありすぎる。

　結局それから当たり障りのない世間話をして盛り上がり、気分転換ができたところで解散した。

「だんだん日が長くなってきましたね」

　方向が同じだという阿久津さんが、家まで送っていくときかないのでやむを得ずお願いした。

「あっという間に夏が来るね」

　十九時を回っても辺りは明るく、まだ夕方なんじゃないかと錯覚を起こす。

　阿久津さんの優しさに感心しつつ、朝霧家の近くにコンビニがあってよかったと胸を撫でおろした。

「買うものがあるのでここで大丈夫です」

「本当に？」

「家もすぐそこですから」

「香月さん隙だらけだし、可愛いから気をつけてね」

「はあ。どこから突っ込んでいいか分からないんですけど」

　阿久津さんに可愛いと言われてもドキッとしないのは、彼が中性的なせいだろう。

　阿久津さんがおかしそうに笑っていると。

「お疲れさま」

　いきなり背後から声がして心臓が縮こまった。

　振り返ると、そこには相も変わらず綺麗な顔の仁が立っていて。

　びっくりした……。

　胸に手をあてて呼吸を整える私とは対照的に、阿久津さんは背筋をピンと伸ばして礼儀正しい挨拶をした。

「お疲れさまです！」

「ふたりでどこか行っていたのか？」

　仁の顔は阿久津さんに向けられている。

　仁がプライベートで従業員に声をかけるなんて珍しい。

「駅前に新しくオープンしたカフェ知っていますか？」

「シュシュって名前のところか？」

「そうです。さすが朝霧さん、お詳しいですね。そこのホイップボンボンを食べてきたんですけど、かなり美味しかったですよ」

「そうか」

　いつも通りの淡泊な返事。でもどこか機嫌が悪そうに見えるのは気のせい？

　仕事で疲れているのかな。今帰ってきたんだろうし。

　ふたりのやり取りを黙って見守っていると、不意に仁が私に向き直った。

「帰るんだろう？　行くぞ」

「えっ？」

　ガシッと腕を掴まれて思考がストップする。

「それじゃあまた明日」

　仁に挨拶をされた阿久津さんは目を点にしながらも、きちんと頭を下げていた。私はというと、引きずられるようにして仁に連行される。

「仁、ちょっと待って」

　呼び止めても仁は振り向かない。

「おーい！」

　ちょっと間抜けっぽくなった声にも無反応。いったいなんだっていうの。

　口裏合わせをしたわけではないけれど、私たちの関係は結婚式を挙げるまでは内緒にするつもりでいたし、仁もそのつもりでいると思っていた。

　それなのにさっきの仁の態度は、誰がどう見ても私たちが親密な関係だと言っているようなもの。

　阿久津さんには、私たちは幼馴染でもそこまで仲がいいわけではないと最近説明したばかりなのに。

　転びそうになりながら、なんとか家の前までやってきて玄関の中に放り込まれた。

　こんなに雑な扱いをされたのは初めてで困惑する。

「仁どうしたの？　というか、私がなにかしたのかな？」

　靴を脱ぐのも憚られるなかで、これ以上刺激しないように、できる限り優しい口調で聞く。

　知らず知らずのうちに、私が機嫌を損ねるような行動を取ったのかも。

　仁はおでこに手をやって細く長い息を吐き、よく分からないことを口走った。

「結局、花帆も離れていくのか……」

「離れるって？」

　聞き返しても返事はない。

「えっと、とりあえず中に入らない？」

　いつまでも玄関で話をしていないで、疲れているのならリビングのソファで休んでほしい。

　靴を脱ごうと片足を浮かせたところで両肩を掴まれて、「わっ」と声をあげた。つもりだった。

　気づいた時にはもう唇は塞がれていて、熱くてやわらかな感触が時間差で伝わってきた。

　……どうしてこのタイミングでキスをするの？

　仁の行動はいつも予測不可能で、私の頭を激しく混乱させる。

「んんっ」

　さすがにこの状況ではキスにのめり込めるわけがなく。やんわりと熱い胸板を押し返してもびくともしない。

　口づけは深くなる一方で、息継ぎをする暇を与えられなかった。

　あ、さすがにこれは……。

　頭がくらくらしてきた。足に踏ん張りがきかなくなり、すがるように仁の腕に手を置く。すると強い力で手首を掴まれ、壁に押しつけられた背中に硬くて冷たい感触を受けた。

　仁は器用に左手で私の手首を固定したままキスを続ける。口内に侵入してきた舌に執拗に追い回され、唇の縁から唾液が伝った。

「……んぅっ」

　自由を奪っていた私の手をやっと解放したかと思えば、仁は左手でシャツの裾をめくって直に肌に触れ、それからゆっくりとお腹から胸に移動してきた。右手は絡みつくように太腿を撫で上げ、徐々にきわどい部分に触れる。

「花帆」

　熱を帯びた情欲的な声で名前を呼ばれ、きゅうっと胸が締めつけられる。

　仁の気持ちが分からない。求められるがままに身体を差し出してもいいのだろうか。

　仁は後悔しない？

　だってこんなの、持て余した感情を発散させるような触れ方じゃない。

「仁、待って……」

　ちゃんと聞こえているはず。それなのに仁はやめてくれない。

　それどころか両腿の間に自身の足をぐいっと押し込んで、さらに身体を密着させてきた。

　甘い香りに混じった汗の匂いを色濃く感じる。自分が抱いていた大人の男性のイメージが急に形作られた瞬間だった。

「あっ、や……」

　胸の谷間に顔を埋めた仁が舌を這わせた。

　ゾクゾクッと快楽の波が全身を突き抜けていき、その初めての感覚についに頭が真っ白になり、思考がぶつっと断たれた。

　次の瞬間には、ガクッと膝から崩れ下ちていた。すんでのところで仁が支えてくれたものの、咄嗟についた手のひらにざらっとした感触を得る。

　あ、砂利……。玄関で私たちはなにをしているのだろう。

　荒波のように現実感が押し寄せてきて、先ほどよりも心臓の音がうるさくなる。

　仁と目を合わせるのが怖くて頭を上げられない。

　こんな行為をしてしまって、いったいどんな顔をすればいいの。

「立てるか？」

　頭上に降ってきた声はいつもと変わらないように聞こえた。

　仁がどんな顔をしているのか気になって上半身を起こす。

「いきなり悪かった」

　仁は気まずそうについと目を逸らすと、手持ち無沙汰になった手を首の後ろにやった。

　いつもの仁だ。さっきまでの獲物を食らう獣のような獰どう猛もうさは、もうどこにもない。

「だ、大丈夫」

　なにが大丈夫なのか。

　もっと他にかける言葉があるはずなのに、一度奪われた思考はなかなか元通りにはならない。

「本当に、すまない」

　ぐいっと私の身体を引き上げてから、手のひらについた砂を丁寧に払ってくれた。

「俺は今日、食事はいいから。先に風呂を使わせてもらうな」

　目も合わさず言って、玄関を上がって廊下を突き進む背中を見つめても、身体を求められた理由を見つけられなかった。










触れたくて、触れたくて




　花帆に無理やり触れてから、きまずくてしばらく顔を合わせない日々が続いた。

　以前から仕事中は滅多に話などしなかったから問題はなく、夜は花帆が寝静まる時間を見計らって帰宅した。幸いやるべき作業はたくさんある。

　どうして気持ちを抑えられなかったのだろう。後悔ばかりが募る。

　家の敷地に入り、鉛のように重たい足を引きずるようにして離れの玄関までやってきた。

　窓から光が漏れている。

　まだ起きているのか……。

　深い溜め息がこぼれた。時刻は二十三時を回ろうとしている。

　洗面所に直行してシャワーを済ませ、それでも花帆が起きているようであれば母屋で軽く飯でも食うか。

　しかしいつまでもこんな状態を続けていいわけがない。

　子供みたいに嫉妬して、独占欲丸出しで花帆にぶつかってしまって、みっともない姿を晒した。

　嫌悪感を一層抱かせて、嫌われたかもしれない。

　大切にするつもりだったのに。

　結局俺は、守りたい女性ひとりすら大事にできないのか。

　他者との関係で壁にぶつかる度、あの人の顔が脳裏にちらつく。どんなに振り払いたくても、過去が全身を覆うようにまとわりついてくる。

　花帆に気づかれないように静かに解錠して玄関の扉を開ける。けれど、眩しい照明と共に視界に飛び込んできたのは花帆の姿だった。なぜか床の上で正座をしている。

「おかえりなさい」

「……ただいま」

「この間のこと、ちゃんと話したいの」

　花帆は立ちすくむ俺を射るように見上げて言う。

「ずっと話がしたかったのに、ここのところ仁の帰りが遅いから、今日は絶対に待っていようって決めていたの」

　強い意思がはっきりと表れた瞳から逃げられない。

「分かった。シャワーだけ浴びてもいいか。すぐに出るから」

　まだ床に座ったままの花帆の腕を取って身体を起こしてやる。数日振りに触れたからか、花帆の腕の細さに改めてビックリした。

　こんなか弱い女の子から話を切り出させるなんて。自分のことながら、あまりの不甲斐なさに情けなくなった。

　俺たちの関係がどうなっても怯まないようにしよう。

　腹を括って風呂から上がり、ソファで真剣な面持ちでいる花帆の隣に座る。

「無理やり触れて本当にすまなかった」

　向き合って頭を下げた。それからすぐに顔を上げて言う。

「俺と婚約解消をしたければ、解消しても朝霧の家にいられるように、俺から両親に話をする」

　俺なりの誠意を伝えたつもりだったのだが、花帆は悲しげな目つきになった。

　やっぱり傷つけたよな。

「俺の顔も見たくないって言うなら、母屋には近づかないようにするし――」

「仁はどうしてあんなことをしたの？」

　喋っているところを遮り、花帆は俺を見据えて続ける。

「私は嫌じゃなかったよ。ただ仁の気持ちが知りたいだけ」

「嫌じゃなかった？」

「うん」

「本当に？」

「もう、私が質問しているんだよ」

　花帆は唇を尖らせてムッとする。

　少なくとも嫌われてはいないのか？　半信半疑で花帆の顔色をうかがう。

「ちゃんと答えてもらうまで、今日は寝ないからね」

　うやむやにせず、こうしてぶつかってきてくれたのは純粋で真っ直ぐな花帆だから。見習うべきところだな、とまた情けない気持ちになった。

「嫉妬したんだ」

「へっ？」

「阿久津くんとふたりで遊んでいるのを見て、ヤキモチを焼いた」

　花帆は目を丸くして固まっている。

「俺が一緒に行きたかったから」

　花帆が好きそうだから、今度ふたりで行こうと密かに計画していたのに。

　阿久津くんに先を越された俺の立場といったら。思い出したら情けなくてまた腹が立ってきた。

「そうなの？　仁もホイップボンボン食べたかったんだ？」

　恥を忍んで本音を晒したのに見当違いな返事をされ、さすがに苦笑いがこぼれた。

「そうじゃなくて、花帆とふたりで行きたかったって意味。分かる？」

　一拍間を置いて、花帆の色白の肌が、灯がともったように赤く染まった。なにか言おうと、口を開いては閉じるのを繰り返して目を泳がせている。

　俺からの好意に反応して、こんな態度になっているのだとしたら。

　不謹慎だと分かってはいるが、快感のようなものが背中を駆け抜けていった。

　俺は花帆を困らせるのが好きなのかもしれない。好きな子ほど意地悪をするというのはこういう心理か。

「そう思ってくれてうれしい。ありがとう」

　花帆は上擦った声でなんとか言うが、視線は相変わらず逸らしたまま。

「行き先までちゃんと伝えればよかったね。そしたら場所を変えたのに」

「うん？」

　伝わっているようで伝わっていない？

　頭の中で疑問符を浮かべていると、花帆も「？」という顔つきになる。

「仁が私とシュシュに行きたかったのなら、萌たちとは別の場所に行けばよかったと思ったんだけど、違う？」

「足立さん？」

　ここで初めて飛び出した名前に、余計に頭がこんがらがった。

「……もしかして、阿久津さんとふたりで行ったと勘違いしてた？」

「三人で行ったのか？」

「そうだよ！　阿久津さんとふたりで行くわけないじゃんか！」

　なんだ、そうなのか。

　話の筋が通った瞬間、疲労感に襲われて身体がどっと重たくなった。

「どこに行くのかだけでなく、誰と行くのかも教えてもらえると助かる」

「萌と行くって言わなかったっけ？」

「仕事終わりに寄り道してくるとしか」

「あ、そっか。弥生さんに、萌とカフェに行くから夕ご飯の時間に間に合わないですって伝えて、その後仁に連絡したから、詳細を省いちゃったんだ」

　ごめんごめん、と申し訳なさそうに微笑む花帆は無邪気だ。

「どうして俺が母さんの後なんだ」

「だって、早く連絡しないと夕食の準備に取りかかっちゃうでしょ？」

　まるで言い聞かせるような口調だ。なんだか俺を子供扱いしていないか？

　花帆はおかしそうにクスクスと笑って、クッションを口元に手繰り寄せた。

「ねえ、そう言えば私、仁と婚約しているって職場のみんなには内緒にしていたの。仁はそうじゃなかった？」

「あえて公表はしていない」

　別に知られてもかまわないのだけれど、花帆が内緒にしているのはなんとなく気づいていたから合わせていた。そもそも俺は職場の人間にプライベートな話はしないし、必然的に秘密事になっていた。

「それなら阿久津さん変に思ったんじゃない？」

「そうかもしれない」

「そうかもしれない、じゃないでしょ」

　珍しく怒っている。

　花帆にとって阿久津くんは直属の先輩で距離が近い。その彼に知られるのは、花帆にとって由々しき事態なのかもしれない。

「悪かった」

　花帆はむくれた顔をして黙った。

「今のところなにも聞かれていないけど、きちんとさせる必要があるな。近々職場の皆に報告しよう」

「え！　もう言うの？」

　花帆は素っ頓狂な声をあげた。なにをそんなに驚いているのだろう。

「問題あるか？」

　不思議に思って聞くと、花帆は首を横に振った。

「ちょっと、照れるなぁって思っただけだよ」

　本当に照れているようで、薄っすら頬がピンク色に染まっている。

「ひとまず阿久津くんには俺から説明しておく」

「仁に個人的に呼び出されたら、阿久津さんビックリしちゃうよね。大丈夫かな」

「そういえば阿久津くんって、俺に対してやけに過剰反応するんだよな」

「あー……それは、アレだよ」

「なんだ、アレって」

「そのうち分かるよ」

　花帆は楽しげに忍び笑いをする。

　なんて穏やかな時間なのだろう。俺はやっぱり花帆と一緒にいたい。

　手を伸ばして花帆の後頭部を掴んだ。

　驚いている表情をあまり確認しないままキスをする。厚みと潤いがあって、ずっと吸いついていたくなる唇だ。

　甘噛みすると華奢な肩が小さく跳ねた。それがまた心を揺さぶって離れられなくなる。

　口内に侵入して逃げ惑う舌を絡め取る。俺の服をぎゅっと握りしめる手の力が強くなった。

　腰のラインをなぞり、やわらかな太腿までやってくる。そこから来た道を戻ってお腹の辺りまで這わせた手を服の下にもぐらせ、これ以上ないくらいゆっくりとした動作で胸まで辿り着いた。

　ひたりと合わせたままの花帆の唇から声にならない声が漏れる。

　触れたくてたまらない。

　昂る感情を抑えきれず、欲望のまま下着の上から胸を持ち上げるように触れた。

「あっ」と声を漏らした花帆の息遣いが荒くなる。

　円を描くように動かすと、胸の形が布越しでも伝わってきた。

　花帆には経験がない。だからこそ怖がらせないように、焦らず慣らしていきたいのに。手が勝手にブラジャーのホックを外そうとしている。

「仁」

　消え入りそうな声で呼ばれた瞬間、一気に現実に引き戻された。すーっと胸が冷える。

　早送り再生のような動きで、服の中から手を退けて花帆から距離を取った。

　ガツガツしていると引かれただろうか。どうしても花帆を前にすると欲を抑えられない。

　数時間前まで猛烈に反省していたというのに、俺はまた同じ過ちを……。

　花帆の反応が怖くて言葉をかけられずにいると、「仁は」と花帆から切り出してきた。

「私としたいの？」

　なんて直球な質問をしてくるんだ。

　ここまでの行為をしているのだから正直に「ああ」としか返せない。

「だったら遠慮しなくていいよ。私たち結婚するんだし」

　俺より肝が据わった発言に面食らいつつ、もしかして初めてじゃないのか？と邪推し、嫉妬してどうしようもない感情が胸を支配する。

　なんだこれ。花帆に執着しすぎだろう。

　抑えきれない衝動を前に、無性に花帆の気持ちが知りたくてたまらなくなる。

　結婚の意思があり、俺と身体を重ねることに異論はない。それは多少なりとも俺が好きなんじゃないのか。

　花帆の口からハッキリと聞いたわけじゃない。だけど、振り返ってみればそれは俺にも言える。

　俺だって一度も花帆に好きと伝えられていない。この胸にある感情は、紛れもなく花帆に好意を抱いている証拠なのに。

　言わなくても分かるだろうなんて、そんなふうに言える関係ではない。なにもかも理解してもらえる存在になれるような努力を、俺はまだしていないから。

　そういった大事なものをすっ飛ばしている。なによりもそれが一番男として情けないんじゃないのか。

　誠心誠意、花帆と向き合おう。ちゃんと言葉にして。それにはまず、俺の生い立ちについて包み隠さず話しておきたい。

「する前に、というか、結婚する前に、花帆に言っておきたいことがある」

「改まってどうしたの？」

「今日はもう遅いし、近いうちに話すよ。それを聞いて、それでも俺と結婚するか聞かせてほしい」

　花帆に触れていた時とは違う、嫌な感じの鼓動が頭にまで響いてくる。

　俺の感情が伝染したのか、真剣な顔つきになった花帆は神妙に頷く。

「分かった」

　言わなくてもいいと、心のどこかで思っていたけれどやっぱりダメだ。隠し事をしたまま結婚話を進めるなんてフェアじゃない。

「もう寝よう」

　花帆は深追いせず、いつもの愛らしい笑顔を浮かべた。

　真実を話したら結婚話がなくなる可能性はゼロではない。

　もうこの手で花帆に触れられないと考えたら、胸をえぐり取られるようだった。




　翌日は早めに出社した。俺と同じように、早朝から練習をかねて作業をする日が多い阿久津くんがいるかもしれないと思ったからだ。

　予想通り、まだ人がまばらな工房で体格のいい背中を見つける。

「おはよう」

　ごく自然に挨拶をすると、いつも通りの元気な声が返ってきた。

「おはようございます！」

　俺以外の人間と話す時はここまで威勢がよくない。花帆はそのうち分かると言っていたが、なんだろう。怖がられているのだろうか。

「少し話をさせてもらってもいいかな。作業しながらでいいから」

　阿久津くんは表情を引きしめて重々しく頷いた。

　あからさまに緊張されると話しづらいな。

　桜餅の餡を詰めている阿久津くんの手元を眺めながら、できる限り明るい調子で話をする。

「この前は感じが悪い態度を取ってすまなかった。驚かないで聞いてほしいんだけど、実は、花帆とは婚約中なんだ」

　すかさず阿久津くんは「え!?」と大声をあげる。

　機械が稼働しているのでそこまで目立った声ではなかったけれど、それでも何人かの従業員が何事かと振り向いた。

　それらの視線を目で制して、一息つく。

「すみません」

「いや、いいよ。驚くなと言うのは、無理があるよな」

「香月さんから、そのような話はまったく聞いていなかったものですから」

「花帆は内緒にしていたらしい。近いうちに正式に発表するから、それまでこの話は阿久津くんの胸に納めておいてもらえるかな」

「もちろんです」

「ありがとう。助かるよ」

　安堵して息を漏らすと、阿久津くんはなぜかうれしそうに顔をにやつかせている。

　笑顔の意味が分からなくて若干不気味だ。

「あの日花帆と一緒にいるのを目撃して、てっきりふたりで出かけたんだと勘違いをしてしまって」

「えっ……ああ！　そういう感じですか！」

　みなまで言わずとも俺の嫉妬心に気づいたらしい。

「大丈夫ですよ！　そんなつもりはこれっぽっちもないですから！」

　阿久津くんは大袈裟に顔の前で手を振る。

「後輩として可愛がってはいますけど、恋愛対象として見るにはまだまだ付き合いも浅いですし」

「付き合いが深くなると、恋愛対象として見る可能性があると？」

　昨日さりげなく可愛いと言っていたけど、本当にやましい気持ちはないのか？

「いや！　そうではなくて！」

　阿久津くんは目で確認できるほど額に冷や汗をかいている。

「朝霧さんの大切な人に、手出しなんて絶対しません！　命をかけて誓います！」

　周りに聞かれないよう必死に声を抑えてはいるが、今にも叫び出しそうな熱意が伝わってきた。

「俺は花帆が大切なんだ。ここは男が多い。花帆は可愛いし、俺の代わりに目を光らせてもらえるとありがたい」

　自分でも対処に困っている独占欲を吐露すると、阿久津くんは硬直して表情をなくした。

　さすがにやりすぎたか。自分で自分に引いたが、意外にも阿久津くんの反応は好意的だった。

「はい！　任せてください！」

　今しがたまで石のように固まっていたのに、敬礼のポーズを取って目をキラキラさせている。阿久津くんのキャラがいまいち把握できないな、と内心苦笑した。




　朝の明るみがまだ滲むように広がっている最中、すやすやと眠っている花帆を起こさないようにベッドから降りた。

　支度を整えてから向かった先は母屋のリビングだ。そこにはすでに両親の姿があり、何時に起きたのか分からないけれどスッキリした顔をしている。

「おはよう。朝早くに悪いな」

　父親と母親に挨拶をしてダイニングの椅子に座る。

「別にかまわないけど、朝早くてもおまえは男前だなぁ」

　父親が感心したように言うものだから、「なんだそれ」と笑った。

　花帆や杏汰には聞かせられない内容だったので、ふたりがまだ寝ているこの時間にするしかなかった。

「空きっ腹にあまりよくないけど」

　母親が三人分のコーヒーをテーブルに置く。

　鳥のさえずりに耳を傾けながら、温かいコーヒーを腹の底に流していく。

　さっきまで緊張していなかったのに、いざ面と向かって話をしようとすると頬の辺りが強張った。

「杏汰や花帆ちゃんに聞かせられないとなると〝あの〟話かな」

　父親はなにもかも見透かして、優しく理解するような目をしている。

「いい話じゃないし、掘り起こすのはやめたかったんだけど……」

「花帆ちゃんと結婚するから？」

　なにから話そうかと口ごもる俺を見て、母親が後を引き継いで言葉を付け足した。

「仁は真面目だからね。きちんとしておきたいのよね」

　静かに頷く。

「仁はどこまで覚えている？」

「忘れた記憶はないはずだけど」

　一度たりとも考えない日はなかったから。

「うちに来たのは小学三年生だったから、八歳になっていたわよね。それくらいの年齢なら全部覚えているか」

　いつも陽気な母親にしては珍しく弱った表情を浮かべた。

　無理もない。これまで二十年以上この話題に触れてこなかったのだから、どう扱っていいのか困惑しているはずだ。

　父親と母親の顔を交互に見て、すうっと息を吸ってから伝えた。

「ここまで育ててくれてありがとう。感謝してる」

「やだわぁ。嫁入り前の女の子みたいな台詞じゃない」

　母親が声の調子を上げて笑った。

「ずっと心に思っていたけど改まって言うのもあれだし、タイミングがなかったから」

「仁は俺たちにはもったいないくらい出来た息子だよ。しっかりしすぎて心配になるくらいにな」

　父親は俺に気遣うような目を向けた。

　自分の殻に閉じこもり、まともに人と会話すらできなかった俺が、無愛想ながらもここまで成長できたのは、間違いなく朗らかで愛情深い彼らのおかげだ。

「挙式は親族だけにする」

　母親が優しく微笑む。

「ふたりがそうしたいなら、そうすればいいわ」

「結婚する前に、花帆にあの人について話しておきたい」

　ふたりが顔を見合わせる。先に口を開いたのはやっぱり母親だった。

「仁は沙さ倉くらをどう思っているの？」

　沙倉。久し振りに聞く名前だ。

「昔はいろいろ思うところがあったけど、今はなんとも。生みの親としか」

「そう……」

　母親は小難しい顔をして口を閉ざした。

　松まつ田だ沙倉。旧姓は朝霧沙倉。俺の生みの親であり、育ての母、弥生の姉にあたる。俺は彼女のもとで八歳になるまで暮らしていた。

　二人姉妹の姉であった沙倉は、朝霧の家や店をとても大切にしていた。だから物心ついた頃から自分が婿むこを取って、家業を継ぐのだと話していたそうだ。

　慎ましく暮らしていた沙倉のもとに、彼女の父親である秋正が選んだ者と縁談話が持ち上がると事件は起きた。

　結納を交わす前日、両親と妹への謝罪を綴った手紙だけを残して、沙倉は突如として姿を消したのだ。

　俺の祖父母にあたる沙倉の両親は、可愛がっていた娘の失踪に激怒するどころか憔悴しきってしまい、まだ高校生だった弥生は相当苦労したという。

　そんな弥生を精神面で支えたのが、当時秋正の一番弟子であり、俺の育ての父親でもある和かず志しだった。

　ふたりが結婚をして朝霧菓匠を継ぎ、再び平穏が訪れ月日は流れた。

　沙倉がどこかで幸せに暮らしているのならそれでいい。そう割り切っていた朝霧家に、ある日一本の電話が入った。

　電話の内容は、沙倉が育児放棄をしていて、彼女の息子を保護したというものだった。

　その子供というのが当時八歳だった俺で、保護されてからすぐに朝霧家に引き取られ、和志と弥生の息子として迎え入れられた。

　この経緯を包み隠さず聞かされたのは引き取られた直後だったけれど、今でも昨日の出来事のように覚えている。

　保護される前の俺は、心理的、身体的虐待を受けていたわけではなかった。ただ、身の回りの世話をしてもらえなかった。

　ごく普通の家庭だった。貧乏だったけれど生きていく分には問題なく、両親は仲がよかったし、なにより俺を大切に育ててくれた。

　しかし、ずっと続くと疑わなかった日常は、実の父親が事故で急死して、沙倉が心を壊して変わってしまった。

　美味しかった手料理が味付けの濃いスーパーやコンビニの弁当に変わり、沙倉が無気力になるにつれて部屋の中は荒れていった。

　小さな手にお金を握りしめて買い物に行くのが日常的になると、母親はどうしているのかと聞かれる回数が増えた。不審に思った周りの大人たちが、警察や児童相談所に通報したことで俺の人生が大きく変わったのだ。

「弱い人だったんだよ。駆け落ちして、夫しか頼る人間がいないなかひとりぼっちになって――」

「でも仁がいたじゃない」

　俺が言い終わらないうちに母親が言う。

「俺じゃあの人を守れなかった」

「あたり前よ。子供は守られる側なのだから。子供を守るために、母親として生きなきゃいけないの」

　厳しい口調だ。同じ女性として母親として、そして妹として、たくさん思うところがあるのだろう。

「愛する人を亡くしたからといって、子供を育てるのを放棄するのは間違っているわ」

「父さんもそう思う？」

　不意に話を振ると父親は神妙な面持ちで頷いた。

「父さんには母性なんてものはないけど、それでも子供には幸せになってほしいし、自分を犠牲にしても守り抜く」

　力強い言葉が耳に残る。

「俺はそう思えないんだ。仕方がなかったし、あの人に共感できるから恨うらんでもいない」

　母親の顔が悲しげに曇る。

「それは……あなたの母親だったからじゃないの？」

「そうだったら、あの人のやり方に共感してもいいんだろうか」

　ひとり言のように呟いた俺を、ふたりは心配そうな顔で見つめてきた。

「父さんと母さんにはこれ以上ない愛情を注いでもらったよ。だから反抗期もなかったし、グレたりしなかった」

　先ほどの『しっかりしすぎて心配になる』という父親の言葉にあてはまるように、俺はずっと聞きわけのいい子供だった。それは今も変わっていないと思う。

「周りと同じように、あたり前に愛情を受け取っているはずなのに、それにもかかわらず愛情の持ち方とか、伝え方だとか、そういうのが人とズレている」

「そう決めてかかっているだけじゃなくて？　仁は愛情を持てる子よ。現に花帆ちゃんが大好きじゃない」

　母親に、花帆が大好きだと断言されて苦笑する。自分ではつい最近花帆の存在の大きさを自覚したばかりだというのに、両親には分かっていたみたいだ。

「花帆は好きだよ。でも、花帆との間に子供が産まれて、温かい家庭を築けるのか自信がない」

「そんなの今から悩むなんて早すぎよ」

　母親に続いて父親も真面目な顔つきで言う。

「そうだぞ。子供が産まれて、初めてそこで父親としての自覚が生まれるんだから」

「ふたりの言いたいこと、頭では分かっているんだけどいまいちピンとこないんだ。よく言うだろう。虐待をされた子供は繰り返すって」

　胸の内を吐露すると、ふたりはハッとしたように目を見開いた後、じわじわと悲しみの色を浮かべた。

　ふたりを呼び出した一番の目的はこれだ。

　結婚しなくていいと考えていたのは、普通とは違う感覚を持った俺が子供を育てるのが怖かったから。育てる自信なんてなかった。

　あの人を憎んでなじって、どうして俺だけがこんな目にあうのか、そんなふうに激情の波に襲われる方がよっぽど人間味がある。

　元々の性格なのかもしれない。淡泊な面を持つ自分を昔から持て余していた。

　あの頃の俺は、いきなり父親と母親が変わってもちろん戸惑った。だからか祖父にはよくなついて、祖父も俺を可愛がってくれた。

　いつも祖父のそばから離れようとしなかった俺が、和菓子作りを学ぶのは自然な流れだったし、職人になって、朝霧菓匠に貢献したいと志すようになるまでに時間はかからなかった。

　杏汰に代わって朝霧菓匠を継ぎ、これで恩返しになるから結婚は無理にしなくてもいいのではないかと安堵したんだ。

　それくらい家庭を持つことに憧れが抱けないでいたし、子供もいらないと思っていた。

　そう、花帆との結婚話が浮上するまでは。

「だから今日ふたりと話がしたかったんだ。相談もかねて」

「仁は花帆ちゃんと結婚して、温かな家庭を築きたいのよね」

「ああ」

「そう思っているなら心配しなくてもいいんじゃないかしら。家族ってひとりでは作れないのよ。花帆ちゃんがいて、可愛い子供が産まれたら仁の心も自然に変わっていくわ」

　母親に優しく諭されても不安は拭えない。そんな簡単なものだろうか。

「今まで気づいてあげられなくてごめんね。ずっと苦しんでいたのね」

　コーヒーカップの取っ手を握る母親の指にぎゅっと力が込められた。

「ずっと、というほどでもないけど。でも、朝霧の後継者になってほしいと言われた時はすごく悩んだ」

「そうなのか？」

　父親が目を見張った。

「そこはやっぱり杏汰が継ぐべきだから」

「どうしてだ？」

「俺は養子だし」

「朝霧の血筋なんだからそこは関係ないだろう」

「でも、やっぱり引け目はあったよ」

「そうだったの……」

　悲しい目をする母親から顔を背けた。こんな顔をさせたくなかったから、今までこの話題は避けてきたんだ。

「なあ、仁。だったら父さんはどうなるんだ？　朝霧の血筋でもない婿養子なんだぞ」

　母親の弥生と似ていて柔和な父親は、子供みたいに拗ねた表情を作った。

　朝霧家の男性陣のなかで、父親が圧倒的に素直な性格をしている。父親を見ていたら、シリアスな場面なのになぜか心が和んだ。

「跡継ぎがいなかった朝霧菓匠を救ったから、父さんはヒーローだろう」

「ヒーロー……」

　父親は俺に言われてポカンとした後、じわじわとうれしそうに顔を緩ませた。そんな父親を横目で見た母親はおかしそうに笑った。

「もう、単純なんだから」

「だってヒーローだぞ！　しかもいつもクールな仁に言ってもらえるなんて！」

　数分前の重たい雰囲気が嘘のように、すっかり上機嫌になった父親を中心にいつもの穏やかな空気が流れる。

「仁は考えすぎよ。杏汰は職人になる意思がないんだし、仁が継ぐ決意をしてくれて助かったのよ。それともうちを継ぐのも気を使って……？」

「それはない。俺は仕事が好きだから」

　ハッキリ言うと母親は安堵の息をついた。

「みんな仁を認めている。もっと自信を持っていいんだぞ。花帆ちゃんだって、仁と結婚したい気持ちがあるんだし」

　父親の言葉に、また鬱屈した気分になる。

　それは俺が朝霧菓匠の後継者だからで、立場や年齢が違ったら俺ではなく杏汰を選んでいたんじゃないのか。

　その考えが頭にこびりついて離れない。

「正直、花帆と結婚していいのかと悩んでいる部分はある」

　まあそこは包み隠さず打ち明けて、最終的に花帆が判断するんだけれど。

「だけど俺は」

　ゴトンッと、俺の声に被さって大きな物音が響いた。

　何事かと音のした方を振り向いた両親とは違い、脊髄反射のごとく立ち上がる。

　嫌な予感がした。

　リビングの扉に歩み寄って、素早い動作で開けた。目の前の人物に息を呑む。

「……花帆」

　気まずそうにペットボトルを抱いた花帆がいて、胸の辺りが急速に冷えていく。

「あ、ごめ……ペットボトル、お、落としちゃって」

　しどろもどろに説明をする花帆の目は泳いでいて俺を見ようとしない。

　どこまで聞かれた？　いや、どこから聞いていた？

　頭がパニックに陥り声が出せない。

「花帆ちゃん？」

　母親の声にビクッと肩を揺らした花帆は、脱だっ兎との如く廊下を駆けていった。

「花帆！」

　呼び止める声は届いているはずなのに止まってくれない。

　慌てて後を追いかける。しかし途中で廊下に面した部屋の扉が開き、中から出て来た人物に体当たりするようにぶつかった。

　おもわず舌打ちをする。

　杏汰はかなり驚いた顔をしている。

「ごめん。トイレに……って、どうしたの？」

「花帆が逃げたから追いかけて……」

　通路の先に視線を戻したが、そこにはもう花帆の姿はなかった。

　くそっ。最悪じゃないか。

「なんでそんな面白い状況になってるの？」

「どこも面白くないだろう」

　感情を抑えきれなくて刺々しい口調になる。

「仁って花帆が絡むと感情的になるよな」

　すぐにでも花帆を追いかけたい気持ちはある。しかし杏汰の言い方が気にかかり足が止まった。

「なにが言いたいんだ」

　杏汰ののんびりとした空気が癪しゃくに障る。

「仁ってさ、ぶっちゃけ花帆をどう思ってるの？」

「好きに決まっているだろう」

　こんな悠長に話している時間なんてない。

　その場で足をトントンと床に打ち鳴らして、どうにか苛立ちを逃がそうとする。

「あれ。今日はやけにあっさり認めるんだな」

　杏汰はまじまじと俺の顔を見る。俺も杏汰の顔を真正面から見つめた。

　俺と似ているようで似ていない。老若男女に好かれそうな、綺麗でありながら愛嬌のある顔立ち。紛れもなくあのふたりから産まれてきた人間だ。

　俺はもう生みの両親の顔をおぼろげにしか覚えていない。

「逆に聞く。杏汰は花帆が好きなのか？」

　気にしないようにしていて、ずっと引っかかっていた。杏汰の言葉に思わず動けなくなったのも、杏汰の花帆への気持ちがチラついて見えたからだ。

　瞬きを数回繰り返し、杏汰は首を曲げてストレッチをしながら答えた。

「好きだけど友達？　妹？　みたいな感じだよ」

　恋情ではないと本人の口から聞けて安堵する。

　よかった、やっとスッキリできた。

「仁は違うだろ。妹ではなく女として見ている」

　杏汰の言葉が胸の奥深くまで刺さる。その通りだったからだ。

　俺は花帆を魅力的な女性だと思っている。一緒に暮らし始め、朝霧の和菓子が盗作されて窮地に立たされた時も、彼女はずっとそばで支えてくれた。一緒に過ごした時間は、花帆に惹かれるには十分すぎるほどだった。

　けれども杏汰は、そんな俺の考えをいとも簡単に覆す。

「仁はもうずっと前から花帆が好きなんだよ。花帆も仁も、自分の気持ちに鈍いんだから、見てらんないよ」

　杏汰は首の後ろに手をあてながら溜め息をついた。

　一方的に決めつけた杏汰の発言を、否定する気がまったく起きない。それはそういうことなのだろうと、すんなりと納得できた。

「早く捕まえないと逃げられるぞ。もちろん身体的な話じゃなくて、心理的な意味で」

「分かってる」

「そう？　仁って不器用だからなぁ」

　不器用だなんて生まれて初めて言われたかもしれない。いつだって上手くやってきたつもりだ。

「可愛い弟だからって、俺の前では気を抜いていたんじゃない？　俺しか知らない仁の顔ってけっこうあると思うよ」

　杏汰の陽気な雰囲気に呑まれて、いつも張りつめている気が緩んでいたのはたしかだ。

「まいったな」

　俺の恋情についてもそうだし、杏汰は俺のことを本当によく見ている。

　観念して肩を落とす。

「花帆が逃げた原因は？」

「俺の生い立ちについて、父さんたちと話していたんだけど」

　杏汰は「ふーん？」といつもと変わらない顔で相槌を打つ。

　杏汰が十六歳になった折に、真実を明かした時はさすがに困惑していた。けれどそれ以降、俺とのかかわり方で取り乱している姿は見ていない。その点において、杏汰にはとても感謝していた。

「俺が花帆と結婚する自信がないっていうのを、聞かれた」

「自信なかったの？」

　杏汰が目を丸くする。

「ない」

　宣言すると、杏汰はケラケラと愉快そうに笑う。

「笑いごとじゃない」

「あー、今の仁、花帆に見せてあげたいわ」

　目尻に涙まで浮かべて笑っている杏汰の顔をじろっと睨みつける。

「おそらく、俺が結婚したくないと言っているふうに聞き間違えて、逃げた」

「うわ～マジか。花帆も自分に自信がないからなぁ」

　俺よりも花帆を知った気でいるような発言だな。いや、ここで嫉妬して苛ついている場合じゃない。

　心配そうな顔をした両親がこちらに向かってくる。いつまでも俺と花帆が戻らないから探しに来たのだろう。

「それで？　花帆が行きそうな場所の目処はついてるの？」

「それが……」

　両親の姿を視界の隅に捉えながら、情けなく返答に窮した。










なにも知らないのは私だけ




　無我夢中で走った。

　呼吸が乱れて胸が苦しい。頭の中では仁の声が何度も再生される。

『正直、花帆と結婚していいのかと悩んでいる部分はある』

　そう語った仁の声音は重苦しく、胸の内に溜まった感情を吐き出すようだった。

　少しずつ私を好きになってくれていると信じていたし、どこかで期待していた。

　でも最初から分かっていたじゃない。

　鬱陶しい見合い話から逃げられるし、跡継ぎの子供も望めて、幼馴染の私なら信頼関係もできあがっているから結婚すると。

　それなのに勝手に浮かれて、ショックを受けて逃げ出すなんて。

　仁も今頃困っているに違いない。

　ああっ、もうっ。どうしよう。どんな顔をして戻ればいいのか……。

　どちらにしても、気持ちを整理しない限りみんなのもとには帰れない。仁の顔を見たらきっと泣いてしまう。

　私は仁のお嫁さんになる気でいたのに、仁はずっと悩んでいたんだ。

　自分だけ盛り上がって、浮かれて、用意された婚約者という立場にあぐらをかいていた。

　後悔してもしきれない。もっと好かれる努力をするべきだった。

　わざわざ早朝に社長と弥生さんと話し合うくらいだもの。きっと婚約解消するつもりなんだ。

　もうダメなのかな。ここで婚約解消となったら、幼馴染にも戻れないよ。

　だって、仁の唇の感触も、高い体温も、優しくも荒々しいキスの仕方も知ってしまった。

　考えれば考えるほど涙が溢れて頬を伝っていく。

　手のひらでそれらを拭いながら、思いきり泣ける場所を求めてひたすらに走った。本当に、気持ちだけはどこまででも走り続けるつもりだった。

　でも、わりとすぐに息が上がって手足が前に出なくなる。

　限界……！

　ふらつきながら立ち止まり、ぜーぜーと肩で大きく息をつく。

　汗ばんだ肌を手のひらでなぞってから、おとなしく駅まで歩くことにした。

　そもそも走る必要はあったのか。早い段階で仁は追いかけてこなくなったし。

　ポケットに手を突っ込んで、キーケースとスマートフォンがあることを確認する。

　スマートフォンはいつも肌身離さず持ち歩いているにしても、鍵を持っているのは奇跡に近い。いつもは仁が戸締りをするのだけれど、今朝は私が離れの玄関に鍵をかけなければいけなかったから、たまたま持っていた。

　目が覚めたら隣に仁の姿がなくて、どこに行ったのか気になって二度寝ができなかった。身支度を整えてから、弥生さんのお手伝いをするつもりで出てきた。

　それがあんな場面に出くわすなんて。

　仁たちも、まさか私がこんなに朝早く起きるなんて想像していなかったんだろうな。いつも休みの日は泥のように眠るもんね。

　今日は仁と出かける約束をしていたし、楽しみでしかたない気持ちが睡眠の邪魔をしたのかもしれない。

　なにも知らずに寝ていた方が幸せだったのかな……。

　でもさっきの出来事がなくても、遅かれ早かれ婚約解消を突き付けられていたのだ。

　涙を雑に拭ったせいで頬がヒリヒリと痛む。車両内の効きすぎている空調で冷えた二の腕をさすった。

　キャップ帽を被り、リュックを背負った男の子がキラキラとした瞳を窓外に向けている。傍らには穏やかな表情をたたえた父親と母親の姿。

　家族でどこかにお出かけかな。私も仁と楽しい一日を過ごしたかった。




　久し振りの実家は他人の家のように感じた。

　うちってこんなに真っ白だったっけ。

　ログハウス風の仁の家と違い、白を基調とした内装がチカチカするなぁと目を細める。リビングに入ってソファにだらしなく寝そべった。

「あ～疲れた～」

　目を瞑って身体を休めること数分。

「あっつい！」

　飛び起きて大きな掃き出し窓を開けた。心地いいとは言い難い、むわっとした風が流れ込む。

「まだ五月だっていうのに暑すぎるでしょ」

　ひとり言を呟くと、仁との会話が脳裏をよぎる。

　暑くなる前に式を挙げたいって言っていた。仁が用意してくれたパンフレットの中に気になる式場があったから、今日、仁に相談するつもりでいたのに。

　溜め息ばかり漏れる。

　そういえば、と、ずっと確認していなかったスマートフォンの画面を開いた。

　そこには、仁と杏汰、弥生さんからの着信履歴がズラッと並んでいる。

「えっ」

　萌と阿久津さんと私のグループチャットには、どこにいるのか、連絡をよこしなさいという文面が飛び交っている。

　待って待って。どういう状況？

　阿久津さんと萌のメッセージは、私と仁のごたごたに関係あるの？

　ひとまずなんでもさらけ出せる杏汰に電話をかける。

『もしもーし』

　いつもと変わらない間延びした声にホッとする。

「ねえ、どういう状況？」

『それはこっちの台詞。俺を痴話げんかに巻き込まないでよ』

「痴話げんかって……そういうのじゃないのに。それにどうして杏汰が知っているの？　職場の人からも連絡が来ていたんだけど……」

『仁が連絡したんだろ』

「なんで!?」

『花帆がいきなりいなくなったからだろ』

　そんなに心配する!?

　萌と阿久津さんにまで連絡がいくなんて、余程のことじゃない？

　しかも阿久津さんはまだしも、萌は事情を知らないのに。どうやって説明を受けたのか、想像するだけでゾッとした。

『どこにいるの？』

「実家にいる」

『実家ね。了解。そのまま待機していてよ』

「来るの？」

『仁が迎えに行くに決まってるだろ』

「いや、それは」

『もういいじゃん。告白しなよ』

「この状況で？」

『この状況だからじゃないの？』

　グッと詰まる。

　杏汰の言う通りだ。逃げたところでなんの解決にもならない。

「頑張ってみる……」

『うん。頑張れ』

　仁にすぐ連絡するから、と言って電話は切れた。

　萌と阿久津さんには、【もう大丈夫なので、改めて連絡をします】と伝える。

　部屋のなかを落ち着きなく歩き回って時間をやり過ごしていると、思っていたよりも早くインターホンが鳴った。

　モニターで仁の姿を確認して鍵を開錠する。

　すぐに開いた扉から、髪を振り乱した仁が現れて、ずかずかと私の目の前まで歩いてきた。

　さっきまでの私のように息が上がっている。急いで駆けつけてくれたに違いない。

　仁は優しいから、すごく心配したはずだ。

「仁、ごめん」

　頭を下げる。

「俺の方こそ悪かった」

　いつもの落ち着いた声に胸を撫で下ろす。

　仁は壊れものに触れるような手つきで私の頭を撫でた。

　仁の優しさに促されてゆっくりと顔を上げると、真剣な眼差しに捕まる。

「ちゃんと話をしよう」

　婚約を解消しようって言われるのかな。

　ぎゅうっと、心臓をねじり潰されたかのような痛みが走った。

　乾いた喉にごくりと唾を飲み込む。朝霧の家を出てからなにも飲んでいないから、喉がカラカラに渇いている。

「話をする前に、私からひとついいかな」

　仁の返事を待たず、矢継ぎ早に続ける。

「私ね、ずっと前から仁のことがす――」

　最後まで言えたのかどうか分からない。驚くべき速さで、仁の手のひらで口を強引に塞がれた。息ができなくて力任せに手を押し退ける。

「な、なに？」

「びっくりした」

　言葉通り、感情をあまり表に出さない仁が珍しく目を丸くしている。

「びっくりしたのは私なんだけど」

　一世一代の告白を遮られ、やり場をなくした感情を持て余す。

　最後まで聞かなくても気持ちは伝わったよね？　これって断られたのかな。

　不安に駆られている私を尻目に、仁はなにやら考え込んでいる。

「本当に……いや、いい」

　それからひとりでよく分からないことを呟いた後、軽く咳払いをして、改めて私の瞳を見据えた。

　来る。

　背筋を伸ばし、奥歯を食いしばった。

「俺は花帆が好きだ。この先もずっと一緒にいてほしい」

　……え？

　拒絶の台詞を浴びせられると身構えていたので、仁の想いがすんなり頭に入ってこずポカンと立ちつくした。

「これから俺が話す内容を聞いて、それでも俺を受け入れてくれるのなら、改めて花帆にプロポーズさせてほしい」

「う、うん？」

　頭が上手く働かない。

　好き？

「立ち話もなんだから、お邪魔させてもらってもいいか？」

　仁の長くて綺麗な指がリビングの扉を指す。

「いいけど、冷蔵庫は空っぽだし、水道水しか出せなくて」

　それより、プロポーズって？

「そうか。喉渇いているだろう。そこの自動販売機でなにか買ってくるから座って待っていて。それともどこか落ち着いて話ができる場所に移動するか」

　ひとまず飲み物を用意して座らない限り、話を戻す気はないらしい。

「ここで話がしたい。飲み物は一緒に買いに行く」

　その方がすぐに話を再開できる。

「分かった」

　仁はふっと笑う。

　その表情がとてもやわらかくて、胸が痛いくらいにキュンッと鳴った。

　家を出て、目と鼻の先にある自動販売機で飲み物をふたつ買う。私は財布を持っていないので仁に払ってもらった。

「ありがとう」

「別にこれくらい。結婚したら同じ財布になるんだし」

　……結婚、ね。やっぱりさっきの好きっていうのは、聞き間違いじゃないんだよね。

　私が逃げ出したせいで朝霧家のみんなに怒られて、どうにか誤魔化そうとしている？

　自分の立ち位置が曖昧なせいで、どう反応していいのか困る。

　仁は私の手を取って、スタスタと歩いて家に戻った。

　水分補給を済ませると私たちは改めてソファで向き直る。

「さっき父さんたちに話していたことだけど、聞いていたんだよな？」

　ドキドキと高鳴る心音を聞きながらこくりと頷く。

　緊張する……。

「中途半端に聞かれておそらく勘違いさせた。もう一度言わせてもらうけど、俺は花帆が好きだ」

　好きだ、という破壊力のある言葉がいい意味で私の心臓を突き刺す。

　苦しい。幸せすぎると逆に胸が痛くなるらしい。

「結婚していいのか悩んでいたのは、俺が朝霧家の養子で、父さんたちの本当の子供ではないからだ」

　……え？

　ただでさえ激しく打ち鳴らす心臓に苦しめられているのに、衝撃的すぎる事実を公表されて呼吸が止まりそうになる。

「養子？　仁が？」

「そうだ。俺は母さんの姉、沙倉の子供だから、母さんは本来叔母にあたる」

「杏汰も？」

「杏汰は正真正銘ふたりの子供だから、俺とは従兄弟だ」

　従兄弟。だからふたりは似ているようで似ていないような、タイプの違う外見なのか。

「だからといって俺たちの関係がぎくしゃくしているわけではないし、そう重く受け止めないでほしい」

「杏汰は知っているの？」

「ああ」

「そうなんだ……」

　これは朝霧家の問題だから、杏汰が関係のない私に話さなかったのはあたり前。

　だけど、ふたりとは兄妹のように育ってきたし、私だけが知らなかったのは少し悲しい。

「だから、本来なら杏汰が朝霧の正式な跡継ぎなんだ」

「それは違うんじゃないの？　秋正さんにとってはふたりとも孫なんだし」

　仁の考えがよく理解できなくて小首を傾げる。

「むしろ職人になりたくない杏汰にとって、仁がいてよかっただろうし、社長や弥生さんにしても、仁がいなかったらすごく困ったはずだよね」

　秋正さんにとっての社長のように、一番弟子がいればまたなにか変わったかもしれない。しかし現在の朝霧菓匠には仁の右に出る者はいない。

　必要とされているのに、どうしてそんな暗い顔をしながら話をするのだろう。

「もしかして、仁も跡を継ぎたくなかった？」

「それはない」

「それならなんの問題もないよね？　どうして私と結婚するのに、養子かどうかが関係するの？」

　仁は伏し目になって口を噤つぐんだ。

　いけない。ずけずけと踏み込んで質問ばかりしちゃった。

「ごめん。なにも知らないのに勝手なこと言って」

「それはいいんだ。むしろ結婚したら家族になるのに、今日まで黙っていて悪かった」

「いいよ。話しづらかっただろうし」

「むしろ話しづらいのはここからだ」

　仁は小さく息をついてから、自身の生い立ちについて話し始めた。これまで平凡な人生を歩んできた私にとって、それはあまりに辛く悲しいもので。

　気休めの言葉はこの場にそぐわないと思うと、気の利いた言葉のひとつすら出てこない。

　こういうのは当事者にしか分からない苦しみがある。私は仁の苦しみの半分も理解してあげられない気がした。

　だから昔から大人びていて、真っ直ぐな人なんだ。

　そしてどれだけの覚悟を持って、私との結婚を決めたのかを考えたら、逃げ出した自分が情けなくて恥ずかしくて、どうしようもなかった。

「仁はいいお父さんになるよ。私の面倒を嫌な顔せずみていたし、優しく接してもらった記憶しかないよ」

「それは花帆だから……」

　自分で言うのも悲しくなるけれど、写真で見る限り、幼少期の私は特別可愛いわけでもなく、とにかく普通だった。

「平凡な私を可愛いと思えたのなら、自分の子供はめちくちゃ可愛いよ」

「どこが平凡なんだ。こんなに可愛いのに」

　慈しむような眼差しを私に注ぐ仁は、間違いなく子供に愛情を注ぐことができる。

　それにしても。

「いまだに仁が、私を好きというのが信じられないんだけど」

「そうだよな。ずっと避けていたし、そう思うよな」

「いつから、その……」

「たぶん、花帆が中学生になった頃から」

「中学生!?」

　驚きすぎてソファから転げ落ちそうになった。

「引くよな」

「いやいや、引かないよ」

　むしろうれしすぎて叫びだしそう。

「自覚はなかったけど、さっき杏汰に『仁はずっと前から花帆が好きなんだよ』って言われて気づいた」

「嘘……だって、私を避けていたのに」

「多感な時期だったし、まあ、いろいろ事情があったんだ」

　そうだったんだ。ふたりして自覚がなかったなんて、ちょっと笑っちゃうな。

　でも、もし中学生の時に両想いになっていたら、長く続かなかった気がする。

　今でも子供で、キスひとつでパニックになるくらいだから、中学生の私には仁の恋人など務まらなかったはず。

　だからこのタイミングで仁と向き合えてよかったのかもしれない。

「私も杏汰に言われて気づいたの。仁が和菓子を作っている姿を初めて見た時から、ずっと好きだったんだと思う」

「俺が和菓子を作っているから好きなの？」

　仁は意地悪い笑みを浮かべて私の瞳を覗き込む。

「どんな仁でも好き」

　恥ずかしくて、蚊の鳴くような声になった。

「ありがとう」

　そう呟いた顔が、可愛くもカッコよくも色っぽくもあって。

　破壊力がありすぎる。心臓を鷲掴みにされ、顔を伏せて呻いた。

「俺たちふたりとも杏汰に頭が上がんないな」

「そうだね」

「花帆」

　なに、と返事をする前に口を塞がれた。

　想いが通じ合った後のキスは、温かくて幸せで溶けてしまいそうだった。

　離れていった形のいい唇から悩ましげな吐息がこぼれ落ちる。仁がめちゃくちゃ色っぽい。

「今さらだけど、ちゃんと返事を聞いていなかったな」

「返事？」

「婚約関係を継続するかどうか」

　仁はさっきまでの甘ったるい雰囲気を引っ込めて、真剣な眼差しを送ってきた。

　ごくりと唾を飲み込む。

「幼稚園の頃から、仁のことが好きなんだよ。断る理由がないよ」

　長年好きだったと告白するのってけっこう勇気がいる。

　相手の気持ちを知っているうえでの告白なのに、心臓がバクバクと激しく鳴って壊れそうだ。

「幼稚園なんて、まだ好きという感情を理解しきれていないんじゃないか？　それは本当に好きっていえるのかどうか」

「好きは好きでしょ？」

　食い気味で言うと、仁は目元をやわらかくして「そうか」と頷く。

　遊茶屋のカウンター越しに見せてもらえる笑顔が羨ましくて、お客様に何度も嫉妬した。それが今は私だけに向けられている。

　こんなに幸せで大丈夫なのかな。ちょっと不安になってきたよ……。

「たいした人間じゃないのに、こんな俺を好きになってくれてありがとう」

　仁を見て苦笑する。

「それはこっちの台詞だよ。仁ならもっと素敵な人と結婚できるのに」

「花帆以上の女の子はいないから」

　甘すぎる言葉に身悶え、再び襲われた胸の痛みに耐える。すると仁が心配そうに顔を覗き込んできた。

「どうした？」

「ちょっと刺激が強くて……」

「刺激？　たいしたことはしていないだろう」

　してるよ！　というか顔、近い！

　さりげなく後退りする。

「なんなら、これからが本番なんだけど」

　また間合いを詰めてきた仁の顔は悪いた戯ずらっ子のように笑っている。

　カッコいい……！　その顔は反則だよ！

「ダメ、待って。心臓に悪い」

　手のひらを突き出してギブアップ宣言をする。すると仁は私の手首を掴んで自分の唇に寄せた。手のひらにチュッと音を立ててキスをされて「うわあ！」と叫んだ。

「いいね、その反応」

　仁は片方の口角だけを上げて二ヤッとする。

　これまで私が出会ってきた男性の中で、仁は群を抜いて紳士だと思っていただけに、これまでの顔とのギャップが大きくて。

　でもそれがまたいいっていうか。

「これ以上好きにさせないで……」

　泣きそうな声で訴える。すると仁は、色気たっぷりの声で囁いた。

「どこまで可愛いんだよ。……このまましたいのはやまやまなんだけど、今はやめておく」

　今は？　いつならするの？

　ホッとしたような残念なような気持ちになった。

　どちらにしても、近いうちに訪れる行為に覚悟を決めておかなければいけなそうだ。

「ひとつ、花帆に相談したいことがある」

　仁が急に眉根を寄せて真剣な表情になった。

「あの人……沙倉さんを、結婚式に呼ぶべきか迷っている。花帆の意見を聞きたい」

　これはきっと、仁にとってとても重要なこと。簡単に答えていい問題じゃない。

　彼の真摯な気持ちに応えたくて、私は少し考えてから慎重に言葉を紡いだ。

「仁は沙倉さんをどう思ってるの？」

「……本当に、恨んだりはしていないんだ。それよりも、自分の非力さに腹が立ってる。一番近くにいたのに、あの人を守れなかった。あの人が崩れていくのをただ見ているだけだった。それがなにより悲しくて、悔しかったんだ、ずっと」

　初めて聞く、仁の心の声だと思った。彼が抱えてきたものすべて、私が一緒に背負えればいいのに。

　泣きそうになる気持ちを抑えて笑顔で答えた。

「仁が嫌じゃなければ、呼んだ方がいいんじゃないかな」

「それはどうして？」

「だって仁のもうひとりのお母さんでしょ。カッコよく立派に成長した仁を見てもらいたいな」

　仁は困惑したような目つきになる。

「それで、夫婦になる私たちを見て、沙倉さんに安心してもらいたい。仁はもう大丈夫だよって」

　私には到底理解してあげられないわだかまりがふたりの間にはある。きっと沙倉さんは沙倉さんで、思うところがあるだろう。だからこそ私は、明るく振る舞うようにつとめて、仁の弱い部分をフォローしてあげたい。

「でも一番は仁の気持ちを優先したいから、私の意見は参考程度に聞き流していいよ」

　仁はしばらくの間悩んでから、なにかを確かめるように私の手を強く握った。

「俺も、これから花帆と新しい家族を築いていくのだと、知ってもらいたい」

　仁の吹っ切れたような横顔が眩しくて目を細めた。

　よかった。

「あの人は今、じいさんとばあさんと暮らしているんだ。会いに行って直接話がしたい。花帆もついてきてくれないか」

　突然の展開に驚きを隠せなかったけれど、仁のためならなんでもしてあげたいという気持ちから迷わず頷いた。

「もちろんだよ」

「ありがとう。心強いよ」

　仁は安堵した表情になる。

　ずっと完璧だと思っていたけれど、仁も普通の男の人なのだ。いろいろな面をもっとたくさん知って、理解していきたい。

「うれしいな。本当は、単純に私が会ってみたい気持ちもあったしね」

　ふふ、と悪戯するように微笑むと、仁も一緒になって笑う。その穏やかな表情に、きゅうっと胸が締めつけられる。

　仁にとっての私が、僅かでもやすらげる場所になりますように。

「ひとまず家に戻ろうか。みんな心配しているから」

「そうだよね……みんなに迷惑かけちゃった」

　杏汰はいいとして、社長や弥生さんと顔を合わせるの気まずいな。

「そんなに深刻そうな顔するなよ。みんな気にしてないから。むしろ婚約者に逃げられた俺の方がカッコ悪い」

　弱りきった顔をしている仁が物珍しくて、ついまじまじと眺めた。仁は照れくさそうに顔を背けて立ち上がる。

「さてと。せっかく花帆の家に来たんだし、例のドレッサーを運ぶか」

「えっ、今？」

　驚く私をよそに仁はすぐに行動に移した。

　まずうちの駐車場に停めてある、仁の車の後部座席を倒してフラットにする。

　車に詳しくないので車名は分からないけれど、高級車として人気の高いエンブレムは見覚えがある。黒色の車体は近づくのも躊ちゅう躇ちょするほど綺麗に磨かれて光っていて、車内はゴミひとつなく、なんだかいい匂いがした。

　うちの父親の車とは大違いだ。

「綺麗なのに汚れちゃわない？」

「車は消耗品だから汚れていいんだよ」

「でも、高いでしょ？」

「いい車は、事故に遭った時、値段相応に守ってくれるだろう」

「そういうものなの？」

「事故に遭わないのが一番だけどな」

　世間話をするトーンで説明を受けたけれど、仁の過去を聞いたばかりだから胸が痛む。

　だけど仁がいつもと変わらない顔をしているから、私も明るい顔を崩さないようにした。

　仁はドレッサーを慣れた手つきで解体して、数回に分けて運び出す。

　私の部屋は二階なので、ひとりでは階段を降りる時に足元が見えなくて危険だ。だから私も一緒に運ぶと申し出たのに、絶対に持たせてはくれなかった。

　ドレッサー以外にも、お気に入りのクッションや、子供の頃から大事にしているぬいぐるみなど、いろいろと車に詰め込んだ。

　仁が車を運転するところを見るのは初めてで、ハンドルを握る指が細長くて色っぽいなぁと見惚れた。横から見るフェイスラインもすごく綺麗だ。仁が前を向いているのをいいことに好き勝手眺めていたら、見すぎだと注意された。

　朝霧家に到着して車から降りる。物音を聞きつけた社長と弥生さんが表に出て来た。

「お帰りなさい」

　向けられた弥生さんのふわふわとした声と笑顔に、安心感が全身に広がった。

「お騒がせしました」

「いいのよ～」

　社長が車の中を覗き込む。

「なにを持って帰ってきたんだ？　花帆ちゃんの花嫁道具か？」

　仁がトランクを開けて言い放つ。

「そんなところだな。運ぶから父さんも手伝って」

　仁だけでなく社長に重たいものを持たせるなんて。

「まって、私が……」

「花帆はぬいぐるみとかにして」

　仁にぴしゃりと遮られた。

「おじさんこう見えて力持ちなんだぞ」

　首をすくめる私に、社長が誇らしげに言う。

　そりゃそうだ。仁と同じく、長きにわたって和菓子職人をしているのだから体力はあるはずだ。大きな鍋で餡を練ったりする作業はかなり腕の筋力を使うし。

「こういうのは男の人に任せておけばいいのよ。心配するより、おだてた方がよっぽどいいわ」

　弥生さんは私にこそっと耳打ちをする。

　それから、「和志さんカッコいいわぁ～」と拍手をすると、社長はまんざらでもない顔を浮かべた。

　弥生さん、おっとりしているようで社長を手のひらで転がしているんじゃ……。

　なにげない日常のひとコマ。それがとても温かい。

　みんなに手伝ってもらって荷物をすべて運び出し、揃って母屋のリビングに入った頃には十時を回っていた。

　起きたのは六時くらいだったのに。時間が過ぎるのが早くて驚く。

「ふたりともご飯は？」

　弥生さんに聞かれて首を横に振る。

「まだです」

「今日は話もあったし、簡単に済まそうと思ってエッグベネディクトにしたの。すぐ用意するから待っててね」

「エッグ、べ、ベネ？」

　片言で繰り返す私の隣に座る仁が、こらえきれないといった様子で肩を揺らした。

　優しい笑い方をする仁に、ぽーっと見惚れる。すると仁の腕が伸びてきて、頭にポンッと手のひらが乗った。優しく撫でられて血が顔に集まる。

　両親の前なのに、仁は恥ずかしくないのかな。

　正面では恵比須顔の社長が、私たちの様子を見守っている。

「おはよう～」

　居た堪れない空気を変えたのは、あちこちに髪の毛先を跳ねさせた杏汰だった。

　どうやって寝たらそこまで寝ね癖ぐせがつくのだろう。

　杏汰は私たちが座っているダイニングテーブルまでやって来て、大きな欠伸をする。

「二度寝したの？」

「誰かさんたちに邪魔されたからな」

　痛いところを突かれて「ごめんね」と申し訳なく頭を下げた。隣の仁は、穏やかな声色で言う。

「ありがとな」

「雨降って地固まるってやつか」

　杏汰の明るい声に引き寄せられて顔を上げる。そこにはいつもの人懐っこい笑顔があった。

「母さん、俺のご飯もあるの？」

　弥生さんへと視線を移した杏汰は、そのままキッチンに入っていく。

「あるわよ～」

「待って、俺の卵は半熟にして」

　そういえばエッグベネディクトってどうやって作るのだろう。興味が湧いて杏汰の後に続こうとした。

「私も作り方見たい」

　立ち上がりかけたところで手を掴まれ、ストンッとその場に腰を下ろした。何事かと腕を引いた張本人を見る。

「今日くらい手伝わなくていいだろう。花帆はここにいて」

　仁にそう言われると動けない。さっきから言動が甘すぎる。

　仁が繋いでいる手に指を絡ませる。みんながいる場所で恋人繋ぎをされて、叫び出したいのを我慢したら唇が震えた。

　キッチンにいるふたりをカウンター越しに見る。美味しそうな音を立てるフライパンを覗き込んでいて、こちらには気に留めていない。

　続いて正面へ目線を動かすと、新聞を読んでいる社長の口角がぴくぴくと動いていた。明らかに笑いたいのを我慢している。

　やっぱり社長は気づいてる……。

　うれしくても、恥ずかしさには勝てない。繋いでいる手をほどこうと試みたが、もっと強い力で手の動きを封じ込められて、なすすべがなくなった。

　仁の深い愛情を感じて、まあいっか、と照れる顔を伏せた。

　それから弥生さんお手製のエッグベネディクトなるものを美味しくいただき、食後の紅茶まで入れてもらった。

　コーヒーや紅茶の香りが入り混じって漂うなか、仁が話を静かに切り出した。

「花帆とふたりで決めたんだけど、あの人を結婚式に呼ぶよ」

「あの人って、沙倉さん？」

　杏汰が首を傾げる。

「そうだ」

「それは思いきったね」

　杏汰の言葉には遠慮がない。けれど、それがふたりの間には壁がないことを証明しているようで安堵した。

　ふたりはずっと兄弟として育ってきたんだもの。私が心配する必要なんてないんだよね。

「……あの人とはこの家に来てから一度も会っていない。だから過去に囚われていた部分もあるような気がするんだ。花帆とふたりで新しい人生を歩んでいくためにも、きちんと清算するべきなんじゃないか」

　仁の真面目な姿を杏汰は呆れた様子で見ている。

「相変わらずクソ真面目だな」

「ちょっと杏汰。そこは誠実って言ってよ」

　ムッとして口を尖らすと、杏汰は「はいはいはいはい」と軽く流した。

「はいが多い」

「ありがとう、花帆」

　とろけそうな王子様スマイルを至近距離で浴びせられ、杏汰の言動なんてどうでもよくなった。

　杏汰はおどけた顔をしている。

　軽口を挟んで、重くなりそうだった空気を蹴散らせたのは分かっているから、憎めない。

「あなたたちが決めたなら、なにも言うことはないわ」

「そうだな」

　弥生さんと社長が同意すると、仁は隣にいる私にだけ分かるような細い息をついた。

　仁でも緊張したりするんだ。

　いったいどんな人なんだろう。仁は弥生さんに似ているから、きっと沙倉さんにも似ているはず。

「できれば式の前に直接会って話したい。もちろん花帆も一緒に」

「それは……」

　弥生さんが口を噤んだ。成り行きを静かに見守る。

　しばらく逡巡した後、弥生さんは首を縦に振り、その横で社長も大きく頷く。

「分かったわ。行ってらっしゃい」

　弥生さんが納得して、仁は安堵したようだった。

「我わが儘ままを聞いてくれてありがとう」

「こんなの我儘の内に入らないわ」

　弥生さんは弱々しく眉を下げた。

「ずっと、仁は沙倉のせいで悩んでいると思っていたの。きっと私たちにもどこか遠慮して、言いたいことを言えず我慢する部分も多かったでしょう。仁があえてひとりでいようとしているのは気づいていたわ」

　弥生さんを見つめる仁の横顔は切なそうだ。

　仁は弥生さんに甘えたかっただろうし、弥生さんは仁に甘えてほしかったんだろうな。

「けど、花帆ちゃんのお見合いの話が出た時、小さい頃からなにもねだらなかった仁が、『花帆と結婚したい』って言ったわよね。実はそれがね、うれしかったの」

　仁がちらりとこちらに視線を送った。目が合って、同時に照れ笑いになる。

「そんな仁が、花帆ちゃんに他でもない沙倉のことを相談して、ふたりで決めたのよね。仁に花帆ちゃんがいてくれてよかった」

　私はなにもしていないのに、こんなふうに言われてますます気恥ずかしい。

「花帆ちゃん、仁をよろしくね」

「はい！　私の方こそよろしくお願いします！」

　気合いが入りすぎてやたら大きな声になった。杏汰が忍び笑いをしている。

　岐路に立つ仁の隣にいさせてもらえる。少しでも仁を支えられる存在になれたらいいな。

　こうして、杏汰の『雨降って地固まる』という言葉が一番当てはまるように、私と仁の関係も、朝霧家の繋がりも一層深いものとなったのだった。




　話し合いを終えて、まだ運んだものが乱雑する離れの寝室へと移動した。

「せっかくスッキリしていたのに、私のものでごちゃごちゃしちゃうね」

「花帆に囲まれているみたいで俺は安心するけど」

　仁が甘い。すぐ近くにあったぬいぐるみを抱きしめて、やり場のない感情をどうにか抑え込む。

　仁は先ほど解体したばかりのドレッサーを再び組み立て、どこに置こうかと思案している。相変わらず仕事が早くて、ここでも惚れ惚れする。

　部屋の整理を終えて、汗をかいたからとふたりともシャワーを浴びた。私は化粧とヘアセットを直して、やっと一息つけたのは十五時を回る頃だった。

「もうこんな時間か」

　仁が壁掛け時計を仰ぎ見る。

「出かけられなくて残念だけど、仁やみんなとたくさん話ができたからよかった」

「まだ時間はあるだろう。花帆とのデート楽しみにしていたんだ」

　仁が優しい表情を浮かべる。

　さっきからずっと笑ってくれるけど、これが恋人の特権ってやつかな。幸せ過ぎる……。

「私もすごく楽しみにしてた」

「今からでも出かけないか？」

「本当？　うれしい！　仁は今日どこに行くつもりだったの？」

　あの話をしたきり、今日のデートについて触れてこなかった。私は照れくささがあったし、仁もそうだったのかもしれない。

「遊園地に行こうかと考えていた」

「ええ!?」

　当日の天気や気分で決めればいいかな、なんて考えていたけれど、まさか仁がそんなプランを立てていたなんて。すっごくうれしい。

「似合わないよな。でも花帆が好きだろうと思って」

　気恥ずかしそうに目を逸らす仁に胸がキュンとなる。

「えっと、じゃあ、今から行く？」

　仁はなにやら考え込む。

「……今日は、もう少し花帆と話がしたい」

「うん。そうしようか。私は仁と一緒なら、なにをしていても楽しいよ」

　すぐに返すと、仁は私の瞳をジッと覗き込んだ。

　な、なに？

　ドキドキを通り越して、ドンドンッと太鼓のように心臓の音が全身に鳴り響く。

「花帆を独占してもいいか？」

　どういう意味？

　わけが分からず小首を傾げる。

　その間も仁は黙って私を見据えていて、逃げられない私は素直に頷くしかなかった。

　赤くなった顔を見られないように俯かせていたら、下から持ち上げられるようにキスをされた。

「んっ……」

　押し付けられた唇が熱い。

　仁はそっと唇を離すと、触れるか触れないかの距離で囁く。

「ふたりきりになれる場所へ行こう」

　吐息が肌にかかる。

「ここじゃなくて？」

「もっと雰囲気のあるところがいいからな」

　それは……そういうことだよね。雰囲気のあるところってどこだろう。

　仁はスマートフォンを手にして電話をかけた。

「急に悪い。ちょっと頼みごとがあるんだけど。これからどこでもいいから用意できないか？　ああ、うん、そっちで頼む」

　親しそうな口調だけど、電話の相手は友達なのかな。

　休みの日も工房で過ごしてばかりの仁の交友関係は杏汰に聞いても知りえず、この前会った長谷川さんが本当に初めて会った仁の友人だった。

　短い通話を終えた仁がふわりと微笑む。

　眩しい。仁の周りだけ光が当てられているかのようだ。目がチカチカする。

「花帆はこのまま出かけられる？」

「この恰好でいいなら」

　今日はデートの予定だったので、手持ちの服の中で一番女の子らしい白のワンピースを選んだ。ウエストにギャザーが寄っていて、コルセットベルトをしているようなシルエットがお嬢様っぽい雰囲気を醸し出している。

「うん、いいか」

　仁はひとりで納得してソファから立ち上がる。

「どこに行くの？」

「フローリデホテル。部屋で食事ができるように手配した」

「あそこって何ヶ月も予約待ちって聞くよ？」

「コネを使わせてもらった」

「長谷川さん？」

「そう」

　笑いながら手が差し伸べられる。ドキドキしながら手を重ねると、ぐいっと力強く引っ張られた。

「行こう」

「待って、荷物が」

「なにも持っていかなくていいから」

　そう言われても、さすがに身ひとつで行けない。床に置きっぱなしにしてあったバッグを掴む。

　今日使うつもりだったバッグだから必要最低限のものは入っている。

　なにもそんなに急がなくても。チェックインの時間がすぐとか？

　詳しい説明もなく、わけがわからぬまま仁の車に乗り込んだ。

　慣れた様子でホテルの地下駐車場に車を停めて、迷う様子もなくホテル内に入っていく。

　私は初めて訪れたけれど、仁は選定会で来ているよね。それにしても詳しすぎない？

　以前に宿泊客として誰かと来たのかな。長谷川さん？　でもさすがに男同士では泊まらないよね……。

　隣に並んで歩く、白いシャツにグレージャケット、ネイビーパンツを合わせたカジュアルなファッションの仁を見上げる。

　どうせ部屋から出ないからとリラックスできる服装にしたらしいけれど、十分ラグジュアリーホテルに合う出で立ちだ。

　いつもより高いヒールのおかげで身長差が縮まったのはいい。だけど、おろしたての靴はまだ私の足に馴染んでおらず、歩くたびに痛みが走る。

　場所が場所だし、仁の隣を歩くのなら、私もできる限り大人っぽくしたかったのでこの靴にした。

　今日のところはなんとかやり過ごせるかな。遠出とかの予定じゃなくてよかった。

　すぐにエレベーターで上階へ昇らず、仁が足を運んだのは商業施設が並ぶフロアだった。

「気に入るのがあるといいんだけど」

　手を引かれて入ったのは、お洒落に興味がある女性なら知っているであろう高級靴ブランドのお店。

　私もいつかは履いてみたいと、憧れていた靴が棚にたくさん飾られている。

「遠慮しなくていいから好きなのを選んで」

「どうして靴を買うの？」

　いきなりの展開に呆気に取られ、その場に立ち尽くした。

「足が痛いんだろう」

「そうだけど、どうして分かったの？」

「いつもより歩くのが遅かったし、体重のかけ方がおかしかったから」

　すごい。女性同士ですらそんな些細な変化には気づけないよ。

「大丈夫。歩けるよ。こんな高価なもの買ってもらえない」

　好意はありがたいけれど、店員さんに聞こえないように声を潜めて訴える。

「それなりに稼いでいるから心配しなくていい」

　それは知っているけど！　そういう問題じゃなくて！

　目で必死に抗議しても仁にはまったく伝わらない。

「俺のせいで予定が狂ったし、お詫びの気持ちに受け取ってほしい」

　そんな言い方をされたら断れない。

　女性しかいない店内。ピカピカに輝く靴たちを背景に凛とした佇まいの仁。ドラマのワンシーンを彷彿とさせるような光景だ。

　店内にいる女性客がチラチラと仁を盗み見ている。

　やっぱりカッコいいよね？　見ずにはいられないよね？

　心のなかで彼女たちに共感を求めている私に代わって、仁が幾つかの靴を物色した後、エナメル素材のハイヒールを手に掴んだ。

　靴自体はライトピンクで、アウトソールだけ赤色になっている。可愛らしさの中に大人っぽさが隠れていてめちゃくちゃ可愛い。

　今日の服との相性も抜群だ。……って。

「ちょっと待って！」

　王子様のように私の足元に跪ひざまずいて、靴を履かせようとする仁を全力で制止した。

「好みじゃないか？」

「めちゃくちゃ可愛いよ！」

　だったらなに？　とでも言いたげな瞳に射抜かれて卒倒しそうになった。

「ヒールが高すぎるか？　俺に掴まっていれば歩けるよな」

　仁にエスコートされて歩く姿を想像して、今度はぶわっと体温が急上昇した。

「こ、これ、何センチありますか？」

「八センチです」

　そばに控えている店員さんがすぐさま答える。

　それなら今履いているのとさほど変わらない。

「ひゃっ！」

　急に足首を掴まれてバランスを崩す。そのまま倒れ込むようにしてスツールに腰を下ろした。

「俺はこれが花帆に似合うと思う」

　問答無用と言わんばかりに私の足先を靴に入れる。

　私の話も聞いてくれないし、すごく自分勝手だ。それなのに、いつもと違って強引な仁がとても魅力的に見えて、胸がキュンとした。

　仁はうつつを抜かす私の両足にパンプスを履かせると、生き生きとした色を顔に浮かべる。

「可愛い」

「……うん、可愛いね」

「花帆がね」

　仁の爽やかな笑顔がはじけ、心臓が跳ねまくった。

　まさにこれが、お客様にスイーツ王子と呼ばれる由来となった、女性を虜とりこにするスマイルだ。

　このままでは部屋に到着するまでに、いい意味で気力を削ぎ落とされてしまう。これ以上仁に魅惑されないようにしないと。

「これでいいか？」

　こくり、と頷く。会話は必要最低限にしよう。

「すみません、このまま履いていきます」

　仁が店員さんに伝える。

　店員さんは丁寧な所作で、私物の靴をショップ袋に詰めてくれた。仁は財布からカードを出してお会計をする。夢のような体験をした私は、そのさまを黙って見つめていた。

「絶対に転ぶから」

　仁の腕に絡めた手を引っ込めようとしたらやんわりと注意された。

「平気だよ。こんなに履き心地のいいパンプス初めてだし、すごく歩きやすい」

「そんなに嫌がらなくてもいいだろう」

「嫌じゃなくて恥ずかしいの」

「どこが」

「全部だよ……」

　店を出てから、何度も大丈夫だと言っているのに聞き入れてもらえなかった。

　ふたりだけを乗せたエレベーターが上へ上へと昇っていく。

　フローリデホテルの最上階に位置するレストランでは、夜景を見ながらフレンチディナーが堪能できることで有名だ。

　そしてレストランだけでなく、客室でもプライベートディナーを楽しめる。ただそれは限られた部屋のみ。

　仁はエレベーターを降りて突き当たりの部屋にカードキーをかざし、私を中へ通す。誰がどう見ても、一目で普通の部屋ではないと理解できるほど豪奢だった。

　絶句している私の横を通り過ぎ、仁はジャケットを脱いで手近なソファに投げた。

　ハンガーにかけないと皺になっちゃう。

　そう思っているのに、足が床に張りついて動かない。中がどうなっているのか怖くてこれ以上前に進めないのだ。

「そんなところで突っ立ってないで、こっちにおいで」

　優しい声に誘われて、恐る恐る奥へと歩みを進める。

　この部屋どうなっているの。

「ひと部屋じゃない……？」

「スイートだからな。２ＬＤＫか」

「ふたりなのに!?」

「スイートだとこの部屋しか空いていなかったんだ」

「スイートじゃないとダメなの!?」

　大袈裟すぎるくらい狼狽える。仁は困ったように「まあ……」と口を濁した。

　仁にとってはこれが普通？

　だとしたらかなりカルチャーショックだけど、ここでこれ以上騒ぎ立てれば仁の思考を否定するようなもの。

　せっかく連れて来てもらったのだし、素直に喜んでいいよね。

「びっくりしたけど、素敵だね、この部屋」

　スイートルームなんて初めてだし、部屋の中がどうなっているのかくまなく探検したいところだけれど。さすがに品がない気がしたので、湧き上がる好奇心をぐっとこらえて窓外に広がる街並みに興味を移した。

　全面ガラス窓からはパノラマが見渡せた。日常からかけ離れた景色に、緊張が嘘のように吹き飛ぶ。

「素敵……！」

　胸の前で両手をぎゅっと握りしめる。

　もっと大人になるまで縁のない場所だと思っていたところに今、いる。

「やっぱり夜の方がいいな」

　ガラスの向こう側に広がる景色を眺めながら仁が声を落とした。

「最近は日が長いし、辺りが完全に暗くなるのは八時とかになるか。花帆はもっと早くに夕飯が食べたいだろう？」

　朝と昼兼用で弥生さんお手製のエッグベネディクトを食べたけれど、すでに小腹が空いている。

「早めに食べたいな。それに、ただでさえスイートルームで委縮しているのに、これで目の前に夜景が広がっていたら、食事が喉を通っていかないよ」

「そうか。まあ、泊まりだから夜景はいくらでも見られるしな」

「……泊まるの？」

「あたり前だ。滅多にない連休だし羽を伸ばそう」

「着替えとかなにもないし、そんな急に言われても」

「必要なものはホテルのスタッフに言って、すべて用意させるから」

「ええっ、そんな」

「深く考えずに俺との時間を楽しんでほしい」

「……分かった」

　普段無理を言ったりしない仁だからこそ、こんなふうに言われたらなんでも聞き入れたくなってしまう。

　改めて気持ちを入れ替えた私は、まず仁のジャケットをハンガーにかけて、それからひと部屋ずつ見て回った。

　部屋には大理石のお風呂が備わっていて、そこからも景色が堪能できるようになっている。

　高級感溢れる空間に感激しつつ、大きな不安が心を揺るがす。

　脱衣所からお風呂へ続く扉や壁がすべてガラスなんだけど、入っているところが丸見えじゃない？　どうするの、これ。

　いつものように先に入ってもらって、私がシャワーを浴びる時は奥のベッドルームに移動しておいてもらわないと。

　非現実的な空間に一喜一憂している間、仁はウェルカムシャンパンをグラスに注いで飲んでいる。

「花帆も飲んでみる？」

　細長いグラスのなかで小さな気泡がパチパチと弾けている。

「せっかくだし、頂こうかな」

　シャンパンを飲んだ経験がないので、少しの不安を残しつつも、言われた通り今を楽しもうと慣れない手つきでグラスを取り乾杯をする。かなり苦いけれど、大人な仁に近づけたような気がしてうれしくなった。

「無理して飲まなくていいからな。違うものを頼むか？」

　私の些細な表情の変化に気づくなんて、しばらく離れていたとはいえやっぱり幼馴染なのだと胸がじんわり温かくなる。

「ごめんね。もう少し甘いと飲めるんだけど」

「分かった。度数も低いものにしよう」

「お酒そんなに弱くないよ」

　お見合いの席でもけっこう飲めたし、その後に気持ち悪くなったりもしなかった。

「今日は酔っ払いになられると困るから」

　どこか真剣さを帯びた瞳に見つめられて、心臓がドキッと鳴った。

「そ、そっか」

　いろいろ考えてくれるのはとてもうれしい。でもこの部屋でこれからどう過ごすのか、先が読めないから余計に緊張する。

　しばらくしてディナーが運ばれてきた。意外にもそれらは日本料理だった。

　欧風料理と選べるらしいのだが、日本料理の方を私が好むと判断したらしい。

　その通りなので、好みを把握してくれている喜びが胸に広がる。

　そして料理が本当に美味しい。シェフのお任せ料理の一つひとつに感嘆の声をあげ、残すところあとデザートのみとなったところで、部屋の扉をコンコンッと叩く音が響いた。

　ホテルスタッフかと耳を澄ませていたが、いつまでたっても声は聞こえてこない。

　不審に感じていたら、仁がゆっくりと扉に向かって行き、無言のまま開けた。

「よっ」と軽快な男性の声がして、スーツに身を包んだ長谷川さんが、仁を素通りして私の前までスタスタと歩み寄ってきた。

「花帆ちゃん久しぶり」

　長谷川さんのコネを使わせてもらったし、もしかしたら会うかもしれないと頭の隅で準備はしていた。だからあまり驚かずに挨拶をする。

「お久しぶりです」

「手毬の練り切りよかったよ～！　やっぱり可愛い子は、考えるお菓子まで可愛いんだね」

　長谷川さんっていつもこのテンションなのかな。

　にこやかな笑顔につられて私も頬を緩めながら頭を下げた。

「こちらこそありがとうございました」

「おい、俺を無視するな」

　仁が戻って来てぶっきらぼうに言い放つ。

　長谷川さんは、私に向けた笑顔とまったく一緒のものを仁にも見せた。

「ん？　ああ、仁は一昨日振り？」

「相変わらずだな」

「仁もいつも通り不愛想だよね～」

　先週、茶室で扱う和菓子の最終審査が行われ、無事に朝霧菓匠の練り切りに決まった。そのことで、仁と長谷川さんはここ数日、頻繁に連絡を取り合っているそうだ。

　一時は危ういところだっただけに、朝霧菓匠の信頼が取り戻せてホッとしている。

「ところでさ、スイートルームの宿泊予約なんて初めて仁からお願いされたけど、今日はなにか特別な日なの？」

　あからさまに長谷川さんがニヤついているのでさすがに苦笑した。

「せっかくのムードが台無しだ。さっさと帰ってくれ」

「ひどくない？　仁って好きな子にはそうなるんだな。すっげー意外。いいもの見させてもらったわ」

　仁は苦虫を噛み潰したような顔をする。

　こんな顔をさせるなんて、長谷川さんはある意味すごい。

「部屋を用意してくれたのは感謝する」

　いつもより仁の声のトーンが低い。

「〝は〟ってなんだよ」

「他に感謝するところはないだろう」

「花帆ちゃん、こんなぶっきらぼうな奴でいいの？　やっぱり俺にしとかない？　ホテル御曹司だし、かなりお勧めだよ」

「黙れ。俺も老舗和菓子屋の御曹司だ」

「そうだった～！」

　仁が珍しくむきになっている。長谷川さんはおかしそうにケラケラと笑った。

「部屋以外にもプールとかエステとかいろいろあるし、とにかく最高だから楽しんでいってね。仁も何度か利用しているけど、満足してもらえているよ」

　何度か利用、という部分が引っかかる。

「そんなに心配しなくても仲間内の、男同士でだから大丈夫だよ。可愛いなぁ。捨てられた子猫ちゃんみたい」

　顔に出ていたのか、長谷川さんがニッと口角を上げて補足した。心を読まれて恥ずかしくなる。

「ありがとうございます……」

「まあ、楽しめるかどうかは仁の頑張り次第か」

「言われなくても頑張らせてもらうよ」

　すかさず言い返した仁の言葉にドキッとした。

「へえ～」

　長谷川さんは面白いものでも眺めるように仁をじろじろと見た。そんな長谷川さんに一歩近づいて、仁は真面目な顔を向ける。

「今度、遼平に話したいことがある」

　張りつめた空気がこっちにも伝わってきて、ごくりと唾を飲み込んだ。

「……おう。なんか知らないけどいい話なんだろ？」

「そうでもないけど、でも遼平には聞いてほしい」

　まるで告白でもしているかのような熱量がある。話というのは、きっと沙倉さんや仁の生い立ちについてだ。

　以前長谷川さんは、仁はどこか人と線を引いていると言っていた。その仁が、一歩踏み込もうとしている。

　長谷川さんは軽そうに見えて実は思慮深く、人のことを見ている。そんな敏感な彼だからこそ、改まって話があると言った仁の変化には気づいたはずだ。

「そこまで言うなら聞いてやるよ」

　長谷川さんの、仁の緊張を溶かすような柔和な話し方に胸がぎゅっと締めつけられた。

　いい人だなぁ、長谷川さん。

「そろそろ本当に邪魔になるから帰るわ。ふたりともまたね」

　颯爽と出て行った長谷川さんはちょっとうれしそうで、私まで幸せな気持ちになった。

「悪い。まさか遼平が顔を出すとは思わなくて」

「ううん。お世話になっているし、挨拶ができてよかったよ。長谷川さんってイケメンで面白くて、しかもホテルの御曹司だなんてすごいよね」

「花帆はああいうのがタイプなのか」

　自分の好みについて深く考えたことがなかったけれど、タイプを聞かれたら仁しか頭に思い浮かばない。

　誤解はされたくないけれど、面と向かって宣言するのはさすがに恥ずかしい。

「女の子ならみんな好きそうな顔だよね。人あたりもよくて口もうまいしね」

　溶け始めたアイスを急いで口に運びながら説明をする。

「花帆はよく喋る男の方がいいのか」

　どこか感情を抑えた低い声に慌てて否定をする。

「私は静かで落ち着いている人がいいかな。……仁みたいに」

　アイスを食べているのに顔が熱い。

「俺に気を使っているんじゃないのか？」

「本心を言っているだけだよ」

　私を真正面から見据える綺麗な瞳とかち合う。

　無理。カッコよすぎ。

　スプーンを置き、顔を伏せて悶絶した。

　誰もが羨む容姿で、仕事もできて、頼りがいがあって優しくて、こんなに素敵な男性が私の気持ちを推し量ろうとするなんて、なんて贅沢なのだろう。

「気にくわないな」

　仁の口から発せられたものとは思えない荒っぽい口調にキョトンとする。

「へっ？」

「もう食べたか？」

　私と仁の間に明らかに温度差が感じられた。

　なんか怒ってる？

「う、うん。ごちそうさまでした」

「こっちに来て」

　不機嫌さを露わにした仁は、立ち上がった私の手を引いて窓際に押し付けた。

　背中にはガラス窓、正面には精悍な顔つきの仁。

「どうしたの？」

　返事の代わりに荒々しいキスをされた。

「ふっ……んぁ」

　無理やりこじ開けられた唇の隙間から、仁の舌が入ってきた。怖おじ気けづいて逃げ惑う私の舌を簡単に絡め取り、側面をぬるりと舐めた。身体がびくりと大きく跳ねる。

　じゅっと音を立てて舌を吸われ、閉じることの許されない口の端から唾液がこぼれて肌を伝う。

「んっ……」

　逃げようとしても、握られた両手首はガラスに縫い付けられて動かない。唇を押しつける力も強くて、顔の向きすら変えられなかった。

　苦しい。食べられているみたいだ。

　ようやく解放されて、はあはあ、と肩で息をしながら仁を見つめる。

　まだ熱をはらんだ瞳は揺れていて、またすぐに噛みつかれそうだった。

　仁は掠れた声で囁く。

「自分でも知らなかったけど、俺はかなり独占欲が強いらしい」

　私のものか仁のものか区別がつかない唾液で仁の口元が濡れている。それを親指の腹でぐいっと拭う仕草が艶めかしくて目がくらんだ。

「ちゃんと聞いているか？」

　目を瞑っていたら、顎先を掴まれて上を向かされる形になった。高いヒールの靴を履いているから、顔の距離がいつもより近い。

「独占欲が、強いって話だよね」

「そうだ」

　長谷川さんがカッコいいって言っちゃったから、仁はこんな衝動的になっているんだよね。

「それはそれでうれしい」

　私の発言が意外だったのか、仁は僅かに目を見張る。

　もちろん、わざと嫉妬心を煽るような真似はしないけれど、いつも落ち着いている仁の情欲的な姿はとても魅力的だ。

　仁は急に脱力して私の肩にトンッと頭を乗せた。どうしたのだろうと首を傾げる。

「あまり俺を振り回さないでくれ。これ以上カッコ悪いところを花帆に見せたくない」

「どこがカッコ悪いの？」

「……こんな予定じゃなかったんだけど」

　仁は力なく言って私からすっと離れた。その足で壁にかけられたジャケットに歩み寄り、ポケットから手のひらサイズの箱を取り出す。

　一連の流れを黙って見守っている私の前に再びやって来て、手の中にある箱を静かに開けた。

「俺と結婚してほしい」

　ネイビーの箱の中心で輝く指輪に、一瞬呼吸をするのを忘れた。

「これ……」

「受け取ってほしい」

　婚約指輪、だよね。

　目の奥が熱くなった。涙が溢れそうになるのを必死にこらえて声を絞り出す。

「……ありがとう。よろしくお願いします」

　仁が丁寧な所作で私の指にエンゲージリングを通す。

「綺麗」

「勝手に選ぶのもどうかとは思ったんだが、サプライズで用意したくて」

「私を思い浮かべながら選んでくれたんだよね。すごくうれしい。それに、美的感覚が冴えている杏汰と一緒にいる機会が多いからか、自分がそこまでセンスがないのも自覚しているし」

「ここでも杏汰が出てくるのか」

　仁が、やれやれ、といったふうに苦笑する。

「ん？　どういう意味？」

「杏汰の存在にはずっとやきもきさせられていた」

「えっ。杏汰だよ？」

「杏汰はカッコいいだろう。遼平よりも」

　どちらもカッコいいけれど、仁には敵わない。

「仁ってブラコン？　ヤキモチ焼くなんて変なの。仁はこんなに素敵な人なのに」

　仁の意外な一面を知れてうれしい。楽しくなってクスクスと肩を揺らす。

「花帆が好きだからだよ。好きだから、たくさん嫉妬するし、俺だけのものにしたい」

　仁って、けっこう胸の内を正直に話す人なんだ。私は恥ずかしくていろいろと躊躇してしまうのに。

「さっきの続きをしてもいい？」

　仁は返事を待たず私の唇を奪い、なにかを確認するように、薬指の指輪を優しく撫でた。

「一応、念のために言っておく」

　仁はまるで秘密事を話しているかのように、私の耳元に唇を寄せて囁く。

「プロポーズをするためにこの場所を選んだだけで、決してやましい気持ちはなかった」

　そっか、だからスイートルームを選んだんだ。

　納得していると、目と鼻の先にある口元がゆっくりと弧を描く。

「でも、許されるのなら花帆の全部を知りたい」

　鼓動が速くなる。触れ合っている部分から、気持ちが昂っているのが伝わってしまいそうだ。

　全部って、そういうことだよね。

　まだキスしかされていないのに身体の奥の方が疼いた。

　もっと仁に触れたい。

　仁の胸元に顔を埋めて「私も」と伝える。

　恥ずかしくてとてもじゃないけれど目を見て話せない。ドッドッと高鳴る自分の心臓の音に緊張感を煽られる。

　厚くて逞しい胸が大きく上下した。

　仁も緊張しているのかな……。

　そう考えた時。

「きゃっ！」

　突然身体を持ち上げられて、視点が定まらない状況の中運ばれる。優しくベッドの上に転がされ、次の瞬間には組み敷かれて噛みつかれた。

　むさぼるような口づけに息をするのもままならない。

「ん、はっ……」

　意識がどこかに飛びそうで怖くなる。なにかを握りしめたくて手を彷徨わせると、仁の大きな手に捕まった。それから仁は、私の指を一本一本丁寧に舐めた。

　ぞくぞくと背中に快感が走り抜ける。

「仁、怖い」

「俺が？」

　顔をぶんぶんと横に振る。

「違う。これからする行為が、怖い」

　仁はピタリと動きを止めて私の瞳を覗き込んだ。

「俺も怖い。花帆に嫌われないか、いつだって不安だ」

「うそ」

「こんなに好きなんだ。花帆が嫌ならいつまでも待つよ。無理やりはしたくない」

　安心させるように表情をやわらかくした仁は、私のまぶたの辺りに触れるか触れないかのキスを落とした。

　胸がきゅうっと締めつけられる。大好きだな、と思う。

　私から離れていこうとする腕を掴んだ。

「待って」

　不思議そうに首を傾けた姿にすら胸がきゅんとする。

「その……やっぱり……」

「やっぱり？」

「嫌じゃなくて……」

「花帆は焦らすのがうまいな」

「そういうつもりはないんだけど」

「じゃあどういうつもり？」

　答えに窮してなにも言えなくなると、仁はふっと笑った。

「怖がらせないように努力する」

　仁の目を見て、こくん、と頷く。

「花帆が魅力的だから、もしかしたら我を忘れるかもしれないけど」

　色っぽい台詞を吐いて、私の首筋に顔を近づけた仁の胸を押し返した。

「ま、待って！」

　仁はまだなにかあるのか、という目をしている。

「お風呂に入るの、忘れてる」

「家を出る前にシャワーを浴びただろう」

「あれから汗をかいているし」

「そこまで言うならかまわないけど。一緒に入る？」

「入らないよ！」

　そこではたと思い出す。この部屋のお風呂ってガラス張りだったよね。どうしよう。

　ものすごい速さでいろいろなパターンを頭の中でシミュレーションする。でも、どれも上手くいかない。結局羞恥心を煽るだけのような気がする。

「やっぱりこのまましよう」

　仁は返事を待つのに疲れた様子で、諭すように言った。

「でもっ」

「好きだよ」

　もうこれでお喋りはおしまい、と言わんばかりに口を塞がれた。

　私に触れる指先から大切に扱われているのが伝わってきて、強張っていた身体もいつしか溶かされていった。

　本当に仁と両想いなんだ。

　夢見心地で幸せの波に身体を委ねる。

　互いの体温が混じり合い、それがとても心地よかった。

　意識が朦朧とする私の瞳に映った仁は、これまでに見た中で一番素敵で眩しいくらいカッコよかった。










ふたりなら怖くないから




　正式にプロポーズをされて、幸せの絶頂だけれど問題はまだ残っている。

　萌にきちんと説明をしないといけない。

　休み明けの水曜日、仕事が終わったら阿久津さんと共に時間を作ってほしいとお願いした。

　みなまで言わなくても、萌は朝に顔を合わせても深く突っ込んではこなかった。

「今日って朝霧さんも来るの？」

　大きな鍋で小豆を茹でている私の背後から、阿久津さんがひょこっと顔を覗かせた。

　あくを取る手を休ませないまま「その予定です」と答える。

　途端に阿久津さんは、興奮を抑えきれない様子で身体をよじらせた。

「朝霧さんとプライベートで会えるんだ」

　私よりよっぽど恋をしている乙女に見えるのは気のせいではないはず。

「急なのに、ありがとうございます」

「どうせ予定ないから問題ないよ」

　鍋の底に沈んだ小豆を、つい掻き混ぜたくなるのをグッと耐え、湯気で湿った顔を軽く振った。

「いい報告なんだよね？」

「そうですね」

「だよねぇ。今日の朝霧さん、すごくスッキリした顔してるもん」

　心臓がドキリとする。

　そういう行為をした後は顔つきがスッキリするって聞いたことがある。仁もそれに当てはまるのだろうか。

　もしかして私の顔も？

　焦ったけれど、顔の半分はマスクで隠れているのを思い出す。

　仁マニアの阿久津さんだからこそ分かる微妙な変化に違いない。おかしくなって笑いがこぼれていた。

「こっちに来る」

　わっ、と驚いた阿久津さんの声に顔を上げる。

　私たちの前までやって来た仁が大鍋に視線を落とした。

「茹で具合は確認したのか？」

「まだです」

　私が答えると、仁は熱湯に手を突っ込んで小豆を摘んだ。

　こういうシーンを今までに何度か見てきたけれど、火傷をしないかハラハラする。だって絶対に熱いもの。

　仁は親指と人差し指の腹で豆を潰して、「もう少しだな」と呟いた。

「大丈夫ですか？」

　心配して声をかけると、仁は瞬きをする。

「なにが？」

「火傷をしないかと心配になりまして」

「大丈夫だよ。慣れているから。花帆は優しいな」

　目を弓なりに細めて、聞き間違いじゃないかと疑うくらい優しい声で諭された。

　仁どうしちゃったの。工房の中なのに、花帆って呼んじゃってるし。

　これまでに工房で話しかけられた記憶はほとんどない。それに加えてこの状況。

　そもそもこういうのは阿久津さんの仕事だ。仁のような上の立場の人間が、わざわざ小豆の茹で具合を確認するのは不自然すぎる。

「朝霧さん、自分、なにもしていないですよ」

　そして阿久津さんまでもが謎の発言をする。

「そうだろうな。ただのヤキモチだから気にしないでくれ」

　数秒の沈黙の後、呆然としている私の隣で阿久津さんが小刻みに震え始めた。

　阿久津さんもきっと仁の意外な一面にびっくりしたのだろう。

「ちょっと阿久津さん、気をしっかり持ってください」

　焦って阿久津さんの腕を揺さぶる。すると、ぶんっと虫を払うかの如く振り切られた。

「大切な人の前で、そう易々と男性に触れてはダメよ！」

　唖然として立ちすくむ私目がけて、とっても小さな声でぴしゃりと言い放った。

　そういうものなの？　よく分からないけれど、とりあえず、この場から早く離れてほしい。

　仁に目で訴える。伝わったのかどうか定かではないけれど、仁は何事もなかったかのように持ち場へ戻っていった。

　幸いにも私たちに気を留めていた人間はいないようだ。それでも今の行動は目立つ。

　帰ったら仁に釘を刺さなくちゃ。

「香月さん、色惚けしていないで差し水しないと」

　すでに正気に戻っている阿久津さんに注意される。

　誰のせいよ、と不服を申し立てたい気持ちで鍋に水を足した。




　どこで誰に見られるか分からないので、個室のあるレストランで落ち合う約束をした。

　更衣室で萌と揃って支度を済ませ、一足先にお店に向かって男性陣を待つ。

　ここは工房からほど近く、一度だけ専門学生の頃に友人と訪れた。

　店内はラグジュアリーな雰囲気に溢れていて、ダウンライトに照らされた萌の顔はなんだか大人びて見えた。

　長テーブルに四席用意された個室は、圧迫感がないくらいとても広々としている。

「ここのお肉美味しいんだよ。国産和牛だからね」

　萌と隣り合わせで座り、ひとつのメニュー表を一緒になって覗き込みながら写真を指差す。

「たぶん朝霧さんがご馳走してくれるよね」

「うん。好きなの頼んでいいって言うと思う」

「よっしゃ！　じゃあ花帆が肉にするなら私も同じものにする」

「オッケー、そうしよう！」

　これから萌に、仁との関係を公表しなくてはいけないプレッシャーからか、気持ちが昂っている。

　萌も会社の常務取締役との食事会に緊張しているのか、いつも以上にテンションが高いように感じられた。

「なにも聞かないんだね」

　ふたりきりになる機会は朝からいっぱいあったのに、萌は一度も今日の本題に触れようとはしない。

「なんとなく、なにを言われるのか分かるからね」

「分かっちゃうの？」

「そりゃあね。今日なんて工房でいちゃついていたし」

　気づかれていないと思っていたのに、しっかりと目撃されている。

　言葉を失っているところへ、仁と阿久津さんが揃って姿を現した。

「お待たせ～」

「悪い、待たせたな」

　キャラが違いすぎるふたりが並ぶとものすごい違和感だ。

「ふたりで来たんですか？」

　萌が聞く。

「そうだよ～」

　阿久津さんは見るからにご機嫌で、今にも鼻歌を歌いそうな雰囲気がある。仁はいつもと変わらないクールな面持ち。

　うん。今日も今日とてカッコいい。

　私の正面に仁、その隣に阿久津さんが座ったのを確認してからメニュー表を指差す。

「私たち特選和牛のステーキにする。前に食べた時、すごく美味しくて感動したんだ」

　飲み物はどうしようかな、とドリンクメニューに視線を移す。

「誰と来たんだ？」

「ん？」

　顔を上げる。仁の目がなんだか怖い。

「誰とって……友達だけど」

　説明をしても納得していなそうな表情。

「専門の時の、女友達だよ」

　詳しい情報を付け足すと、「それなら俺も同じものにしようかな」と、澄ました顔をする。

　仁の嫉妬深い一面に絶句していると、斜め向かいに座っている阿久津さんが身悶えていた。

　先に四人分の飲み物がテーブルに配られて、仁の「お疲れさま」という挨拶で乾杯をする。

「今日集まってもらったのは、俺と花帆の関係について知っておいてもらいたかったからなんだ」

　仁がすぐに本題に入った。

「俺たちが幼馴染だというのはみんな知っているだろうけど、実は婚約をしていて、二ヶ月後に式を挙げる予定をしている」

　ホテルで一夜を過ごした後、気になっている式場があると伝えたら、すぐに仁が式場に問い合わせた。

　見学をしてみたら想像以上に理想的な場所だったのと、希望している日程がたまたま空いていて、運命を感じてその場で即決した。

　萌がくりっとした可愛らしい目を真ん丸にしている。

「……おめでとうございます」

　萌は仁にお祝いの言葉を述べた後、狐につままれたような顔を私に向けた。

「……びっくりしたぁ。付き合っているとは思ったけど、まさか結婚秒読みだったなんて」

「いろいろと心配かけたのに、黙っていてごめんね」

「仕事の関係もあるし簡単に口にできるものでもないよね。そっか、結婚するんだね……花帆、おめでとう」

　萌はとても優しい笑みを浮かべた。

「ありがとう」

　萌の温かい気持ちが伝わって、胸が熱くなった。

「朝霧さん！　本当におめでとうございます！」

　さっき乾杯したばかりなのに、阿久津さんがまた仁のグラスに無理やり自分のグラスを当てにいった。

　仁の反応を完全に無視してグイグイいく様子が、なんだか昔の自分みたいだ。

　そして仁がそういう人間が嫌いじゃないのを知っているから、安心してふたりを見ていられる。

「ふたりにはぜひ列席してもらいたい」

「喜んで参列させていただきます！」

　言い終わらないうちに阿久津さんの歓喜した声が飛ぶ。

「いいの？」

　萌は遠慮がちに私の耳元で呟いた。

「もちろんだよ。みんな呼ぶつもりだしね」

「それなら張りきって参列させてもらおうかな」

　あれだけ結婚式に消極的だった仁が、お世話になっている人たちを招きたいと言い出したのには本当に驚いた。

　長谷川さんのことも、沙倉さんのことも、仁のなかで変化が起き始めているのだとしたらうれしい。

「みんなにはいつ報告するんですか？　結婚式の日程があるから、早くしないといけないですよね」

　和やかな空気でも、萌は姿勢を正して上司への礼儀正しい態度を変えない。

　しっかりしているなぁ。

「俺は明日にでも報告したいけど、花帆が渋っていて」

　仁の言葉に私は表情を歪めた。

「だって、やりづらくなるでしょ」

「そうかなぁ？　ふたりの関係をハッキリさせた方が対応しやすいはずだよ」

　萌の言葉に、私はキョトンとする。

「対応？」

「今日みたいに仲睦まじい様子を、微笑ましい気持ちで見守れるじゃない」

「そうそう。俺も朝霧さんから牽けん制せいされなくて済むし」

　阿久津さんが大きく相槌を打つ。

「それとこれとは別問題だ」

「どうして!?」

　素すっ頓とん狂きょうな声をあげた阿久津さんを見て、仁がおかしそうに口元を緩めた。

「冗談だ」

　いつの間にこんなに仲良しになったのかな。私ですら、最近やっと仁の笑顔が見られるようになったというのに。

　少しだけジェラシーを抱きつつ、自分の大切な人たちの絆が深まっていくのがうれしかった。




『工房は女性の従業員は少ないし、やっかみもないだろうから早めに報告するべき』という、私よりもずっと大人びてしっかり者の萌の助言に心を動かされてついに決意を固めた。

　翌朝ミーティングの際に仁から報告があると、驚きを露わにした人が大多数だったが、中には「やっぱり」という反応を見せる人間も少数いた。

　おめでとう、と周りから祝福を受けて、照れくさくなると同時に、本当に仁と結婚するのだという実感が湧いた。

　気を使われて仕事がやりづらくなったら嫌だな、と懸念していた部分に関しては、教育係である阿久津さんが遠慮なく私をしごくので問題ないらしい。

　結婚式まであと二ヶ月。時間がない中での準備に関しては、仁が全面協力すると言っているし、弥生さんも手伝ってくれるというのでそこまで不安を感じていない。

　気掛かりなのはただひとつ。

「次の休みに会いに行きたいんだけど、花帆の予定は？」

　ベッドのなかで私を後ろから抱きしめながら仁が尋ねた。

　仁は私の首筋に顔を埋めるのが好きらしく、うなじや耳のすぐそばに自身の鼻を擦り付けてくるから、心臓がいくつあっても足りない。

「空いているけど、沙倉さんたちが住んでいる場所ってどこなの？」

「長なが野のの別荘地」

「長野かぁ。いいところだね」

　沙倉さんに会いに行くということは、仁のおじいさまとおばあさまにもご挨拶をしなければならない。

　数回会ってはいるけれど、私がかなり小さい頃なので記憶がおぼろげだ。彼らも私を覚えていないかもしれない。

「父さんと母さんも行くって言ってきかないんだけど、大丈夫か？」

「もちろんだよ。みんなで行った方が心強いし。杏汰は？」

「杏汰も行くそうだ」

　杏汰が一緒というだけで不安が和らぐ。ずっと兄妹みたいな感覚でいたけれど、もうすぐ本当の家族になるんだよね。なんだか不思議な気分だ。

「緊張するなぁ」

「それは俺もだ。あの人が一緒に暮らしているから、じいさんたちに会うのも数年振りになるし」

「沙倉さんとは本当に一度も会っていないの？」

「会っていない。今でこそじいさんたちと暮らしているが、数年前まではひどい鬱病で精神科病棟に入院していたんだ。母さんでさえなかなか会えない状況だった」

　そんな大変なことになっていたんだ……。

「完治はしたの？」

「昔と変わらないくらい元気になったそうだ。でも、病気になる前と同じくらい回復しても、顔を合わすどころか、連絡さえも取り合っていない」

　会いたいと思わなかったのかな。それとも、会いたくても簡単に会えるようなものではないのかな。

　聞きたい気持ちを我慢して、仁の方に身体を向ける。

「じゃあさ、会話のきっかけになるように、仁の作った和菓子を持っていくのはどうかな」

「俺が作ったものを？」

「こんなにも立派になりましたって、報告もかねてさ」

　これ以上重苦しい雰囲気にならないように、つとめて明るい口調で提案する。

「そうだな。そうしてみるか」

「そうと決まればなにを作るか考えないとね」

「新しいものにするのか？」

　仁が面食らってポカンとしている。

「沙倉さんをイメージして、この世にひとつしかないものにしようよ」

　言ってから、さすがに空回りしているかもしれないと焦った。仁が小難しい色を顔に浮かべて、明らかに困っていたからだ。

「でも、仁は忙しいし、できたらなんだけど」

　五月に入り、お店に並ぶ商品は様変わりしたばかり。端たん午ごの節句のお菓子である、柏かしわ餅もちやちまきなどを求めた来店は落ち着きをみせてはいるものの、いつも通り季節の生菓子を求めて来店するお客様は多い。

「自分で作った経験もないくせに、簡単に新しいものを作ろうなんて、軽はずみな発言しちゃってごめん」

「いや、いい考えだよ。ただあの人のイメージが湧かないな、と」

　微妙な表情の理由が分かって胸を撫で下ろす。

「ずっと会っていないんだもんね」

「おっとりした人とは記憶しているけど」

「そうだ！　ちょうど母の日のお菓子があるから、あれをアレンジしてみたらいいんじゃないかな」

「母の日か」

　赤色のカーネーションは『ありがとう』の感謝の気持ちの象徴。それにちなんで、朝霧菓匠から販売する母の日限定上生菓子のひとつに、カーネーションをかたどった、薄紅色の練り切りにこし餡を詰めたものがある。

　普段は面と向かって言えない言葉を和菓子に託してみませんか、というコンセプトで、母の日の定番お菓子となっている。

　もうひとつは、透き通る水面に様々な思い出を浮かべて、という意味を持たせた錦きん玉ぎょく羹かん。

　錦玉羹とは、寒天を煮溶かし砂糖や水飴を加えて煮詰め、型に流し入れて固めたもの。

『おもいで』という商品名の錦玉羹の中にはびわ、さくらんぼ、鹿かの子こ豆などが詰まっていて、甘いものが得意ではない人にも食べてもらいやすいようすっきりした甘さになっている。

「母さんにも渡したいし、似たり寄ったりになるのは気が引ける」

　そうなのだ。仁は毎年、母の日、父の日、敬老の日に忘れずに贈り物をしている。

　そういう律儀で、感謝の気持ちを忘れない一面が素敵だ。

　ちなみにこれについて教えてくれた杏汰は、ちょこちょこ忘れるらしい。それでも渡す習慣があるのだから、とても家族思いだ。

「沙倉さんって、漢字は花の桜じゃないけど、どういう意味があるのかな」

　私の急な話題転換に、不思議そうにしながら仁は虚空を仰いだ。

「四月生まれだから桜にしようとしたけど、いろいろ考えているうちに音はそのままに、漢字だけ変えたと聞いている」

「もしかして弥生さんは三月生まれ？」

「その通り」

　ふたりとも春生まれなのか。ちなみに私は四月二日生まれ。

　二十一歳の誕生日は、慌ただしくしているうちに過ぎ去っていた。イギリスに滞在中の母親から届いたお祝いのメッセージで思い出したくらいなので、仁に祝ってもらいたいとか、過度な期待をせずに済んだのはよかったけれど。

　仁って私の誕生日を知っているのかな。やっぱり思い返すと寂しかったりする。

　……誕生日は来年もあるし。

　気が沈んでしまわないように、そんな考えを頭から追いやって浮かんだアイデアを提案してみた。

「それなら、錦玉羹に浮かべるモチーフを変えてみるっていうのはどうかな」

「あの人には桜、母さんには三月を表す花、とか？」

「そう」

「いいな、それ」

　瞬時にスイッチが入ったらしく、仁はどこか遠くを見つめながら黙り込んだ。

　頭の中でイメージを膨らませて、それを形にする。

　私も早く、自分の思い描いた和菓子を作れるようになりたいな。

　仁の邪魔にならないように、トクトクと心地いい鼓動を刻む胸にそっと顔を寄せて目を瞑った。




　迎えた約束の日。朝霧家総出で東とう京きょう駅に向かい、北ほく陸りく新幹線に乗車して沙倉さんたちが住む長野県軽かる井い沢ざわ町まちへ向かう。

　平日の早朝でも人は多い。プラットホームでビジネススーツを着た会社員おぼしき人たちが並んでいる列の後ろにつく。

　みんな明日は仕事があるし、杏汰も大学なので日帰りの予定だ。身軽な出で立ちの中で、黒い縞しま模も様ようの風呂敷を持った仁は目立った。

　なにが入っているのか予想済みなのか、みんなはあえて突っ込まない。

　それにしても風呂敷って。センスがよすぎる。

　私は風呂敷を使った経験すらないのだけど、仁は他にも持っているようだった。

　淡いストライプシャツに白のカットソーを着て、チャコールグレーのアンクルパンツを穿いた足元には黒色のスエードシューズ。

　シンプルでありながら男性の色気を感じさせる服装に、風呂敷の柄がぴったりマッチしている。

　私は移動時間と距離が長いので、動きやすいように黒と白の花柄マキシスカートと白のカットソーの上にくすみピンクのカーディガンを羽織った。靴は黒色のスニーカーパンプス。

「仁と花帆が並ぶと、ふたりでひとつみたいな組み合わせだな」

　私も薄々は気づいていたけれど、改めて杏汰に指摘されると顔がぼっと熱くなる。

「あえて？」

「何パターンかで迷っていて、仁に相談したらこれがいいって言うから」

「ほーん」

　なによその反応は。

　自分から聞いておいて、どうでもいいような顔をしている。

「花帆は俺の隣な」

　杏汰の脇腹を小突いたところで仁に声をかけられ、ビクッとした。

「言わなくてもそうだろ」

　杏汰が白けた目を向ける。

「俺は父さんたちと三人席に座るから、おふたりさんはどうぞ勝手にいちゃついてくださいな」

　茶化す杏汰に「そうさせてもらう」と澄まし顔で返した仁は、空いている手を私の指に絡ませてきた。

　外でもどこでも、家族の前でも、仁は愛情を隠さない。

　全身に熱が広がっていくのを感じながら顔を俯かせた。

　喜びと羞恥心が半分ずつくらいだ。

「よかったな、花帆。愛されてるじゃん」

　杏汰がポンッと私の肩を叩いた。

　そうだ、愛されているのだから恥ずかしいなんて贅沢を言っていられない、と思い直したところで、前に並んでいた社長がチラッとこちらを振り向いた。

　口元が分かりやすくニヤついている。前言撤回だ。

　私たちを乗せた新幹線は予定時刻に長野駅に到着し、そこからはタクシーを利用して別荘地に向かった。

　森林の中にポツンと建つ一軒家は、白色と茶色のログハウスだった。

「なんか、朝霧家に似てる」

　私のひとり言を仁が拾って答える。

「ばあさんがこういうの好きだからな」

　聞けば、ここの家も朝霧家もおばあさまの好みで建てられたそうだ。

　仁のアドバイス通り羽織ものを持ってきてよかった。風が冷たく空気がひんやりとしている。

「自然のいい匂いがする」

　鼻をスンッと鳴らすと、仁も相槌を打った。

「そうだな。空気も澄んでいるし」

　鳥のさえずりが耳に心地いい。

　鬱病は、完治しても再発率が高いと弥生さんから教えてもらった。心を休ませるという意味で、この場所はぴったりなんじゃないのかな。

　駐車場から家までわりと距離がある。きっと仁の祖父母は足腰が丈夫なのだろう。

　いったいどこまでが朝霧家の敷地なのかと考えたら、頭がくらくらした。

　社長が呼び鈴を押す。

　大丈夫かな。ちゃんとご挨拶できるかな……。

　気をしっかり持とうと手足にぐっと力を入れ、隣に立つ仁を見上げた。

　仁も緊張しているよね。

　真っ直ぐ前を向いている横顔から、緊迫感がひしひしと伝わってくる。

　出迎えてくれたのは、笑い皺がとてもよく似合う女性だった。ベリーショートのグレイヘアも、ブルージーンズも、襟をピンッと立てた白のシャツをカッコよく着こなしているのも、すっごくお洒落。

　会えばおぼろげな記憶が蘇るかと期待していたけれど、やはりほぼ初めて会うような感覚だった。

「いらっしゃい。遠かったでしょ」

　物腰はやわらかく品があり、なんて素敵なマダムなのかと見惚れる。

「仁も杏汰も大きくなったわね」

「最後に会った時から背は伸びてないよ」

「そういう意味じゃないのよ」

　おばあさまは、杏汰の軽口に目を弓なりにして笑う。その笑顔をたたえたまま私へと視線を流した。

「花帆ちゃんも綺麗になったわね」

「ご無沙汰しています。このたびは……」

「虫が入るから、さっさと入ったらどうだ」

　挨拶をしようとしたところで、部屋の中から男性の声が飛んできた。

「そうね。ついうれしくなっちゃって。ごめんなさいね」

　おばあさまが家の中へ招き入れてくれる。最後尾に立つ私の後ろにすっと仁が回って扉を閉めた。それから靴を脱ぐ私にさりげなく肩を貸す。

「ありがとう」

「どういたしまして」

　すぐそばで私たちのやり取りを眺めていたおばあさまの眼差しが優しく、照れくさくなった。

　玄関から入ってすぐ右手にある、黒色の暖炉が目に付いた。外に薪まき棚だながあったので、冬場は稼働するのだろう。

　左手に二階へと続く階段があり、カリフォルニアスタイルを彷彿させるデザインのソファとテーブルが並んでいる。正面にはキッチンがあり、カウンター越しにクシャッとした笑顔とぶつかった。仁のおじいさまだ。

　目鼻立ちがくっきりしていて、いい具合に日焼けをしているから若々しく見える。髪はおばあさまと同じくふさふさでオールバックだ。

　カッコいい。

「花帆さんだね。せっかくのお休みに、こんなところまで来てもらって悪かったね」

　優しく語りかけてくれるおじいさまの手元には白い生地が丸く広がっていて、その横にはいろいろな食材が置かれている。

　デニム生地のエプロンを着ているところを見ると、おじいさまが調理をしているようだ。

「とんでもないです。お招きいただきありがとうございます」

　頭を下げると、隣にいた仁に背中をポンッと叩かれた。

「そんなに気を使わなくていいから、いつも通りにしていて」

　そう言われてもなぁ。

　そわそわと落ち着きのない私の横で、仁が首の後ろに手をあてる。

「……どこにいる？」

　沙倉さんだろう。私の前ではいつも〝あの人〟だし、あえて名前を言わないのは気恥ずかしいからなのかな。

「バジルを取りにいったまま帰ってこない」

　おじいさまが外を指差す。

「すぐ来るわよ。あ、ほら。噂うわさをすれば」

　おばあさまが言い終わるや否や、キッチンの奥にある勝手口が開いた。

　扉の向こうで目を丸くしているのは、弥生さんそっくりな顔だった。

　胸下まであるストレートの茶髪をきっちりとひとつにまとめていて、カラフルな色合いの大花柄ロングワンピースが目を引く。

　この人が仁のお母さん……。

　沙倉さんは心の準備ができていなかったのか、驚きの表情から固まったまま動かない。

「沙倉、中に入って」

　おばあさまが沙倉さんの手からバジルを取ってキッチンに置く。それから沙倉さんの手を握って部屋の中に引き入れた。

「沙倉、ほらっ」

　おばあさまが促して、やっと沙倉さんは仁の前までやってきた。それでも俯いたまま目を合わそうとせず、口もきつく結ばれている。

　大丈夫かな……。

　ハラハラして、胸の前で手を握り合わせた。

　そんな気まずい雰囲気に包まれる中で、先に行動に移したのは仁だった。

「ちょっとここに座って」

　仁は落ち着いた物腰でカウンター席の椅子を両手で引き出した。沙倉さんは戸惑いの色を浮かべながらも腰を下ろす。

「花帆は隣に」

「うん」

　言われた通りに沙倉さんの隣に座る。

　社長と弥生さん、杏汰はソファでこちらの様子を見守っている。おばあさまは私たちが腰かけたタイミングでキッチンへ入り、おじいさまと一緒に調理を再開した。

　仁が風呂敷をカウンターに置いて解く。

　ひとつだと思っていた化粧箱が三箱もあって驚いた。

「まずこれはじいさんたちに。五月の上生菓子だ」

「あら。なにかしら？」

　おばあさまが手を止めて箱に近寄った。おじいさまは白い生地にトマトやコーン、サラミなどを並べながら口を開く。

「花はな菖しょう蒲ぶ、五月雨さみだれ、つつじ、だったか」

　さすが朝霧菓匠の創設者。現役を引退しても、季節のお菓子はきちんと把握しているらしい。

　おばあさまが早速箱を開けて中を覗き込む。

「綺麗。仁が作ったの？」

　おばあさまが聞き、仁が頷く。

「食べるのがもったいないわね。ま、食べるけど」

　おばあさまの言葉で空気が少し和む。

　花菖蒲は、紫と白の練り切りを二段に重ねて伸ばし、餡を三方から包み込んで花の形に仕上げたもの。

　五月雨は、流し物と呼ばれるゼラチンなどを用いて材料を寄せ固めたもので、白羊羹を染めてグラデーションにしていて、鮮やかな青、淡い水色、白色の三層になっている。

　つつじは満開の咲き乱れる様をきんとんで表現していて、中はこし餡で、葉は羊羹。ピンクの濃淡がとても綺麗で華やかだ。

「今朝作ったのか？」

　おじいさまの問いかけに仁が「ああ」と呟くと、杏汰が素っ頓狂な声をあげた。

「今朝って、何時に起きたんだよ」

　仁は答えない。

　早起きをして手間をかけたことを、沙倉さんが気にしないようにしたのかもしれない。

　無言のまま、手のひらサイズの化粧箱を沙倉さんの目の前に置いた。沙倉さんは息を呑む。

「もう過ぎちゃったけど、母の日のプレゼント」

　沙倉さんは両手を口元にやって言葉をなくしている。すぐに瞳の表面に涙の膜が張ったのが、隣で見ていて分かった。

　動かない沙倉さんの代わりに、仁が箱を丁寧な手つきで開ける。

「練り切りのカーネーションと、錦玉羹」

　錦玉羹をどのようにアレンジしたのか、私も今日まで知らずにいる。

　おじいさまはチラリと箱を覗き込んだ。

「店の売り物っていうわけではないんだな」

「少しアレンジした。カーネーションは色によって花言葉が変わるから」

　箱のなかで咲いている白色のカーネーションの花言葉は〝あなたへの愛情は生きている〟。

「沙倉さんは花言葉に詳しいですか？」

　尋ねると沙倉さんはこくり、と大きく頷く。その瞬間、ポタッと涙の粒が落ちた。

　あ、もらい泣きしそう。

　私は唇をぎゅっと結ぶ。仁は淡々と説明を続けた。

「この錦玉羹は『おもいで』という商品名で、中は、びわ、さくらんぼ、鹿かの子こ豆。沙倉という名前にちなんで桜の花びらを浮かべた。あと、タンポポに型抜きした白餡の羊羹も入れてある」

　言われてみれば、ささやかに黄色の花が浮かんでいる。

　タンポポの花言葉は〝幸福〟と、綿毛が飛ぶ姿に由来した〝別離〟がある。

　これらを踏まえると、沙倉さんとの思い出には別れがあった。でも幸せだった、という意味が込められている。

　和菓子ってすごいな。冠婚葬祭と隣り合わせで、いつも私たちのすぐそばにある。

　和菓子に込められた想いを大切な人へと託す。

　仁のような職人は、ほんの少しばかりそのお手伝いをするのだ。

「仁……」

　沙倉さんが初めて声をあげた。

「ありがとう」

　声を震わせながら、とても大切そうに化粧箱を両手で抱えた。

「本当に、ありがとう」

　仁の想いはきちんと届いたのだ。

　涙がこぼれそうになるのを必死にこらえる。相当変な顔になっていたのか、私と目が合った瞬間に仁がたまらないといった様子で噴き出した。

　そんなに変な顔だった？

　むくれると、私たちの様子をうかがっていた沙倉さんまでもが笑いだす。そこで慌てて挨拶をした。

「沙倉さん、初めまして！　香月花帆と申します！」

「え、今？」

　杏汰がすかさず突っ込んだ。

「だって、タイミングがなくて」

「花帆さん、初めまして。あの、花帆さんも……ありがとう」

　優しげな目元が仁そっくりだ。涙の膜が張った瞳がキラキラしていてすごく綺麗。

「私たちもいただきましょう」

　おばあさまの声を皮切りに、張りつめていた空気が動き出す。

「花帆」

　仁が私の頭にポンッと手をのせた。

「なに飲む？」

「ええっと……」

　お手伝いしなくていいのかな。

　ぐるりと部屋の中を見回すと、みんなが微び笑しょうを浮かべているのが目に映る。

　ああ、あったかいなぁ。

　かけがえのない時間を共有させてもらえてよかった。こんな素敵な人たちと家族になれるなんて、私は世界一の幸せ者だ。




　手作りのピザや、見た目がお洒落な創作料理と、豆からひいたコーヒーをご馳走になった後、私と仁は二階のセカンドリビングで一息入れていた。

　一足先に仁が弥生さんに贈った錦玉羹には菜の花を浮かべたそうで、沙倉さんと弥生さんは、それぞれの花が持つ意味について話をしているらしい。キャッキャッと楽しそうな声が響いている。

　主に、弥生さんの笑い声だけどね。

　菜の花の花言葉は〝快活〟と〝明るさ〟。まさに弥生さんのイメージにピッタリだ。

　和菓子に花のモチーフが多く使用されることから、専門学生の頃に独学で花言葉を学んだのだが、今日ほど知っていてよかったと実感した日はない。

　薪割りに興味を持った杏汰は、おじいさまとおばあさまと外に出て行った。

　セカンドリビングに敷かれているネイティブ柄のラグの上に、白色長方形のテーブル、同じく白色の二人掛けソファが設置されている。そして存在感たっぷりのハンモックがあった。

　一階と同様に、どこもかしこも完成度が高く、隠居生活がとても充実しているのが伝わった。

「ハンモックがあるなんてすごいね」

「寝転がってみたら？」

「今日はやめておく。スカートだし、はだけそうだから」

「そうか。じゃあまた今度だな」

　また一緒にこの家を訪れる日があるんだよね。うれしいな。

「花帆、いろいろとありがとう」

　改まって仁からお礼を言われて首を振る。

「ううん。私はなにもしていないよ」

「花帆がいてくれてよかった」

「私は仁の笑顔が見られてよかったよ」

「そうか」

　仁が恥ずかしそうに照れ笑いをした。たまにしか見られない仁の素顔に胸がときめいた。

　はあー……好き。

　胸に飛び込んで、仁の匂いを嗅いで、体温を感じたい衝動に駆られた。もちろんそんな真似はしないけれど。

「沙倉さんとあまり話ができていないけど、よかったの？」

「俺の気持ちを伝えられたから、今日のところはこれで十分。これから長い時間をかけて、ゆっくり修復できればいいと思っている」

「そっか」

　これきりにならなくてよかった。沙倉さんとの関係について前向きになっている。

「花帆に渡したいものがある」

「もしかして、それ？」

　風呂敷に包まれていた最後のひとつだ。二階に上がる時に仁が持ってきたので、もしやと思っていた。

「誕生日になにもしてやれなくて悪かったな」

　唐突に謝られて面食らう。

「いいよ、そんな。気にしてないよ」

「母さんにもかなり怒られたよ。あの頃はまだ俺たちの間に距離があったから、どう祝っていいのか悩んでいるうちに誕生日を過ぎてしまって……。婚約者なのに最低だよな」

　私は大きく首を横に振る。

　そこまで気にかけてくれていたんだ。仁の想いを知れただけで、もう十分うれしい。

「ずっと気がかりだった。こんなもので申し訳ないけど受け取ってほしい」

　鼓動が速くなる。ドキドキして手が震えた。

　箱を開くと、中には少し大きめの赤い花の練り切りがあった。中心が淡い薄紅色になっていて、芯の部分には小豆があり、その周りには金粉が散っている。

「これは……アネモネ？」

「そうだ」

「もしかして、私の誕生花だから？」

　仁がにこやかな表情を見せた。

　私の誕生日である四月二日の誕生花はアネモネ。赤いアネモネの花言葉は〝きみを愛す〟だ。

　胸がいっぱいでなにも言えない。大きな深呼吸をして意識的に心を落ち着かせた。

「次の休みに、ちゃんとしたプレゼントを買いにいこう」

「……これで十分だよ」

「いくらなんでも和菓子ひとつで済ませられない」

「私は仁に好きになってもらいたいと思ってた。これはそのほしかった想いが詰まっているから、これ以上にうれしいものはないよ」

　おもわず化粧箱を抱きしめる。沙倉さんもこういう気持ちだったのだろうな。

「そう言われると、来年からのプレゼントに困るな」

　仁は言葉通り困ったように笑う。

「食べるのがもったいない」

「写真撮ろうか」

「うん」と返事をして、箱からそうっとプラスチックケースに入った練り切りを取り出す。

　顔の横に持っていくと、仁が自身のスマートフォンを使って何回かシャッターを押した。

「仁と一緒に撮りたい」

　お願いすると、仁の腕が肩に回されて身体が密着した。心臓がバクバクと跳ねて大騒ぎする。

　撮るよ、と言われて、何度かシャッター音が鳴り響く。

「うん、いい感じ」

　身体を触れ合わせたまま写真を確認した仁から甘い香りがした。

「仁っていつもいい匂いするよね」

「花帆も女の子の匂いがする」

「なにそれ？」

　笑いながら仁を仰ぎ見る。すると、あっという間にキスをされた。

「んっ……んん！」

「なに」

　キスをしながら変な声を出した私を、仁は不思議そうに見る。

「お菓子が潰れちゃうでしょ！」

　突然のキスに動揺しながらも抗議をする。仁は、なるほど、といった様子で距離を取った。

「早く食べたら？　落ち着いて花帆に触さわれない」

　さ、触れないって、そんな堂々と……。

　仁の大胆な発言にドギマギしながら、同梱されていた楊枝を手に取る。

「緊張して手が震える」

「花帆ならひと口で食べられるんじゃないか？」

　この世にひとつしかないものなのだから味わって食べたい。それなのに仁は私の手を掴んで、楊枝をアネモネの中心にぐさりと突き刺した。

「ああっ！」

「そのまま口開けていて」

　練り切りを口に放り込まれて、もう咀そ嚼しゃくするしかなくなる。

　なんてことだ。絶望感と、優しい味がもたらす幸福感で心が忙しい。

　仁をじろりと睨みながら、できる限りゆっくりと噛みしめて味わった。

「ひと口で食べるのがもったいないくらい美味しかった。ご馳走さまでした」

「お粗末様でした。じゃあ、次は俺が食べさせてもらう」

　言い終わるとほぼ同時に噛みつかれた。

　仁は私の唇をぺろりと舐めた後、「甘いな」と呟いてまた口を塞ぐ。

　下に弥生さんたちがいるのに。

　そう思う反面、私も触れたかったから止められない。

　いつまでもこうしていられたらいいのに。

　甘いひと時に酔いしれて、この上ない幸福感で満たされていった。










エピローグ




　母親が野の沢ざわ菜なを買いたいと言ったのが始まりで、駅付近で土産みやげを購入する時間を取ることになった。

　両親と花帆が一緒になってどこかに消え、俺は興味がないので駅構内にあるカフェで時間を潰している。

　ガラス窓に面したカウンター席からは、大通りを行き交う人の流れが見渡せた。

　ブラックコーヒーを飲んでいると、ガラス越しに杏汰が通り過ぎる。そのまま店内に入ってきた杏汰が俺を見つけて目を丸くしていた。

　そのまま注文をしている姿を眺めていたら、ドリンクを手にした杏汰が俺の方に歩み寄ってきた。

「隣いい？」

　返事をする前にもう座っている。手には俺と同じアイスコーヒーがある。

「おやきとアップルパイ食べたから苦しい」

　杏汰は背筋を伸ばして腹の辺りを両手でさすった。

「俺が持ってきた和菓子も食べたのに、よく腹に入るな」

「最近食欲がヤバいんだよなぁ」

　そう言われてみると、顎のラインがふっくらしたように見える。

「失恋したからかな」

　おどけた表情で言われても、内容がシビアなのでどう扱っていいのか困る。

「その彼女とは、もうスッキリさっぱりなのか」

「実のところ復縁するか迷っていた。でも仁たちを見ていて、やっぱり違うなって気づいてさ」

「なにが？」

「仁に浮いた話がなかったのって、ずっと花帆が好きだったからだろう？」

「……まあ、そうなんだろうな」

　杏汰に問われ、前にも同じようなことを言われたな、と思う。

　振り返ってみれば、俺はいつもどこかで花帆の姿を追っていた。

「花帆もそう。ずっと仁、仁って言って、他に目を向けようとしなかった」

　花帆の処女は俺がもらったけれど、だからといって恋愛経験がなかったとは言い切れない。幼稚園の頃から好きだったと告白してもらったが、他に好きな人がいたのではないかと心のどこかで思っていた。

　本当に俺だけを見ていたのか……。

「一途な人間が身近にふたりもいるのに、わざわざ浮気をした彼女を選ぶのは負けな気がする」

「浮気されたのか」

　こんなにいい男なのに。

　そこで花帆に言われた『ブラコン』という言葉が脳裏をよぎった。

　あながち間違いではないかもな。

　人と距離を置くようにしていた俺に容赦なく間合いを詰めてきたのは、両親以外だと花帆と杏汰だけ。

　そんな彼らのおかげでそれなりに人付き合いができるようになり、遼平であったり、気を許せる友人を作ることができた。

　もし杏汰が女で花帆が男だったら、俺は杏汰を好きになっていたんじゃないかとゾッとするくらいには、杏汰は可愛い弟だ。

「浮気について、花帆から聞いていない？」

「花帆は他人についてベラベラ喋るタイプじゃないからな」

「そっか、そうだね」

　杏汰は納得して、「あーあ」と呻き声を漏らす。

　まだ付き合っていた女性を引きずっているのだろう。

「俺が結婚したら、今度は杏汰に縁談が流れていくだろうから、いろいろな女性と会ってみるのもいいんじゃないか」

「お見合いねー。それもありっちゃありだよな」

　わりと前向きな反応が返ってきた。杏汰のこういうポジティブなところは尊敬している。

「ま、俺の話はいいよ。それより仁は、沙倉さんに会ってどうだった？」

「変な感覚だった」

「変ってなんだよ」

　杏汰がストローを吸う。黒い液体はもうなくなっていて、容器の底からズゴゴッと音がした。腹がいっぱいと言っておきながら飲むのが速い。

「なんて説明したらいいのか分からない。本当に変な感覚なんだ。しいて言えば、小さい頃に仲がよかった遠い親戚に会ったような感じかな」

「それでいいんじゃない？　無理に沙倉さんを、生みの親という場所に位置付けなくても」

「それでいいのか」

「いいでしょ」

　杏汰が言うと、そういうものだと思えてくるから不思議だ。

　せっかくの機会だから、亡くなった父親に線香をあげたいと申し出たのだが、この家には仏壇も遺影もないと祖母に告げられた。

　立ち直ったようでいて、あの人はまだ死と向き合えていない。

　駆け落ちまでした相手なのだから、とても愛していたのだろう。

　俺ももう花帆なしでは生きられない。

　人を愛し、家族を作り、子供が産まれる。そこまでいったら、あの人の気持ちをもっと理解して寄り添えるかもしれない。

　あくまで理想の話だけれど、そうなればいいなと思っている。

　仏壇はなくても墓参りはできる。お盆に誘ってみよう。あの人なら頷いてくれるはずだ。

「帰ってきた」

　杏汰が窓の外を指差す。

　三人共たくさんの紙袋とビニール袋を手にしている。

「買いすぎじゃない？」

　杏汰がおかしそうに白い歯を見せて立ち上がり、店を出て三人に駆け寄っていく。

　紙袋を見せながら話し続ける両親と杏汰を目の前に、俺に気づいた花帆が満面の笑みで手を振ってきた。

　愛くるしい姿を見て思う。

　これから先、どんなに不安を抱えたとしても絶対に花帆を手放さない。和菓子職人を目指す花帆をずっと守って、彼女の夢を叶えさせてあげたい。そのためならなんだってする。

　そう心に誓って、俺は残りのコーヒーを一気に飲み干した。




＊＊＊




　私は仁の和装が大好きだ。

　たったそれだけの理由で神前式にした。

　頭ひとつ上にある凛り々りしい顔を見つめる。黒くろ羽は二ぶた重え五つ紋付をまとった姿はいつもの数百倍カッコいい。

　ただでさえ緊張しているのに、仁が視界に入るたびに胸がキュンキュンと締めつけられて大変だ。

　今朝、会場に向かう前に婚姻届けを出してきた。

　紙切れ一枚を提出しただけだし、正直実感は湧かなかった。だけどこうして式を進めているうちに、どんどん現実が荒波のように押し寄せてくる。

　祝詞のりとが読まれ三さん々さん九く度どの盃を終えると、いよいよ指輪の交換だ。

　仁の手によって薬指にきらめく指輪がはめられた。婚約指輪を自分で選んでしまったから、結婚指輪は絶対に選んでほしいと言われたので、本当に私の一存で決めさせてもらった。

　職業柄つけられないのが残念だけれど、おじいさまとおばあさまのように隠居したら絶対に外さないんだから。

　だからどんな年齢にも合う、飽きのこないシンプルなデザインのものにした。

　その方が細くて長い仁の指にも似合うしね。

　正面に立つ仁をちらりと盗み見ると、すべてを包み込むような温かな眼差しとぶつかる。

　反射的に笑みがこぼれた。

　不意に仁の口元が動いたので、なんだろうと目で追う。

　あ、い、し……。

　心臓が大きく脈打った。

　愛してる？

　頭がぐわんっと揺れて、正気を保つために慌てて目を逸らす。

　見間違いかもしれないけれど、たぶんそう。

　こんな時にそんな台詞を口パクで言えるなんて、肝が据わりすぎていてびっくりする。

　……愛してる、か。うれしいな。

　式が終わったら、私ももう一度ちゃんと伝えたいな。

　私の小さい頃からの夢は、和菓子職人になることと、仁のお嫁さんになることだったんだよって。

　これからも夢に向かって走り続ける。叶うならば、仁とずっと一緒に。
















特別書き下ろし番外編










甘やかで幸せなキス




　平日の木曜日。今日は遊茶屋の営業日なので店内はいつもより華やかだ。

　カウンター席の前。着物姿の俺を中心にして、両隣に女子大学生とおぼしき女性客がふたり並ぶ。俺の肩に触れそうなほど密着した、ショートヘアのお客様は満面の笑みだ。

「撮りますよ～」

　彼女はスマートフォンをかざして何度かシャッターを切った後、反対側にいる女の子に声をかける。

「もうちょっと寄らないと全員入らないかも」

　ロングヘアの女の子が遠慮がちに俺を見る。その頬は心なしかピンク色に染まっているように見えた。

　緊張を和らげようと、にこやかに頷く。すると女の子はそろりと俺に近寄った。

「入った？」

　彼女の手には俺が今しがた作った和菓子がある。お皿を大切そうに両手で持ち、顔の横まで持ち上げた。

「うん、そのまま、いくよ。はいチーズ」

　カシャカシャと機械音が数回鳴り響いた後、スマートフォンを持った女の子はうれしそうに声を弾ませる。

「ありがとうございます！　若旦那の大ファンなんです！」

「こちらこそありがとうございます」

　無邪気な笑顔を前に、俺は穏やかな態度を崩さず礼を言う。

　俺たちの様子をショーケースの奥から眺めいている花帆の様子をこっそりうかがうと、花帆はさっと顔を逸らした。

　妻の前で他の女性と密着するのはいかがなものかと思う。しかし相手は大切なお客様。ぞんざいに扱うわけにはいかない。

　あえてこちらを見ないようにしているのか、花帆はショーケースに視線を注いでいる。

　八月になり、ショーケースには、花火や金魚などの夏をモチーフにした季節のお菓子が並んでいる。

　遊び心があり、眺めているだけで心が癒されると以前花帆は話していた。

　長尾さんがギックリ腰になったと連絡を受けたのが先週の頭で、大事を取って今週いっぱいは休暇を取ってもらっている。

　朝霧菓匠の販売スタッフは基本的にふたりで、ひとりが休みの日や繁忙期は、母親や工房の従業員がシフトに入るのが慣例となっている。

　しかし今日は、お得意様に茶席菓子を届けるため母親が外出しており、俺が遊茶屋の接客に入るため工房の人手が足りていない。

　そんなわけで、和菓子の知識が豊富な花帆に、店舗に立って接客してもらうことにした。

　俺の作業風景が見られると喜んでいたのに、先ほどから花帆はにこりともしない。

　写真撮影が終わって俺はカウンターの中へ戻り、女性客ふたりは席へ座る。

「そういえばご結婚されたんですよね」

　ロングヘアの女の子が「おめでとうございます」と頭を下げる。もうひとりの子もそれにならった。

「ありがとうございます。ご存じだったんですね」

「風の噂で、ね？」

「うん」

　女性客ふたりはそっと目配せをする。

　ＳＮＳで、俺が結婚したと騒がれていると教えてくれたのは足立さんだった。俺の結婚を嘆く多くのコメントを目にした花帆が、なんとも言えない表情を見せていたのはつい最近の出来事。

　俺の愛情表現が足りておらず、花帆を不安にさせているのかもしれない。

「指輪はつけないんですか？」

　なにげない質問に苦い笑いをこぼす。

「本当は外したくないんですが、仕事上難しいんですよね」

「そっか、お仕事ならしかたないですよね」

　彼女たちのように花帆も指輪をつけられないことに理解を示している。だけど本心はどうだろう。ほんの少しの時間でもいいから、つけてほしいと望んでいるのだろうか。

　実際、花帆は指輪がふたつ並んだケースを毎晩大切そうに眺めている。

　そんな姿が愛おしいんだけど……。

「どんな方なんですか？」

　その質問に対し、俺はちらりと花帆を見た。花帆は慌てて頭を横に振る。

　そこに立っている女性が妻だと紹介したかったのに、どうやらダメらしい。

　そういえば前に、結婚したら俺のファンに恨まれるかもしれないと要らぬ心配をしていた。

　俺は顎に手をあてて虚空を仰ぐ。女性客から好奇心に満ちた眼差しを向けられた。

　少し悩んで、最初に浮かんだ花帆のイメージをそのまま口にする。

「とても可愛らしい人ですね。歳が離れているので、いろいろと支えて守ってあげたいと思っているのですが」

「……が？」

　話を中途半端に区切ると、女の子たちは早く続きを聞かせてほしい、というような目で俺を見つめた。

「逆に自分を支えてくれる、頼もしい人でもあります」

　花帆の印象について誰かに話したのはこれが初めてかもしれない。

「素敵な関係ですね」

「羨ましいです」

　女の子たちは目をキラキラさせて言うと、ずっと手つかずだった和菓子に口をつけた。

　その隙に花帆を盗み見る。花帆はなにやら宮田さんに耳打ちをされていて、直後に両手で顔を覆った。花帆が照れた時にやる癖だ。宮田さんは目元を和らげて笑っている。

　なにを話しているのだろうと首を傾げそうになったところで、宮田さんが俺に気づき、軽い会え釈しゃくをした。

　なるほど。おそらく、宮田さんにからかわれたのだろう。

　この調子だと、お客様の前で花帆が妻として堂々とできるのは当分先になりそうだ。

　和菓子を堪能している幼げな女性客を眺める。年齢は花帆とさほど変わらないだろう。けれど花帆の方が随分と大人びて見える。

　花帆はこれからどんどん綺麗になっていくんだろうな。そして俺は、誰よりも一番近いところでその成長を見届けられる。

　優越感に似たものが全身に広がっていくのが分かった。結婚しても花帆への想いは増え続ける一方で、留まるところを知らない。

　ほんと、どこまで好きにさせられるのだろう。

　持て余す感情を笑い飛ばすと、自分に向けられた笑顔だと誤解した女性客が微笑み返した。

「美味しいです」

　うれしい言葉をもらえて、俺は口角を上げて目礼する。

「ありがとうございます」

　花帆のおかげで自然と笑えるようになった。最近は、遊茶屋での接客を終えても表情筋が痛くならないし。

　来店されたお客様の対応をしている花帆の声を心地よく聞きながら、女性客たちと歓談に時を過ごした。




　風呂を済ませてから花帆とベッドに寝転んで向き合い、ささやかな会話をする。俺たち夫婦が大切にしているふたりだけの時間だ。

　長くて艶のある髪を指に巻きつけて遊んでいると、花帆が目を泳がせながら口を開いた。

「あの、今日、遊茶屋で言ってくれたこと……ありがとう。うれしかった」

　結婚しても花帆の初々しさは変わらない。

　花帆の頬が赤く色づいているのに気づき、可愛らしい顔をもっと見たくて顎をやんわり掴んで上を向かせる。

　俺を映した花帆の瞳が揺れている。

「顔、赤くなっているけど、そんなに恥ずかしかった？」

「宮田さんがね、若旦那が惚気のろけていますねって言っていたの。それで恥ずかしくなっちゃって……あっ、仁はそういうつもりはなかったよね」

「いや、惚気ている自覚はあった」

「えっ」

　目を丸くして驚く花帆に、チュッとリップ音を響かせてキスをする。

「花帆」

「な、なに？」

「可愛い」

　花帆があからさまに狼狽える。

「耳まで真っ赤」

「だって、仁がいきなり可愛いとか言うから！」

「どこまで赤くなっているか、確認していい？」

　花帆はなにか言おうと口をパクパクさせていたけれど、いつまで経っても言葉は出てこない。痺れを切らした俺は、昂る感情に任せて花帆の唇を塞いだ。

「ふっ……」

　唇の隙間から花帆の甘い声が漏れた。

　指を絡ませた手はまだ強張っている。この状態からじっくり緊張をほぐしていくのが楽しかったりする。

　花帆の口内をまさぐった後、名残惜しげに唇を舐めてから首筋に移動する。膨らみのある胸を包んだ俺の手のひらに、花帆の加速した心臓の音が伝わってきた。

　なるべく優しく触れていると、花帆に、すん、と耳元で鼻を鳴らされて身体がぶるっと震えた。本人は意識してやっていなくても、この行動に俺はいつも煽られる。

「それ、癖なのか？」

　花帆の脚を押し広げながら聞く。

「え……なに……」

　花帆は言葉を発するのがやっと、という様子だ。

「俺の匂い、いつも嗅いでいるから」

「シャンプー……なのかな。仁の、この匂い、好き」

　ぞわっと鳥肌が立った。しかし欲望に任せて乱暴に抱いたりしないと決めている。浅く呼吸をして、はやる気持ちを抑えつけた。

「好きなのは匂いだけ？」

「そんなの……」

　花帆の呼吸が乱れ始める。

「たまには聞かせて」

　すぐ照れる花帆から好きと言ってもらえたのは、数えるほどしかない。というか、喋れなくなるくらい激しく抱いている俺に責任があるんだけど。

「好き……仁、好き」

　振り絞るように、声を震わせながら想いを伝えられて、ぐっと胸に熱いものが込み上げた。

「悪い、もう、花帆の中に入りたい」

　耳に届いた自分の声はまったく余裕がない。

　花帆は「うん」と口を動かし、俺の首に両腕を回した。素直に甘える花帆が可愛くてしかたない。

　花帆の深い部分と繋がってゆるゆると動くと、喘ぐ声とは別に、花帆がなにか言いたそうにしている。

「どうした？」

「ん……気持ち、いい……」

　頭を抱えたくなるくらい心が掻き乱されて、ギリッと奥歯を噛んだ。これを天然でやっているから本当に困る。

　息が上がっている唇へ想いを込めたキスをする。簡単に壊れそうな華奢な背中を抱きしめて、ぐっと身体を押しつけた。

　花帆は泣きそうな顔をしながら俺を見上げる。潤んだ瞳が綺麗で、吸い込まれそうだった。




　――やってしまった。疲れが溜まらないように、行為に及ぶのは休みの日と決めていたのに。

　まだ熱が冷めやらない俺は、布団を蹴り飛ばして汗が引くのを待っている。

　花帆はまだ恥じらいがあるようで、布団の端を引っ張って猫のように丸まっていた。しばらくしてから花帆を後ろから抱きしめて、甘い香りのする髪に顔をうずめる。

「もう寝るか？」

「うーん……もうちょっと、このままがいいな」

　自身のお腹に回された俺の手に指を絡ませながら、花帆はふわふわした口調で言う。

　事後、気の抜けている姿は俺に心を許しているからこそだ。愛おしくてたまらなくなり、後頭部に鼻を擦りつけた。花帆がくすぐったそうに身じろぎする。

「そういえば、来週雑誌の取材を受けることになった」

「雑誌？」

「フローリデホテルの茶室がオープンするから、それの特集記事を書くそうだ」

「すごい。仁が紙面に載るんだ……」

　すごいと言いながら、声はどこか沈んでいる。

「どうした？」

「仁のファンがまた増えるんだろうなって思ったら、なんか、こう……」

「ヤキモチ？」

　花帆は素直に頷いて、繋いでいる指先にぎゅっと力を込める。

「今日のお客様だって、仁を見つめる目がハートになってたよ」

　不安にさせているのに、花帆が嫉妬してくれてうれしい。

　向き合っていなくてよかった。たぶん今めちゃくちゃだらしない顔をしている自信がある。

「指輪をつけていくし、聞かれなくても結婚生活について惚気てくる」

「そんな仁、想像つかない」

「今日見たばかりだろ」

　遊茶屋での場面を思い出してまた照れくさくなったのか、花帆はきゅっと縮こまった。

「花帆が嫌じゃなければ、愛妻家として世間に知られたい」

「なにそれ」

　花帆はクスクスとおかしそうに笑う。

「それだけ花帆が好きなんだよ。それに正直なところ、俺はもっと花帆に触れて、俺だけが知っている花帆の姿を見たい」

「……ちょっと、言っている意味が分からない」

　たしかに感覚的なものなので、俺としても言葉では上手く伝えられない。

「じゃあ、分かるまで叩き込もうか」

　俺が服の中に手を忍び込ませると、花帆は小さな悲鳴をあげた。どうやらくすぐったかったらしい。

「もうっ、お腹弱いのに」

「知ってる。ああ、俺が言いたいのはこういうことだよ」

「ずるいなぁ。大好きな仁にそんなふうに言われたら、なんでも許しちゃうよ」

　……えっ。

　背を向けていた花帆がくるりと向きを変え、俺の顔を覗き込む。

「私、変なこと言った？　急に黙っちゃったけど……」

「あ、いや、ごく自然に大好きって言うから、驚いて」

「好きって仁が言ってくれてうれしかった。私がうれしいのなら、仁もそうだと思って。さっきもほら、好きって言わせようとしていたし……」

「そうだな。できれば毎日聞きたい」

　花帆は困ったように唸った。

「心の中では、いつも好きって思ってるんだよ」

　ダメだ。顔がニヤつく。

　仰向けになり、片腕をかざして顔を隠した。

「仁？　もしかして照れてる？」

　俺に覆いかぶさって、顔色をうかがおうとする花帆を腕の中に閉じ込める。

「あははっ。仁が照れるなんてレアだね」

　温かい。ずっとこうしていたい。でも、いい加減寝かせてやらないと。

　葛藤していたら、花帆が思いもよらない提案をしてきた。

「ねえ、たまには夜更かししちゃおうか」

　俺はすぐに反応する。

「いいな、そうしよう。ちなみに、後で後悔しても寝かせないから」

　自分から誘ってきたくせに、いざ俺が乗りきになると花帆は俺の腕から逃げ出そうとする。

「逃げられると思うな」

　すぐに花帆の唇にキスをして観念させた。

「花帆、愛してる」

　結婚式以来、口にしていなかった言葉だ。

　花帆が目を見開いて息を呑む。それからゆっくりと顔をほころばせた。

「私も、愛してる」

　花帆へと優しいキスをする。柔らかくて熱い唇は甘くてとろけそうで、そして、幸せな味がした。
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あとがき




　このたびは『嫁入り前夜、カタブツ御曹司は溺甘に豹変する』をお手に取っていただき、ありがとうございました。

　およそ二年ぶり、二作目のベリーズ文庫作品になります。

　書籍化に際して大幅な改稿を施しましたが、読み返して、改めて好き勝手に書いた作品だなと苦笑しました。

　和菓子屋御曹司をどうしても書いてみたかったのですが、わけあって長期入院をしていた時に和菓子について調べていたので、お饅頭が食べたくなってもすぐに買いに行けない環境がもどかしかったです。

　それはさておき、今作はドキドキする恋を集めているベリーズ文庫にしては、シリアスな部分が多かったかと思います。いろいろなことが上手にできず葛藤したり、躓いて立ち止まったり、そうしながら前に進み、人として成長する過程を少しでも表現したかったのです。

　特に仁のあがく姿は、頭の中にあるイメージを上手く文章に変換できない自分そのもので、だからこそ書き上げた時の達成感はひとしおでした。

　今作はヒロインとヒーローどちらも主人公です。視点が交互に展開されることから、仁の愛を感じられはしましたが、すれ違うがゆえのドキドキ感の激減、伏線の張り方など、執筆中はとても頭を悩ませました。

　その問題につきましては、構成と展開を見直して改善されたと思います。編集に携わってくださった篠原さま、森岡さまには大変お世話になりました。今作をこうして世に出せたのは、おふたりのご尽力あってこそでした。

　仁のような寡黙で不器用なヒーローは、いかがだったでしょうか。花帆と共に恋をしてもらえていたらうれしいです。

　最後になりましたが、色気の滴るような美しい表紙絵を描いてくださった、えまる・じょん先生。サイトで応援してくださった読者さま、初めて私の作品を読んでくださった方にも、心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

　これからも、胸がきゅんとするようなお話を綴っていけたらなと思っております。

　またいつか違うお話をお届けできるよう、これからも頑張ります。
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